
関西照明器具工業協同組合

「速読」コース
今年も開講します!

ホンマでっか!?TV
澤口先生も薦める

1 すでに220,000人以上が実践！
2 地方検察庁の職員養成研修として採用！

「驚異の速読トレーニング」NHK テストの花道ニューベンゼミ
速読特集で放映！ 好評につき異例の再放送！

2019年4月1日（月）2019年4月1日（月） 2019年3月15日（金）2019年3月15日（金）開講日 申込締切日
（以降毎月15日締切）（以降毎月1日開講）

通信教育講座2019
人材育成・能力開発のための



2019 通信教育の受講要領通信教育の受講要領通信教育の受講要領



通信教育講座
ご案内

通信教育講座
ご案内人気講座ランキング（2018年度）人気講座ランキング（2018年度）

通信教育修了基準について通信教育修了基準について
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No.108 P.32へ●受講期間：2か月　●受講料：27,000円仕事力がアップする「速脳速読トレーニング」
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2019 効果的な通信教育の学習方法効果的な通信教育の学習方法
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通信教育講座
ご案内

通信教育講座
ご案内通信教育講座一覧通信教育講座一覧
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通信教育講座
ご案内

通信教育講座
ご案内
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

身
の
周
り
の
機
器
類
を
使
っ
た「
見
え
る
化
」の
検
討
か
ら
、I
oT
の
考
え
方
を
学
ぶ

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

●
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
状
況
を
ど
の
よ
う
に
見
え
る
化
す
る
の

か
を
具
体
的
に
学
び
ま
す
。
身
近
な
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
見
え
る

化
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
現
場
の
Io
Tと
は
何
か
、
ど

の
よ
う
に
情
報
を
整
理
す
る
の
か
、
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
を
学
び
ま
す
。

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊（
主
テ
キ
ス
ト
・
副
テ
キ
ス
ト
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

ね
ら
い
と
特
色

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
現
場
の
身
近
な
Io
T
超
入
門

★
Io
T（
In
te
rn
et
 o
f T
hi
ng
s）
、
AI
、
第
4
次
産
業
革
命
な
ど
の
言

葉
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
も
の
づ
く
り
現
場
で
実

際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
ど
の
よ
う
な
変
革
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
、
現
場
で
は
ま
だ
ま
だ
見
え
に
く

い
状
況
で
す
。

本
社
工
場
間
の
Io
T
な
ど
の
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
現
場
に
あ
る
自

動
化
シ
ス
テ
ム
や
身
近
な
機
器
類
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
稼
働
状
況
・

不
具
合
状
況
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
各
種
判
断
が
迅
速
・
正
確

に
な
り
、
稼
働
率
が
向
上
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

1
章
　
Io
Tと
は（
「
も
の
」を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ
）

も
の
づ
く
り
現
場
と
IoT
　
IoT
の
位
置
づ
け
　
身
近
な
IoT
の
考
え
方

2
章
　
工
場
現
場
の
Io
T（
身
近
な
Io
T
を
考
え
る
）

自
動
化
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る
も
の

運
転
状
況
・
設
備
保
全
・
生
産
性
向
上
の
「
見
え
る
化
」

マ
シ
ン
モ
ニ
タ
に
よ
る
Io
T
情
報
の
収
集
と
保
存
・
分
析

運
転
状
況
・
異
常
状
況
、
生
産
管
理
の
「
見
え
る
化
」

生
産
進
捗
管
理

3
章
　
IoT
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ（
工
場
の
安
全
な
通
信
環
境
構
築
に
は
）

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
点
　
通
信
速
度
の
問
題

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
か
ら
の
通
信
内
容
傍
受
・
抜
き
取
り
の
問
題

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
点
へ
の
対
策
例

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
の
問
題

副
読
本
「
Io
T
技
術
テ
キ
ス
ト
基
礎
編
 」

IoT
の概
要を
知る
　　
IoT
デバ
イス
を理
解す
る

IoT
にお
ける
通信
方式
を知
る　
　モ
バイ
ル環
境と
その
活用
を知
る

IoT
でデ
ータ
を活
用す
る　
　プ
ロト
タイ
ピン
グを
知る

情報
セキ
ュリ
ティ
を知
る　
　I
oT
のエ
コシ
ステ
ムを
知る

1 ・ 2 か 月 目

主
な
項
目
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

ス
マ
ー
ト
、か
つ
魅
力
的
な
箇
条
書
き
で
、相
手
に
響
く
伝
え
方
を
学
ぶ

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

序
章
　
ス
マ
ー
ト
で
魅
力
的
な
箇
条
書
き
は
仕
事
の
評
価
を
上
げ
る

　
箇
条
書
き
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
　
他

第
1
章
　
た
か
が
箇
条
書
き
、
さ
れ
ど
箇
条
書
き

　
箇
条
書
き
を
使
い
分
け
る
　
他

第
2
章
　
相
手
に
響
く
箇
条
書
き
（
見
せ
る
箇
条
書
き
）

　
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
箇
条
書
き
に
す
る
　
他

第
3
章
　
相
手
を
動
か
す
箇
条
書
き（
実
行
さ
せ
る
箇
条
書
き
）

　
組
織
階
層
に
合
わ
せ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
　
他

●
箇
条
書
き
に
よ
る
相
手
に
響
く
伝
え
方
、
説
得
す
る
技
術
を

身
に
つ
け
ま
す
。

●
思
考
を
整
理
し
て
、
論
理
的
に
ま
と
め
る
力
を
養
い
ま
す
。

●
漫
画
に
よ
る
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
、
ポ
イ
ン
ト
が
つ
か
み

や
す
く
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

●
メ
ー
ル
、
プ
レ
ゼ
ン
、
企
画
書
、
報
告
書
な
ど
で
す
ぐ
に
実

践
で
き
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

ね
ら
い
と
特
色

1 か 月 目

第
4
章
　
思
考
整
理
で
論
理
的
に
ま
と
め
る

　
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
思
考
整
理
　
他

第
5
章
　
効
果
的
に
相
手
を
説
得
す
る
技
法

　
ス
ピ
ー
ド
説
得
に
活
か
す
箇
条
書
き
　
他

第
6
章
　
箇
条
書
き
を
仕
事
で
実
践
す
る

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
成
功
す
る
た
め
の
箇
条
書
き
　
他

2 か 月 目

主
な
項
目

～
短
く
、
魅
力
的
に
伝
え
る
～
箇
条
書
き
の
技
術

★
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
世
界
標
準
で
仕
事
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
在
、
箇
条
書
き
は
仕
事
を
し
て
い
く
上
で

武
器
に
な
る
［
必
須
の
ス
キ
ル
］
で
す
。
相
手
を
動
か
す
魅
力

的
な
箇
条
書
き
の
書
き
方
が
短
期
間
で
身
に
つ
き
ま
す
。
同
時

に
、
思
考
を
整
理
し
て
論
理
的
に
ま
と
め
る
力
を
養
い
ま
す
。

人
間
力
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

ネ
ガ
ティ
ブ
な
発
想
を
ポ
ジ
ティ
ブ
に
変
換
す
る『
激
励
の
言
葉
が
け
』を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
入
門
～
や
る
気
に
さ
せ
る
言
葉
の
力

主
な
項
目

第
１
章
　
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら

生
ま
れ
た
指
導
法

第
２
章
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
と
し
て

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
使
う
た
め
に

第
３
章
　
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
3
つ
の
ス
テ
ー
ジ

第
４
章
　
セ
ル
フ
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
シ
ナ
リ
オ

1 か 月 目

第
５
章
　
ゴ
ー
ル
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
シ
ナ
リ
オ

第
６
章
　
ビ
ジ
ョ
ン
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
シ
ナ
リ
オ

第
７
章
　
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
け
る

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
事
例

第
８
章
　
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
が
組
織
に
浸
透
す
る

仕
組
み
づ
く
り

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

2 か 月 目
ね
ら
い
と
特
色

●“
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
”の
基
本
と
な
る
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
変
換
す
る
た
め
の
考
え
方
を
習
得
し
ま
す
。

●
実
際
に
使
わ
れ
た“
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
”の
事
例
を
通
じ
、“
ペ
ッ

プ
ト
ー
ク
”の
基
本
構
造
を
学
び
ま
す
。

●
話
し
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
、ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
シ
ナ

リ
オ
の
つ
く
り
方
を
学
び
ま
す
。

●
普
段
使
っ
て
い
る
言
葉
が
、ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
と
な
る
事
例
を
多

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

“
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
”は
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
現
状
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発

想
で
と
ら
え
さ
せ
、相
手
が
持
つ
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
言

葉
が
け
の
ス
キ
ル
で
す
。ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
チ
ー
ム
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

★“
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
”の
基
本
構
造
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

「
受
容（
事
実
の
受
け
入
れ
）」
➡「
承
認（
捉
え
方
の
変
換
）」
➡「
行

動（
し
て
ほ
し
い
行
動
の
促
し
）」
➡「
激
励（
背
中
の
ひ
と
押
し
）」

★
自
分
の
言
葉
で“
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
”に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

※
内
容
は
、一
部
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

「
や
る
気
を
引
き
出
し
、
信
頼
さ
れ
る
」
教
え
方
を
学
び
ま
す

仕
事
の
教
え
方
～
ほ
め
方
・
叱
り
方
の
極
意

序
章
　
悩
め
る
上
司
た
ち
―
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か

　
指
示
ど
お
り
に
や
っ
て
く
れ
な
い
理
由

　
仕
事
の
や
り
方
を
伝
え
る
方
法
　
他

第
１
章
　
教
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

　
相
手
と
自
分
の
原
則

　
相
手
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

第
２
章
　
教
え
方
の
基
本

　
指
導
と
学
習
の
原
則
　
教
え
方
の
基
本

1 か 月 目

第
3
章
　
教
え
方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

　
教
え
る
＝
相
手
を
成
長
さ
せ
る

　
部
下
の
タ
イ
プ
を
考
え
た
教
え
方

　
よ
り
よ
い
上
司
に
な
る
た
め
に

第
4
章
　
ほ
め
方
・
叱
り
方

　
ほ
め
方
・
叱
り
方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

　
事
例
で
学
ぶ
ほ
め
方
・
叱
り
方

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

ね
ら
い
と
特
色

●
教
え
る
側
と
学
ぶ
側
の
違
い
を
深
く
理
解
し
、相
手
の
立
場
に

立
っ
た
教
え
方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
こ
と
で
、自
ら
考
え
て

行
動
で
き
る
部
下
の
育
成
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
部
下
の
タ
イ
プ
ご
と
の
ほ
め
方
・
叱
り
方
を
身

近
な
職
場
の
例
を
取
り
上
げ
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

2 か 月 目

主
な
項
目

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

　
部
下
や
後
輩
に
仕
事
を
教
え
る
こ
と
は
自
分
自
身
を
成
長
さ

せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。教
え
方
の
基
本
か
ら
ほ
め
方
・

叱
り
方
ま
で
、具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

★
効
果
的
な
教
え
方
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
学
び
、部
下
指
導

に
必
要
な
力
を
養
い
ま
す
。

★
部
下
の
や
る
気
を
引
き
出
す
ほ
め
方
・
叱
り
方
の
手
法
を
理

解
し
、職
場
で
実
践
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

1 S5
2

2 A
53

3 A
51

4 H
56
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JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

※
教
材
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
教
材
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

部
下
や
メ
ン
バ
ー
の
問
題
に
対
処
し
、イ
キ
イ
キ
と
働
け
る
職
場
環
境
づ
くり
の
ポ
イ
ント
を
徹
底
解
説

職
場
の
メン
タル
ヘ
ル
スマ
ネ
ジメ
ント
入
門
コ
ース

学
習
期
間
：
2
か
月
（
在
籍
期
間
4か
月
）

受
講
料
：
14
,0
40
円
（
消
費
税
8％
を
含
み
ま
す
）

教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊
／
添
削
2
回
　

講
師
：
株
式
会
社
健
康
企
業
 代
表
・
医
師
　
　 亀
田
高
志

特
色ね
ら
い

第
1単
元

こ
れ
だ
け
は
押
さ
え
て
お
き
た
い

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本

第
1章
　
職
場
や
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状
と
今
日
的
課
題

第
2章
　
組
織
や
職
場
が
果
た
す
べ
き
責
任
と
役
割
・
機
能

第
3章
　
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
方
法
論
　
他

第
2単
元

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
践
ポ
イ
ン
ト
と
健
康
経
営
Ⓡ

第
1章
　
働
き
方
改
革
が
も
た
ら
す
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
と
そ
の
対
応

第
2章
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
活
用
と
実
践
的
対
応
法

第
3章
　
事
業
と
企
業
価
値
を
拡
大
す
る
健
康
経
営
®
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
　
他

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
き
た
し
た
部
下
へ
の
対
応
は
い
ま
や
法
令

指
針
で
求
め
ら
れ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。勤
怠
不

良
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
化
、問
題
に
見
え
る
行
動
に
よ
っ
て
、本
人

の
業
務
遂
行
だ
け
で
な
く
、
同
僚
や
職
場
運
営
に
お
け
る
支
障
が
生
じ

る
た
め
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。本
コ
ー
ス
で
は
職
場
の
リ
ー

ダ
ー（
管
理
監
督
者
）に
求
め
ら
れ
る
具
体
的
な
対
応
や
適
切
な
方
法
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▶
法
令
規
則
や
厚
生
労
働
省
の
指
針
の
説
明
に
留
ま
ら
ず
、
現
場
を
預
か
る

職
場
リ
ー
ダ
ー
が
執
る
べ
き
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
！

▶
職
場
リ
ー
ダ
ー
が
行
動
す
べ
き
理
由
や
背
景
が
良
く
分
か
り
、
納
得
で
き

る
か
ら
、現
場
で
の
効
果
的
な
対
処
に
つ
な
が
る
！

▶
働
き
方
改
革
、
第
13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
、
メ
ン
タ
ル
な
情
報
管
理
、

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
ま
で
、最
新
情
報
を
網
羅
！
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

機
械
要
素
か
ら
メ
カ
ト
ロ
ま
で
の
技
術
基
礎
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

図
解
　
機
械
工
学
の
基
礎

ね
ら
い
と
特
色

●
図
表
や
写
真
を
豊
富
に
取
り
入
れ
、機
械
工
学
に
つ
い
て
初
め

て
勉
強
さ
れ
る
方
で
も
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
学
び
や
す

い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
材
料
、部
品
、電
気
・
化
学
と
い
っ
た
機
械
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
を
学
び
、機
械
工
学
の
全
体
像
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

序
章
　
機
械
の
し
く
み

第
1
部
　
機
械
要
素

第
2
部
　
力
学

第
3
部
　
材
料

1 か 月 目

第
4
部
　
加
工
技
術

第
5
部
　
流
体

第
6
部
　
熱
と
動
力

2 か 月 目

第
7
部
　
計
測

第
8
部
　
自
動
化
生
産
シ
ス
テ
ム

第
9
部
　
品
質
管
理
と
環
境
保
全

3 か 月 目

主
な
項
目

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

本
講
座
で
は
、機
械
の
構
成
・
働
き
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
、そ
こ
に
使
わ
れ
る
材
料
や
機
械
要
素
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
等
を
、専
門
知
識
が
な
く
と
も
基
礎
か
ら
最
新
技
術
ま

で
容
易
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

体
系
的
に
機
械
工
学
を
学
習
す
る
う
え
で
最
適
な
講
座
で
す
。

★
機
械
構
成
の
基
本
と
な
る
各
種
機
械
要
素
と
使
用
す
る
材
料

の
強
さ
や
性
質
を
学
び
ま
す
。

★
金
属
の
加
工
法
、油
圧
・
空
気
圧
の
理
論
、制
御
等
、機
械
工

学
に
必
要
な
幅
広
い
基
礎
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

★
品
質
管
理
・
環
境
保
全
な
ど
生
産
活
動
に
関
わ
る
問
題
と
そ

の
対
策
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
す
。

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

※
内
容
は
、一
部
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

ほ
ん
も
の
の
“
聴
く
”
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
良
好
な
職
場
の
人
間
関
係
を
築
く
!

話
の
聴
き
方
コ
ー
ス

ね
ら
い
　

学
習
期
間
　
2か
月
（
在
籍
期
間
4か
月
）

受
講
料
　
14
,0
40
円
（
消
費
税
8％
を
含
み
ま
す
）

教
材
構
成
　
テ
キ
ス
ト
1冊
／
添
削
2回
　

講
　
　
師
　
明
治
学
院
大
学
心
理
学
部
心
理
学
科
教
授

IP
I統
合
的
心
理
療
法
研
究
所
 所
長
　

臨
床
心
理
士
・
家
族
心
理
士
　
　
野
末
武
義

相
手
を
理
解
し
聴
き
と
る
ス
キ
ル
を
実
践
的
に
身
に
つ
け
る

　
本
コ
ー
ス
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
や
方
法
を
基
本
と
し
て
、
聴
く
ス
キ
ル
を
実
践
的
に
身
に
つ
け
、
職
場
や
日
常

的
な
人
間
関
係
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

１
単
元
聴
く
こ
と
の
基
礎

２
単
元
聴
き
方
の
コ
ツ
と
応
用

特
　
　
色
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
学
ぶ
（
聴
く
ス
キ
ル
）

臨
床
心
理
士
・

家
族
心
理
士
か
ら
学
ぶ
！

※
教
材
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
本
的
な
態
度
や
自
他
尊
重
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、
う
ま
く
聴
く
コ
ツ
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

●
人
間
関
係
の
葛
藤
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ら
の
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

評判
の自
学自
習テ
キス
ト、
過去

問題
・重
要用

語収
録の

DV
D-
RO
Mが
難関

資格
突破

の強
い味

方に

★「
本
文
解
説
」「
例
題
」「
章
末
問
題
」の
3
ス
テ
ッ
プ
の
構
成
で

初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
工
夫
と
、効
果
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
、

試
験
場
で
も
慌
て
な
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
満
載
で
す
。

★
最
近
の
国
家
試
験
の
出
題
傾
向
を
分
析
し
、広
範
な
出
題
範
囲

を
き
め
細
や
か
に
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

★
学
習
の
総
仕
上
げ
と
弱
点
補
強
に
は
、付
録
教
材
の

D
V
D
-R
O
M
を
活
用
！

▶
最
新
の
過
去
問
題
で
学
習
の
成
果
を
チ
ェ
ッ
ク
。さ
ら
に

「
単
語
帳
」機
能
で
重
要
用
語
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す電
気
主
任
技
術
者
　
電
験
三
種
受
験
講
座
（
総
合
）

受
講
期
間
：
6
か
月
　
　
受
講
料
：
3
0
,2
4
0
円

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
7
冊
＋
別
冊
2
冊

◆
別
冊
：「
学
習
を
は
じ
め
る
ま
え
に
」「
前
年
問
題
と
解
答
・
解
説
」

◆
付
録
：
DV
D-
RO
M
「
m
ed
ia
5 
Pr
em
ie
rⅤ
 第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
試
験
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
6
回

※
D
V
D
-R
O
M
で
の
学
習
に
は
、
W
in
do
w
s1
0
/8
.1
/8
/7
（
日
本
語

版
）
の
い
ず
れ
か
の
O
S
と
、
D
V
D
-R
O
M
ド
ラ
イ
ブ
が
必
要
で
す
。

主
な
項
目

1
か 月 目
電
気
数
学
　
直
流
回
路
　
電
気
と
磁
気
　
静
電
気

2
か 月 目
交
流
回
路
　
電
子
現
象
　
電
子
理
論
　

電
気
計
測
・
電
子
計
測

3
か 月 目
水
力
発
電
　
火
力
発
電
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
　

原
子
力
発
電
　
変
電
所
　
送
電
　
配
電
　
電
気
材
料

4
か 月 目
直
流
機
　
変
圧
器
　
誘
導
電
動
機
　
同
期
機
　

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

6
か 月 目
用
語
の
定
義
　
総
則
・
電
路
の
絶
縁
　

接
地
お
よ
び
接
地
工
事
の
種
類
　

電
気
機
器
・
発
変
電
施
設
　
電
線
路
　
他
　

5
か 月 目
照
明
　
電
熱
　
電
動
力
応
用
　
電
気
化
学
　

自
動
制
御
　
情
報
伝
送
・
情
報
処
理

★
欄
外
に「
チ
ェ
ッ
ク
」「
テ
ク
ニ
ッ
ク
」「
参
照
」の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
る
の
で
、非
常
に
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

★
市
販
本
は
受
験
に
特
化
し
て
い
て
、俯
瞰
的
な
電
気
工
学
の
理

解
に
つ
な
が
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
テ
キ
ス
ト

は
長
く
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

受
講
者
の
声

5 N
56

6 N
80

7 M
41

8 L3
0

－ 10－
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

●
好
評
の
JT
EX
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
で
、過
去
の
問
題
か
ら
、

出
題
頻
度
の
高
い
問
題
を
重
点
的
に
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

●
別
冊
で
は
、さ
ら
に
演
習
問
題
、実
施
問
題
を
筆
記
試
験
と

技
能
試
験
に
わ
け
て
掲
載
。

●
公
表
問
題
1
3
問
全
て
に
対
応
の
D
V
D
で
、技
能
試
験
に

お
け
る
実
際
の
動
き（
作
業
）を
学
習
し
ま
す
。

●
合
格
講
座
で
は
、「
試
験
セ
ッ
ト
」に
含
ま
れ
る
公
表
問
題
対
応（
13

問
分
）の
材
料
で
実
技
の
練
習
を
行
い
、技
能
試
験
に
備
え
ま
す
。

「
第
二
種
電
気
工
事
士
試
験
」
の
合
格
を
め
ざ
す

※
申
込
み
時
に
い
ず
れ
か
の
科
目
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

 
N
o.
 

選
　
択
　
名
 

受
講
期
間
 
受
 講
 料

第
二
種
受
験
 K
0
7
B
 

4
か
月
 
2
7
,0
0
0
円

第
二
種
合
格
 D
0
7
B
 

4
か
月
 
4
3
,2
0
0
円

9 10

第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
講
座
／
合
格
講
座

◆
教
材
構
成
：
主
テ
キ
ス
ト
各
3
冊
＋
過
去
問
題
集
各
1
冊

◆
添
付
物
：
二
種
電
工
技
能
試
験
完
全
収
録
D
VD
各
1
枚

［
10
の
み
］
試
験
セ
ッ
ト
（
材
料
＋
テ
キ
ス
ト
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
各
4
回

※
再
受
講
の
場
合
、
試
験
セ
ッ
ト
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

ね
ら
い
と
特
色

主
な
項
目

1
か 月 目
電
気
に
関
す
る
基
礎
理
論
　
配
電
理
論
・
配
線
設
計

2
か 月 目
電
気
機
器
、配
線
器
具
、電
気
工
事
用
材
料
・
工
具

電
気
工
事
の
施
工
方
法
　
　
他

3
か 月 目
配
線
図

4
か 月 目
技
能
試
験

DV
D
公
表
問
題
1
3
問
に
つ
い
て
、
作
業
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で

の
実
作
業
の
映
像
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

試 
験

セッ
ト
※
合
格
講
座
は
材
料
と
テ
キ
ス
ト
を
セ
ッ
ト

1
. 材
料
の
内
容
（
公
表
1
3
問
用
）

ケ
ー
ブ
ル
各
種
・
埋
込
連
用
各
材
料
　
公
表
問
題
材

料
、
部
品
、
等

2
.テ
キ
ス
ト
の
内
容

3
年
分
の
問
題
、電
気
回
路
図
、完
成
姿
図
、各
問
題
ご

と
の
自
己
採
点
表
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

9
 K
07
B

10
 D
07
B
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

危
険
物
取
扱
者
受
験
講
座
（
乙
種
）

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

危
険
物
取
扱
者
（
乙
種
）
試
験
合
格
の
実
力
を
養
う
！

◆
教
材
構
成
：
主
テ
キ
ス
ト
2
冊
＋
別
冊
2
冊

◆
別
冊
：「
学
習
ガ
イ
ド
・
模
擬
問
題
集
」「
レ
ポ
ー
ト
課
題
集
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

★
危
険
物
・
乙
種
第
4
類
を
受
験
す
る
予
定
で
す
が
、備
え
が
な

け
れ
ば
難
し
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。こ
の
講
座
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。一
発
合
格
を

め
ざ
し
て
、気
を
引
き
締
め
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

★
無
事
、国
家
試
験
に
合
格
で
き
ま
し
た
。短
期
間
で
の
勉
強
で

し
た
が
、集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

★
危
険
物
の
免
状
は
乙
種
第
4
類
を
持
っ
て
い
る
の
で
、他
の
類

も
勉
強
し
た
い
と
思
い
受
講
し
ま
し
た
。模
擬
問
題
集
が
付
い

て
い
る
の
で
、試
験
を
受
け
る
前
に
復
習
で
き
そ
う
で
す
。

★
項
目
の
終
わ
り
ご
と
に
要
点
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、頭
の
整

理
が
で
き
ま
し
た
。

●
基
礎
知
識
習
得
→
例
題
→
レ
ポ
ー
ト
→
模
擬
問
題
集
と
い
う

流
れ
の
学
習
で
、試
験
合
格
の
実
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

●［
特
に
重
要
］［
重
要
］マ
ー
ク
で
、ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
た
学
習

が
で
き
ま
す
。

●
第
4
類
を
中
心
に
構
成
し
て
い
ま
す
が
、第
4
類
以
外
の
各
類

に
つ
い
て
も
専
用
の
レ
ポ
ー
ト
で
学
習
で
き
ま
す
。

主
な
項
目

2 か 月 目 3 か 月 目1 か 月 目

物
理
・
化
学
の
基
礎
を
学
び
、
物
質
の
性
質
お
よ
び

燃
焼
理
論
や
消
火
理
論
を
知
る

危
険
物
の
種
類
と
特
性
（
各
論
）
を
学
び
、

各
類
に
属
す
る
危
険
物
の
種
類
と
性
質
を
知
る

※
2
か
月
目
は
第
1
類
～
第
6
類
で
レ
ポ
ー
ト
選
択

危
険
物
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
学
び
、

総
則
・
手
続
き
・
保
安
の
責
任
者
等
を
知
る

4 か 月 目

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
も
と
に
問
題
を
解
き
、

試
験
に
備
え
よ
う

※
4
か
月
目
は
第
1
類
～
第
6
類
で
レ
ポ
ー
ト
選
択

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
　
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

2
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験
合
格
の
実
力
を
養
う
！

★「
2
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
」は
、一
般
建
設
業
に
関
す
る

電
気
工
事
を
営
む
場
合
の
営
業
所
に
置
く
専
任
技
術
者
、お
よ

び
工
事
現
場
に
置
く
主
任
技
術
者
の
資
格
で
す
。

★
本
講
座
で
は
、「
2
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験
」に

合
格
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

★「
実
地
試
験
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」が
つ
き
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
2
4
,8
4
0
円

●
過
去
に
出
題
さ
れ
た
試
験
問
題
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
ま
す
。

●
試
験
の
広
範
囲
な
科
目
を
す
べ
て
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

●
解
説
集
と
問
題
集
に
分
か
れ
た
、能
率
の
よ
い
学
習
シ
ス
テ
ム

で
す
。

2
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
受
験
講
座

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

第
1
章
　
電
気
工
学
等
①
（
電
気
工
学
）

第
2
章
　
電
気
工
学
等
②
（
電
気
設
備
）

第
3
章
　
電
気
工
学
等
③
（
関
連
分
野
）

第
4
章
　
施
工
管
理
法

4 か 月 目

学
科
試
験
模
擬
問
題

実
地
試
験
模
擬
問
題
（
任
意
提
出
）

第
5
章
　
法
規

第
6
章
　
実
地
試
験

◆
教
材
構
成
：
主
テ
キ
ス
ト
「
解
説
集
」
2
冊
＋
別
冊
3
冊

◆
別
冊
：「
問
題
集
」「
法
規
集
」「
実
地
試
験
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
必
修
課
題
4
回
、任
意
提
出
課
題
1
回

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
、幅
広
い
知
識
が
学
習
で
き
ま
し
た
。

★
例
題
に
よ
る
学
習
で
、一
つ
ひ
と
つ
の
内
容
を
確
実
に
覚
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
章
末
問
題
は
本
試
験
と
同
じ
形
式
で
し
た
の
で
、試
験
対
策

と
し
て
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の
資
格
取
得
に
向
け
て
実
力
を
養
成

し
ま
す
。

●
重
要
な
内
容
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
ポ
イ
ン
ト
ペ
ー
ジ
で
、

効
率
よ
く
要
点
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
例
題
と
章
末
問
題
で
、過
去
問
題
の
学
習
が
で
き
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
管
理
お
よ
び
法
規

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
・
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
概
論
　
　
他

熱
と
流
体
の
流
れ
の
基
礎

熱
力
学
の
基
礎
　
　
他

電
気
の
基
礎

電
磁
気
学
の
基
礎

回
路
理
論
の
基
礎
　
　
他

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
資
格
取
得
の
実
力
を
養
う
！

※
申
込
み
時
に
い
ず
れ
か
の
科
目
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

 
N
o.
 

選
　
択
　
名
 

受
講
期
間
 
受
 講
 料

熱
分
野
 D
4
0
　
 

6
か
月
 
3
3
,4
8
0
円

電
気
分
野
 D
4
1
　
 

6
か
月
 
3
3
,4
8
0
円

13 14

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
受
験
講
座

（
熱
分
野
／
電
気
分
野
）〈
選
択
制
〉 1
か 月 目

熱
と
流
体
の
流
れ
の
基
礎

流
体
工
学
の
基
礎

3
か 月 目

2
か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：

13
テ
キ
ス
ト
6
冊
、

14
テ
キ
ス
ト
5
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
各
6
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

燃
料
と
燃
焼

燃
料
　
　
燃
焼
管
理
　
　
他

熱
利
用
設
備
お
よ
び
そ
の
管
理

計
測
　
　
制
御
　
　
他
 

熱
利
用
設
備
お
よ
び
そ
の
管
理

熱
交
換
器
・
熱
回
収
装
置
　
　
他

電
気
設
備
お
よ
び
機
器

工
場
配
電
　
　
電
気
機
器

電
力
応
用

電
動
力
応
用
の
基
礎
　
　
他

電
力
応
用

電
気
加
熱
　
　
電
気
化
学
　
　
他

5
か 月 目

4
か 月 目

6
か 月 目

13
 熱
分
野

14
 電
気
分
野

13
 D
40

14
 D
41

11 L2
0

12 D
01

－ 11－



仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

●
文
部
科
学
省
認
定
社
会
通
信
教
育
講
座
で
あ
る
こ
と
。

●
免
許
試
験
合
格
本
位
の
個
別
指
導
で
あ
る
こ
と
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

★
衛
生
管
理
者
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
っ
て
官
公
庁
・
民
間
企
業

等
ど
の
業
種
に
も
、5
0
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場（
職

場
）ご
と
に
選
任
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、本
講
座
は

「
衛
生
管
理
者
」を
受
験
す
る
方
の
た
め
の
受
験
準
備
講
座
で
す
。

★
労
働
法
を
中
心
に
、職
場
の
管
理
や
従
業
員
の
健
康
管
理
に

必
要
な
知
識
を
学
習
し
、職
場
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
学
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
テ
キ
ス
ト
各
3冊
、
添
削
課
題

書（
修
了
課
題
を
含
む
）、
質
問
票
、会
報「
道
し
る
べ
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
各
6
回

＊
こ
の
講
座
は（
一
財
）日
本
経
営
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
提
携
講
座
で
す
。

衛
生
管
理
者
免
許
試
験
合
格
の
実
力
を
養
う
!!

※
申
込
み
時
に
い
ず
れ
か
の
科
目
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

 
N
o.
 

選
　
択
　
名
 

受
講
期
間
 
受
 講
 料

第
1
種
 L
5
3
　
 

6
か
月
 
2
8
,8
0
0
円

第
2
種
 L
5
4
 

6
か
月
 
2
8
,8
0
0
円

17 18

衛
生
管
理
者
受
験
講
座
（
第
1
種
／
第
2
種
）〈
選
択
制
〉

主
な
項
目

関
係
法
令

血
液
お
よ
び
リ
ン
パ
、
循
環
、
ホ
ル
モ
ン
、
呼

吸
作
用
、
物
質
代
謝
、
感
覚
器
、
疲
労
な
ど

労
働
衛
生
全
般（
有
害
業
務・
作
業
環
境
管
理
等
）

労
働
衛
生
一
般（
有
害
業
務
関
係
を
除
く
も
の
）

有
害
業
務
に
係
る
労
働
衛
生
概
論

心肺
蘇生

法、
創傷

、出
血と

止血
、骨

折、
火傷

、窒
息、

ショ
ック

、熱
射病

など
救
急
処
置

労
働
契
約
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
休
憩
、
休
日
、
年

次
有
給
休
暇
、
年
少
者
、
女
性
、
就
業
規
則
な
ど

労
働
基
準
法

安全
衛生
管理
体制
、機
械等
・有
害物
に関
する
規制
、衛
生基
準な
ど

労
働
安
全
衛
生
法
Ⅰ

有機
溶剤
中毒
・鉛
中毒
・特
定化
学物
質・
高気
圧作
業等
の諸
規則
など

労
働
安
全
衛
生
法
Ⅱ

労
働
衛
生

労
働
生
理

18 第 ２ 種

17 第 １ 種

17
 L
53

18
 L
54

＊
こ
の
講
座
は
TA
C（
株
）と
の
提
携
講
座
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
JT
E
X
・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/T
A
C
）

❖
 コ
ー
ス
の
特
色

❖
 教
材
構
成 ト２
級
商
業
簿
記（
１
冊
）

◆
合
格
テ
キ
スト
２
級
工
業
簿
記（
１
冊
）

◆
重
要
論
点
D
V
D（
4枚
）

❖
 コ
ー
ス
内
容
（
2
級
）

●
 受
講
料
 
2
級

2
級

29
,6
00

円
3
級

／
3
級

／
2
級

3
級

／
15
,4
20

円
●
 受
講
期
間
 
4カ
月

2カ
月

日
商
簿
記
コ
ー
ス
（
2
級
／
3
級
）
〈
選
択
制
〉

※
申
込
み
時
に

15
2
級
、
ま
た
は

16
3
級
の
い
ず
れ
か
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。

本
試
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 （
年
3回
実
施
）

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

内
　
容

科
　
目

◆
合
格
テ
キ
ス

［
2
級
コ
ー
ス
］

［
3
級
コ
ー
ス
］

◆
合
格
テ
キ
スト
３
級（
１
冊
）

◆
重
要
論
点
D
V
D（
2枚
）

◆
添
削
問
題（
５
回
）

◆
質
問
カ
ー
ド（
５
枚
）

❖
 コ
ー
ス
内
容
（
3
級
）

内
　
容

科
　
目

◆
合
格ト
レ
ー
ニ
ン
グ
2級
商
業
簿
記（
1冊
）

◆
合
格ト
レ
ー
ニ
ン
グ
2級
工
業
簿
記（
1冊
）

◆
添
削
問
題（
10
回
）　
◆
質
問
カー
ド（
5枚
）

◆
合
格ト
レ
ー
ニ
ング
3級
（
1冊
）

※
教
材
構
成
、コ
ー
ス
内
容
等
は
一
部
変
更
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
DV
Dは
、D
VD
専
用
プレ
ーヤ
ー
対
応
で
す
。パ
ソコ
ン
、ゲ
ー
ム
機
等
で
の
動
作
保
証
はし
て
おり
ませ
ん
。予
めご
了
承く
ださ
い
。

●
テ
キ
スト
に
準
拠
し
た
問
題
集（
トレ
ー
ニ
ン
グ
）に
より
、学
習
内
容
を
確
認

す
る
こ
と
で
確
実
に
実
力
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

[2
級
コ
ー
ス
]

●
商
業
簿
記
編
で
は
、卸
・小
売
業
に
お
け
る
処
理
や
会
社
会
計
を
、工
業
簿

記
編
で
は
製
造
業
に
お
け
る
処
理（
原
価
計
算
を
含
む
）を
学
習
し
ま
す
。

●
広
範
囲
な
学
習
内
容
の
中
で
つ
ま
ず
き
や
す
い
論
点
を
詳
し
く
解
説
し
た
テ

キ
スト
な
の
で
安
心
し
て
学
習
で
きま
す
。

[3
級
コ
ー
ス
]

●
簿
記
の
基
礎
か
ら
決
算
の
手
続
きま
で
、簿
記
一
巡
の
流
れ
を
学
習
し
ま
す
。

●
簿
記
の
知
識
が
な
い
方
の
つ
ま
ず
き
や
す
い
論
点
を
詳
し
く
解
説
し
た
テ
キ

スト
な
の
で
安
心
し
て
学
習
で
きま
す
。

商
業
簿
記
編

（
個
別
論
点
）

1
商
品
売
買
、
現
金
預
金
、
有
価
証
券
、
固
定
資
産
、
外
貨
建
取
引
、

リ
ー
ス
取
引
、
引
当
金
等

商
業
簿
記
編

（
会
社
会
計
）

2
株
式
の
発
行
、
税
金
等
、
剰
余
金
の
配
当
と
処
分

商
業
簿
記
編

（決
算と
本支

店会
計、

帳簿
組織

）
3

課
税
所
得
の
算
定
、
本
支
店
会
計
、
合
併
と
事
業
譲
渡
、
連
結
会
計
、

税
効
果
会
計
、
製
造
業
を
営
む
会
社
の
決
算
処
理

工
業
簿
記
編

（個
別原

価計
算と
総合

原価
計算

）
4

工
業
簿
記
の
基
礎
、
費
目
別
計
算
（
材
料
費
、
労
務
費
、
経
費
）
と
部
門
別
計
算
、

個
別
原
価
計
算
、
総
合
原
価
計
算

工
業
簿
記
編

（標
準原

価計
算と
直接

原価
計算

）
5

財
務
諸
表
の
作
成
、
本
社
工
場
会
計
、

標
準
原
価
計
算
、
直
接
原
価
計
算
と
C
V
P
分
析

簿
記
の
基
礎

1
簿
記
の
基
礎
、
純
損
益
の
計
算
、
日
常
の
手
続
き
（
仕
訳
と
勘
定
転
記
）
、

い
ろ
い
ろ
な
帳
簿

期
中
の
取
引

2
商
品
売
買
、
現
金
、
当
座
預
金
、
小
口
現
金
、
手
形
、
そ
の
他
の
期
中
取
引

試
算
表
の
作
成

3
試
算
表
の
作
成
、
合
計
残
高
試
算
表
と
掛
明
細
書
の
作
成
、

合
計
試
算
表
の
作
成

決
算
の
手
続
き

4
決
算
の
手
続
き
、
決
算
整
理
仕
訳
、
精
算
表
の
作
成
、
勘
定
の
締
め
き
り
、

財
務
諸
表
の
作
成

伝
票
式
会
計

5
伝
票
式
会
計
、
証
ひ
ょ
う
と
伝
票
、
三
伝
票
制
、
一
部
現
金
取
引

15
 K
J3

16
 K
J2

＊
こ
の
講
座
は
TA
C（
株
）と
の
提
携
講
座
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
JT
E
X
・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/T
A
C
）

●
 受
講
料
 3
9,
00
0円

●
 受
講
期
間
 8
カ
月

❖
 コ
ー
ス
内
容

※
教
材
構
成
、コ
ー
ス
内
容
等
は
一
部
変
更
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❖
 教
材
構
成

●
労
務・
社
会
保
険
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
スト
で
あ
る
社
会
保
険

労
務
士
試
験
合
格
に
必
要
な
知
識
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い

くコ
ー
ス
で
す
。

●
試
験
の
特
徴
を
盛
り
込
ん
だ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
スト
を

使
用
し
ま
す
の
で
効
率
的
な
学
習
が
可
能
で
す
。

●
重
要
条
文
の
チ
ェ
ッ
ク
に
効
果
を
発
揮
す
る
暗
記
カ
ー

ド
が
つ
い
て
い
ま
す
。

N
o.

労
働
基
準
法

労
働
基
準
法
の
適
用
、労
働
契
約
、労
働
時
間
、休
日
、賃
金

の
保
護
、就
業
規
則
 等

1

労
働
安
全
衛
生
法
総
則
、労
働
災
害
防
止
計
画
、安
全
衛
生
管
理
体
制
、健
康

管
理
 等

2

労
働
者
災
害
補
償

保
険
法

目
的
、適
用
、業
務
災
害
と
通
勤
災
害
の
認
定
、保
険
給
付
 

等
3

雇
用
保
険
法

総
則
、適
用
事
業
等
、失
業
給
付
、雇
用
保
険
二
事
業
、費

用
の
負
担
、不
服
申
立
て
 等

4

労
働
保
険
料
徴
収
法
総
則
、労
働
保
険
の
適
用
、労
働
保
険
料
、労
働
保
険
料
の

申
告
お
よ
び
納
付
 等

5

健
康
保
険
法

目
的
、被
保
険
者
、保
険
者
、費
用
の
負
担
・
標
準
報
酬
 等

6
国
民
年
金
法

総
則
、被
保
険
者
、費
用
、給
付
、不
服
申
立
て
、雑
則
 等

7

厚
生
年
金
保
険
法
目
的
、被
保
険
者
、標
準
報
酬
、費
用
の
負
担
、保
険
給
付
、

不
服
申
立
て
、厚
生
年
金
基
金
 等

8

一
般
常
識

労
働
関
係
諸
法
令
、労
働
経
済
、労
務
管
理
 等

厚
生
労
働
白
書
の
要
点
、社
会
保
険
の
沿
革
、社
会
保
険
諸

法
令
 等

9

内
　
容

科
　
目

❖
 コ
ー
ス
の
特
色

◆
基
本
テ
キ
スト
（
9冊
）

◆
トレ
ー
ニ
ン
グ（
9冊
）

◆
法
改
正・
労
働
経
済
テ
キ
スト
（
2分
冊
）

◆
暗
記
カ
ード
（
2冊
）

◆
過
去
問
題
集（
5年
分
）

◆
添
削
問
題（
7回
）

◆
質
問
カ
ード
（
5枚
）

本
試
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

（
年
1
回
実
施
）

20 K
11

＊
こ
の
講
座
は
TA
C（
株
）と
の
提
携
講
座
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
JT
E
X
・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/T
A
C
）

❖
 コ
ー
ス
内
容

●
 受
講
料
 2
0,
50
0円

●
 受
講
期
間
 6
カ
月

※
教
材
構
成
、コ
ー
ス
内
容
等
は
一
部
変
更
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❖
 教
材
構
成

●
不
動
産
取
引
業
務
に
関
す
る
国
家
資
格
、宅
地
建
物

取
引
士
試
験
の
合
格
を
目
指
す
ベ
ー
シ
ック
コ
ー
ス
で
す
。

●
試
験
傾
向
に
即
し
た
教
材
を
使
用
し
ま
す
の
で
、実
用

的
か
つ
効
率
的
な
勉
強
が
可
能
で
す
。

●
今
年
の
試
験
に
対
応
し
た
法
改
正
も「
法
律
改
正
点

レ
ジ
ュ
メ
」で
お
さ
え
る
こ
と
が
で
きま
す
。

N
o.

民
法
等

入
門
、
契
約
の
有
効
要
件
、
売
買
契
約
、
代
理
、

時
効
制
度
、
債
権
の
譲
渡
・
消
滅
、
連
帯
債
務
と

保
証
債
務
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
・
不
法
行
為
等
、

物
権
、
担
保
物
権
、
相
続
、
不
動
産
の
公
示
制
度

（
不
動
産
登
記
法
）
、
賃
貸
借
契
約
等
・
借
地
借

家
法
、
建
物
区
分
所
有
法

1

宅
建
業
法

免
許
制
度
、
宅
地
建
物
取
引
士
制
度
、
営
業
保
証

金
と
保
証
協
会
、
取
引
に
お
け
る
諸
規
定
、
3
大

書
面
、
8
種
規
制
、
報
酬
額
の
制
限
、
監
督
・
罰

則
、
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法

2

法
令
上
の
制
限

都
市
計
画
法
、
建
築
基
準
法
、
国
土
利
用
計
画
法
、

農
地
法
、
土
地
区
画
整
理
法
、
宅
地
造
成
等
規
制

法
、
そ
の
他
の
制
限
法
令

3

そ
の
他
関
連
知
識

価
格
の
評
定
、
税
法
、
建
物
の
需
給
と
取
引
の
実

務
、
土
地
・
建
物
の
知
識

4

内
　
容

科
　
目

❖
 コ
ー
ス
の
特
色

◆
基
本
テ
キ
スト
（
4冊
）

◆
トレ
ー
ニ
ン
グ（
過
去
問
題
集
4冊
）

◆
添
削
問
題（
基
礎
答
練
4回
）

◆
法
律
改
正
点
レ
ジ
ュ
メ

◆
質
問
カ
ード
（
5枚
）

本
試
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

（
年
1
回
実
施
）

宅
地
建
物
取
引
士
コ
ー
ス

19 K
10

－ 12－
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

初
級
管
理
者
コ
ー
ス 受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
2
4
,8
4
0
円

初
級
管
理
者
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
方
に
向
け
て
の
講
座
で
す

★
部
下
の
指
導
・
育
成
の
項
目
は
、た
い
へ
ん
詳
細
に
記
述
さ
れ
、

と
て
も
理
解
し
や
す
く
感
じ
ま
し
た
。

★
業
務
の
管
理
を
す
る
よ
う
に
な
り
、目
標
の
設
定
、業
務
の
改

善
、部
下
の
指
導
な
ど
、と
て
も
参
考
に
な
り
、実
践
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
特
に
管
理
者
と
し
て
、人
を
動
か
す
方
法
が
論
理
的
に
学
べ
た

点
が
良
か
っ
た
で
す
。自
ら
の
職
務
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
仕
事
と
人
を
管
理
し
、創
造
的
な
職
場
運
営
を
図
る
管
理
者
を

め
ざ
し
ま
す
。

●
初
級
管
理
者
と
し
て
の
考
え
や
行
動
を
的
確
に
学
び
ま
す
。

※
受
講
対
象
／
事
務
・
営
業
・
技
術
部
門
の
主
任
・
係
長
ク
ラ

ス
（
入
社
1
0
～
1
5
年
）

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

1
部
　
管
理
者
の
役
割
と
業
務
の
管
理
・
革
新

管
理
者
の
役
割
と
現
代
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組
織
の
機
能
と
運
営
　
業
務
の
管
理

業
務
の
革
新
・
改
善

研
究
編
企
業
の
役
割
と
社
会
的
責
任
　
経
営
環
境
の
変
化

企
業
の
栄
枯
盛
衰
　
経
営
戦
略
と
は
な
に
か
　
他

4 か 月 目

2
部
　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
と
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

部
下
の
管
理
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

3
部
　
部
下
の
指
導
・
育
成
と
職
場
風
土
の
活
性
化

部
下
の
指
導
・
育
成
　
職
場
風
土
の
活
性
化

管
理
者
自
身
の
能
力
開
発
と
自
己
革
新

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊
（
本
編
・
研
究
編
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

管
理
者
コ
ー
ス

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
2
7
,0
0
0
円

管
理
者
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
事
項
を
お
さ
え
る
講
座
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊
（
本
編
・
研
究
編
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

★
管
理
者
と
し
て
の
自
覚
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

★
管
理
職
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、経

営
者
の
心
の
持
ち
方
、考
え
方
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
変
わ
る

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

★
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
取
り
方
や
、会
議
へ
の
参
加
意
識
の
考
え
方

が
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★「
こ
れ
か
ら
の
自
分
は
ど
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
」が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

●
参
画
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
管
理
者
を
養

成
し
て
い
き
ま
す
。

●
変
化
へ
の
耐
性
、戦
略
的
思
考
な
ど
を
、事
例
を
と
お
し
て
解

説
し
て
い
ま
す
。

※
受
講
対
象
／
課
長
ク
ラ
ス
以
上（
お
お
よ
そ
入
社
1
5
年
以
上
）

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

1
部
　
管
理
の
基
礎
を
固
め
る

管
理
と
管
理
者
　
維
持
の
管
理
と
変
革
の
管
理

指
示
的
管
理
と
参
画
的
管
理
　
他

研
究
編
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
あ
り
方

個
立
の
時
代
と
経
営
の
あ
り
方
　
他

4 か 月 目

2
部
　
活
気
あ
る
職
場
づ
く
り

職
場
を
活
性
化
す
る
視
点

若
者
を
活
か
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
他

3
部
　
変
化
に
対
応
す
る
管
理

戦
略
経
営
時
代
の
管
理
者
　
管
理
者
の
戦
略
思
考

戦
略
推
進
に
適
し
た
組
織
づ
く
り
　
他

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

監
督
者
コ
ー
ス

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
2
4
,8
4
0
円

監
督
者
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
方
に
向
け
て
の
講
座
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊
（
本
編
・
研
究
編
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

★
部
下
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
、今
後
の
自
分
啓
発
の
た
め
に
も
た

い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

★
部
下
の
育
成
、叱
り
方
、ほ
め
方
が
、特
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★
1
か
月
に
1
回
、集
中
で
き
る
時
間
が
持
て
た
こ
と
が
良
か
っ

た
で
す
。

★
講
習
会
で
一
方
的
な
話
を
聞
く
よ
り
も
、自
分
で
勉
強
し
た
感

じ
が
し
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。

★
今
後
、部
下
と
の
接
し
方
が
変
わ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中
で
も
、柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
監
督
者
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
監
督
者
と
し
て
の
考
え
や
行
動
を
、事
例
を
使
っ
て
説
明
し
て

い
ま
す
。

※
受
講
対
象
／
生
産
部
門
　
監
督
者
ク
ラ
ス（
入
社
1
0
～
1
5
年
）

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

1
部
　
監
督
者
の
役
割
と
そ
の
職
務

監
督
者
の
役
割
と
自
己
開
発

監
督
者
の
基
本
任
務

研
究
編

タ
イ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

情
報
収
集
と
生
か
し
方
　
他

4 か 月 目

2
部
　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
　
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際

3
部
　
部
下
・
組
織
へ
の
対
応
と
問
題
解
決

部
下
の
育
成
と
O
JT
　
O
JT
の
実
際

組
織
開
発
と
小
集
団
活
動

企
業
戦
略
と
監
督
者
の
役
割
　
監
督
者
の
問
題
解
決

25 I1
6

26 I1
4

27 I1
5

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

先
を
読
み
課
題
を
形
成
す
る
力
を
つ
け
る

革
新
型
管
理
者
実
践
コ
ー
ス（
選
択
型
）

学
習
期
間
：
4～
7
か
月

（
在
籍
期
間
8～
14
か
月
）

受
講
料
：

21
 N
13

 4
単
元
：
24
,8
40
円
／

22
 N
11

 5
単
元
：
29
,1
60
円

 
23

 N
15

 6
単
元
：
33
,4
80
円
／

24
 N
12

 7
単
元
：
37
,8
00
円
（
消
費
税
8％
を
含
み
ま
す
）

教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
4～
7冊
／
添
削
4～
7回
　

特
色ね
ら
い

必
須
単
元

第
1
単
元
　
革
新
型
管
理
者
の
あ
り
方

①
革
新
型
管
理
者
へ
の
期
待
　
②
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
と
管
理
者
　

③
管
理
者
の
能
力
と
人
材
育
成
　
④
管
理
者
の
業
務
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

⑤
管
理
者
の
目
標
と
問
題
解
決

　
激
変
し
て
い
く
社
会
環
境
と
経

営
課
題
を
先
取
り
し
、
常
に
新
し

い
発
想
で
組
織
を
リ
ー
ド
し
続
け

る
管
理
者
を
養
成
し
ま
す
。

▶
革
新
型
管
理
者
に
必
要
な
経

営
・
戦
略
、
組
織
・
人
材
の
知

識
や
問
題
解
決
の
ス
キ
ル
を

学
習
し
ま
す
。

▶
組
織
運
営
と
課
題
達
成
に
つ

な
が
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
解

を
深
め
ま
す
。

▶
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の

視
点
か
ら
目
標
を
設
定
し
、

実
現
す
る
た
め
の
実
践
力
を

身
に
つ
け
ま
す
。

第
2
単
元
　
目
標
管
理
と
人
材
育
成

①
経
営
戦
略
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
②
経
営
管
理
と
目
標
管
理
　

③
人
材
育
成
の
考
え
方
と
施
策
　
④
人
材
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
　

⑤
多
様
な
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
3
単
元
　
管
理
者
と
問
題
解
決

①
管
理
者
と
問
題
解
決
の
基
本
　
②
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
　

③
問
題
解
決
の
技
法
　
④
状
況
に
よ
る
課
題
形
成
と
問
題
解
決
　

⑤
組
織
と
し
て
の
問
題
解
決

第
4
単
元
　
管
理
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

①
管
理
者
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
　
②
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
理
論
　

③
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
タ
イ
ル
　
④
管
理
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
実
践
　

⑤
現
代
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

選
択
単
元

第
5
単
元
　
利
益
行
動
と
計
数
管
理

①
戦
略
実
現
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
　

②
経
営
状
況
の
財
務
的
把
握
　
③
原
価
意
識
の
向
上

④
利
益
構
造
の
分
析
　
⑤
投
資
の
判
断
　

⑥
利
益
行
動
に
お
け
る
新
動
向

第
6
単
元
　
職
場
の
法
律
問
題

①
職
場
の
法
律
関
係
の
基
礎
　

②
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇
と
賃
金
を
め
ぐ
っ
て

③
採
用
・
人
事
と
パ
ー
ト
に
関
す
る
法
律
問
題
　

④
懲
戒
・
退
職
・
解
雇
の
基
礎
知
識

第
7
単
元
　
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

①
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
心
の
問
題
発
見
方
法
　

②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
際

③
職
場
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論
　

④
職
場
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
際

標
準
4
単
元
、
5
～
7
単
元
は
選
択
で
す
。
選
択
単
元
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
書
に
ご
希
望
の
単
元
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
教
材
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
教
材
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
師
：
大
分
大
学
経
済
学
部
経
営
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
　
宮
下
　
清

 
県
立
広
島
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
教
授
　
木
谷
　
宏

 
青
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授
　
薄
上
二
郎

 
早
稲
田
大
学
経
営
管
理
研
究
科
教
授
　
杉
浦
正
和
　
他

21
～2

4
N
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
現
場
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
一
人
前
に
な
る
た
め
に
、や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

★
人
づ
く
り
を
意
識
し
て
、部
下
へ
の
接
し
方
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

★
テ
キ
ス
ト
が
わ
か
り
や
す
く
、ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
基
と
な
る

「
人
材
の
育
成
」の
考
え
方
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
業
種
が
違
う
も
の
の
、異
な
っ
た
視
点
で
現
場
を
見
る
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
現
在
の
ト
ヨ
タ
に
な
る
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
、経
営

者
、従
業
員
へ
の
考
え
方
を
は
じ
め
、別
角
度
か
ら
物
事
を
見

る
こ
と
な
ど
、業
種
を
超
え
て
今
後
に
役
に
立
ち
ま
す
。

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

も
の
づ
く
り
の
原
点
・
人
づ
く
り
哲
学
を
ト
ヨ
タ
の
考
え
方
か
ら
学
ぶ
！

●「
自
分
を
必
要
と
し
な
い
職
場
を
つ
く
れ
」と
い
っ
た
組
織
づ

く
り
の
方
法
な
ど
、「
ト
ヨ
タ
の
人
づ
く
り
」の
考
え
方
を
学
び

ま
す
。

●
製
造
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
組
織
を
率

い
て
き
た
著
者
が
、こ
れ
ま
で
に
身
に
つ
け
て
き
た
人
材
育
成

の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
授
し
ま
す
。

ト
ヨ
タ
式「
現
場
リ
ー
ダ
ー
の
人
づ
く
り
」

1 か 月 目

「
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
」
の
中
身
を
検
証
し
な
が
ら
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
人
づ
く
り
哲
学
を
身
に
つ
け
る

第
3
章
　
人
を
成
長
さ
せ
る
「
し
く
み
」

第
4
章
　
も
の
づ
く
り
職
場
の
人
づ
く
り

2 か 月 目

主
な
項
目

企
業
理
念
と
そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
人

材
の
役
割
・
人
づ
く
り
の
基
本
を
考
え
る

第
1
章
　
も
の
づ
く
り
企
業
と
人
材

第
2
章
　
も
の
づ
く
り
企
業
の
原
点

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
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/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

生
産
部
門
　
中
堅
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
2
0
,5
2
0
円

中
堅
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
基
本
的
能
力
を
学
ぶ
講
座
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊
（
本
編
・
研
究
編
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

★
中
堅
社
員
と
し
て
の
役
割
を
、改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

★
現
在
の
会
社
に
勤
め
て
5
年
に
な
り
ま
す
が
、仕
事
へ
の
慣
れ

か
ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
向
上
心
が
な
く
な
り
始
め
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、こ
の
通
信
教
育
で
心
機
一
転
し
、仕
事
に
対
す

る
気
持
ち
・
見
方
が
変
わ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

★
コ
ス
ト
に
関
す
る
知
識
が
深
ま
り
ま
し
た
。

★
自
分
の
立
場
の
見
直
し
、指
導
の
あ
り
方
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
に
、特
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

●
生
産
部
門
の
中
堅
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、今
日
そ
し
て
明
日
の
た

め
に
何
を
な
す
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

●
知
っ
て
お
く
べ
き
職
場
の
管
理
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、

品
質
管
理
、生
産
管
理
面
等
か
ら
学
習
し
ま
す
。

※
受
講
対
象
／
生
産
部
門
　
中
堅
ク
ラ
ス
（
お
お
よ
そ
入
社
6

年
前
後
）

主
な
項
目

1
部
　
中
堅
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の

中
堅
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待

中
堅
リ
ー
ダ
ー
と
仕
事

中
堅
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

1 か 月 目

2
部
　
職
場
の
管
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ

品
質
管
理
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

生
産
管
理
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

原
価
管
理
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

安
全
管
理
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

設
備
管
理
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

2 ・ 3 か 月 目

研
究
編

生
き
が
い
探
し
へ
の
旅
立
ち
　
C
S
っ
て
何
？

外
国
人
と
の
つ
き
あ
い
方
　
問
題
解
決
い
ろ
い
ろ

情
報
整
理
学
入
門
　
創
造
性
の
伸
ば
し
方
　
他

4 か 月 目

仕
事
力
U
P!

U
R
L
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w
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

中
堅
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
2
0
,5
2
0
円

中
堅
リ
ー
ダ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ラ
ン
に
役
立
つ
講
座
で
す

★
仕
事
に
関
す
る
取
り
組
み
方
、
考
え
方
、
問
題
解
決
能
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
、
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。

★
添
削
し
た
も
の
が
返
却
さ
れ
て
く
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

久
々
に
勉
強
し
た
評
価
が
明
確
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

★
特
に
、会
社
数
字
の
読
み
方
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
の
が
良
か
っ

た
で
す
。

★
人
か
ら
教
え
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、人
生
経
験
か
ら
感
じ

取
っ
て
い
た
こ
と
を
、改
め
て
文
章
で
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
し
た
。

★
こ
れ
か
ら
の
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

●
中
堅
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
考
え
、そ
の
役
割
遂
行
に
不
可
欠
な

基
本
的
態
度
や
能
力
を
学
び
ま
す
。

※
受
講
対
象
／
中
堅
ク
ラ
ス
（
お
お
よ
そ
入
社
6
年
前
後
）

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

1
部
　
自
己
の
立
場
と
役
割
を
つ
か
む

中
堅
社
員
と
し
て
の
自
覚

仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
と
行
動
　
他

研
究
編

時
間
活
用
術
　
情
報
収
集
と
活
用
の
ス
キ
ル

自
分
の
殻
の
破
り
方
―
自
己
改
革
の
ス
キ
ル

会
議
運
営
術
　
行
事
・
交
際
の
知
識
　
他

4 か 月 目

2
部
　
仕
事
を
遂
行
し
改
善
す
る

日
常
業
務
の
効
率
的
遂
行

仕
事
の
改
善
と
創
出
　
仕
事
の
企
画
と
計
画
　
他

3
部
　
人
と
組
織
の
中
で
働
く

働
き
か
け
の
対
象
と
し
て
の
組
織

組
織
に
働
き
か
け
る
知
恵
　
他

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊
（
本
編
・
研
究
編
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

人
間
力
U
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

自
ら
考
え
、
動
き
、仕
事
を
構
築
し
て
い
け
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
す
！

★
若
手
リ
ー
ダ
ー
に
は
、自
ら
考
え
、動
き
、仕
事
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。よ
り
良
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、

　
・
自
分
な
り
の
仕
事
に
対
す
る
目
的
意
識（
意
味
）を
持
つ

　
・
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、い
つ
で
も
他
人
に
聞
く

　
・
常
に
客
観
的
に
自
分
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
考
え
方
を
見
つ

め
直
す

　
・
組
織（
チ
ー
ム
）の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
認
識
す
る

　
な
ど
を
、粘
り
強
く
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
本
講
座
は
、若
手
リ
ー
ダ
ー
が
よ
い
仕
事
の
し
か
た
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
術
を
、自
ら
見
出
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

★
仕
事
や
作
業
の
進
め
方
、人
間
関
係
を
考
え
直
す
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

★「
仕
事
と
わ
た
し
の
関
連
図
」に
取
り
組
む
こ
と
で
、職
場
の
人

間
関
係
を
改
め
て
考
え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

★
仕
事
に
対
す
る
心
構
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。

第
1
章
　
入
社
か
ら
今
日
ま
で
の
自
分
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う

第
2
章
　
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う

第
3
章
　
い
ま
の
仕
事
を
異
な
る
視
点
で
捉
え
て
み
よ
う

1 か 月 目

第
4
章
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
工
夫
す
る

第
5
章
　
上
司
は
身
近
な
サ
ポ
ー
タ
ー

　
 　
　
　
　 ─
そ
の
力
を
借
り
て
良
い
仕
事
を
し
よ
う
─

第
6
章
　
後
輩
へ
の
関
わ
り
で
自
分
も
成
長
す
る

2 か 月 目

第
7
章
　
チ
ー
ム
の
中
で
実
力
が
つ
い
て
く
る

第
8
章
　
私
た
ち
を
支
え
る
心
の
健
康

第
9
章
　
仕
事
の
改
善
に
取
り
組
む

3 か 月 目

主
な
項
目

若
手
リ
ー
ダ
ー
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

―
成
長
の
た
め
の
7
つ
の
パ
ワ
ー
―

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

28 I9
9

29 I1
2

30 I1
3

31 H
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

即
戦
力
と
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
を
備
え
た
社
会
人
に
な
る
た
め
の
必
修
コ
ー
ス！

★
世
界
情
勢
か
ら
経
営
の
し
く
み
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、マ

ナ
ー
ま
で
、仕
事
に
関
す
る
幅
広
い
内
容
を
、こ
の
1
冊
で
体

系
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
仕
事
上
の
バ

イ
ブ
ル
と
し
て
読
み
返
し
た
い
で
す
。

★
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
関
し
て
の
知
識
を
習
得
で
き
、今
後
の
仕

事
に
活
か
し
て
い
け
る
と
感
じ
ま
し
た
。

★
マ
ナ
ー
集
は
会
社
だ
け
で
な
く
、日
常
の
マ
ナ
ー
な
ど
も
書
か

れ
て
お
り
、図
や
表
の
説
明
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

●
社
会
人
と
し
て
の
成
長
を
促
す
た
め
の
意
識
づ
け
と
、問
題
解

決
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
現
在
の
経
営
環
境
を
理
解
し
、問
題
点
の
認
識
を
し
ま
す
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
の
動
き
を
把
握
し
ま
す
。

●
経
営
の
し
く
み
と
経
営
を
構
成
す
る
要
素（
概
要
）を
学
び
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

第
4
章
　
売
れ
る
仕
組
み
を
考
え
よ
う

第
5
章
　
と
て
も
大
事
な
も
の
づ
く
り

第
6
章
　
会
社
は
人
材
が
命

第
7
章
　
ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

第
8
章
　
未
来
に
生
き
、未
来
を
つ
く
る
た
め
の
心
得

新
入
社
員
若
手
社
員
　
即
戦
力
化
コ
ー
ス

第
1
章
　
今
の
会
社
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解

し
よ
う

第
2
章
　
日
本
も
世
界
も
動
い
て
い
る
！

第
3
章
　
企
業
の
成
績
を
見
て
み
よ
う

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
別
冊
1
冊

◆
別
冊
：「
別
冊
・
マ
ナ
ー
集
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

●
数
学
の
初
歩
知
識
か
ら
復
習
し
て
基
礎
を
固
め
、交
流
回
路
計

算
が
で
き
る
電
気
数
学
ま
で
学
び
ま
す
。

●「
電
験
三
種
」の
電
気
理
論
で
扱
わ
れ
る
数
学
に
つ
い
て
、そ
の

応
用
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
実
力
が
養
成
さ
れ
ま
す
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

数
学
の
初
歩
か
ら
交
流
回
路
計
算
ま
で
、電
気
の
数
学
を
学
習
す
る
！

★
昔
勉
強
し
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
て
、再
び
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
難
し
い
問
題
で
も
解
き
方
が
詳
し
く
書
い
て
あ
っ
た
の
が
良

か
っ
た
で
す
。

★
電
験
三
種
受
験
の
た
め
の
数
学
の
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
ま
し
た
。

★
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
、た
く
さ
ん
の
公
式
を
使
っ
た
解
き
方

が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

★
独
学
だ
っ
た
ら
途
中
で
投
げ
出
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
レ

ポ
ー
ト
提
出
が
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

基
礎
電
気
数
学

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

1
章
　
電
気
数
学
の
基
礎

　
数
の
分
類
　
分
数
の
計
算
　
四
則
演
算
　

　
整
式
の
計
算
　
因
数
分
解
　
分
数
式
の
計
算

　
方
程
式
　
関
数
と
グ
ラ
フ
　
応
用
例
題

1 か 月 目

2
章
　
指
数
関
数
、対
数
関
数
、三
角
関
数
と
そ
の
グ
ラ
フ

　
指
数
関
数
　
対
数
関
数
　
三
角
関
数
　
応
用
例
題

2 か 月 目

3
章
　
ベ
ク
ト
ル
と
複
素
数
の
基
礎

　
ベ
ク
ト
ル
と
は
何
か
　
虚
数
と
複
素
数

　
ベ
クト
ル
と
複
素
数
の
交
流
理
論
へ
の
応
用（
記
号
法
）

　
応
用
例
題

3 か 月 目

主
な
項
目

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

内
定
者
教
育
、新
入
社
員
教
育
に
定
評
の
あ
る
本
講
座
で
、プ
ロ
フェ
ッシ
ョナ
ル
を
め
ざ
す！

★
と
て
も
充
実
し
た
3
ヵ
月
の
通
信
教
育
で
し
た
。学
ん
だ
知
識
は
必

ず
役
立
つ
と
思
う
の
で
、し
っ
か
り
復
習
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
文
章
が
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
書
か
れ
て
い
て
、添
削
も
て
い

ね
い
で
十
分
理
解
し
て
学
べ
ま
し
た
。

★
学
生
気
分
か
ら
抜
け
出
し
、社
会
に
出
て
働
く
重
要
さ
を
学
び
ま
し
た
。

★
働
く
前
に
こ
の
講
座
を
受
け
、気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
困
っ
た
と
き
は
、こ
の
教
材
を
使
い
ま
す
。

●「
仕
事
が
生
き
が
い
」と
な
り
、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」を
め

ざ
す
た
め
に
必
要
な
事
柄
を
学
び
ま
す
。 

●「
自
己
を
磨
く
」と
い
う
観
点
に
よ
り
、職
場
の
人
間
関
係
の
大

切
さ
を
学
び
、職
場
や
日
常
で
の
常
識
を
身
に
つ
け
ま
す
。 

●
生
産
部
門
の
仕
事
に
関
す
る
基
本
を
学
び
、生
産
を
担
う
一
員

と
し
て
の
実
力
を
養
成
し
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

な
ぜ
働
く
の
か

激
動
の
時
代
を
生
き
る
　
仕
事
が
生
き
が
い
に
な
る

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と

職
場
の
マ
ナ
ー
と
基
本

入
社
前
の
心
構
え
　
入
社
後
の
心
構
え
　
職
場
で
の
心
得

生
産
活
動
の
基
本

「
仕
事
生
活
」入
門
　
生
産
活
動
の
し
く
み
　
仕
事
の
サ
イ
ク
ル

職
場
の
常
識
（
自
己
を
み
が
く
）

明
る
い
職
場
と
人
間
関
係
　
健
康
管
理
　
自
己
啓
発

寮
生
活
（
知
っ
て
お
く
と
便
利
ノ
ー
ト
）

生
産
部
門
の
仕
事
の
基
本

安
全
第
一
　
環
境
保
全
　
工
程
管
理

品
質
管
理
　
コ
ス
ト
意
識
を
持
と
う

問
題
意
識
を
持
と
う
　
改
善
の
す
す
め
か
た

創
造
力
を
高
め
よ
う

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

新
入
社
員
の
君
へ
～
メ
ー
カ
ー
の
基
本
あ
れ
こ
れ

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目

電
気
の
利
用
技
術
を
、図
や
イ
ラ
ス
ト
で
体
系
的
に
解
説
し
ま
す！

★
電
気
の
性
質
を
よ
く
理
解
し
、そ
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
応
用
し

役
立
て
る
の
か
を
知
り
、電
気
に
対
す
る
応
用
力
を
高
め
ま
す
。

★
目
に
見
え
な
い
電
気
の
性
質
を
理
解
す
る
た
め
に
、イ
ラ
ス
ト

や
図
を
豊
富
に
使
い
、視
覚
的
に
見
て
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

★
テ
キ
ス
ト
は
、先
輩
た
ち
か
ら
後
輩
へ
、長
く
受
け
継
が
れ
て

き
た
電
気
の
入
門
書
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。次
世
代
を

担
う
若
い
技
術
者
の
方
た
ち
に
、ぜ
ひ
受
け
継
い
で
い
た
だ
き

た
い
講
座
で
す
。

●
電
気
の
発
見
・
利
用
の
歴
史
か
ら
、研
究
・
最
新
技
術
ま
で
を
、

系
統
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
イ
ラ
ス
ト
・
図
で
視
覚
的
に
見
て
、内
容
の
要
点
が
わ
か
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

1
章
　
電
流
と
は

2
章
　
電
流
の
通
り
路
と
そ
の
性
質

3 か 月 目

6
章
　
半
導
体
と
そ
の
応
用

7
章
　
電
磁
波
と
そ
の
応
用

8
章
　
回
路
図
と
電
気
回
路

3
章
　
電
流
の
熱
作
用
と
電
力

4
章
　
電
流
と
磁
気

5
章
　
静
電
気
と
コ
ン
デ
ン
サ

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

図
解
で
学
ぶ
電
気
の
基
礎
―
電
気
の
性
質
と
そ
の
利
用
―

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

ね
ら
い
と
特
色

32 I8
1

33 I3
3
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技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
1
,8
8
0
円

電
気
が
苦
手
な
方
の
た
め
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
入
門
講
座

★
電
気
に
つ
い
て
、基
礎
か
ら
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
電
気
の
こ
と
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

★
講
座
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
、読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。

★
電
気
関
係
、電
気
製
品
の
基
礎
を
習
得
で
き
て
、良
か
っ
た
で
す
。

★
電
気
へ
の
苦
手
意
識
が
、少
し
軽
減
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

●
電
気
が
苦
手
な
方
で
も
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
わ
か
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

●
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、ビ
ジ
ネ
ス

に
役
立
ち
ま
す
。 

●
電
気
の
基
礎
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。

や
さ
し
い
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

（
電
気
の
流
れ
～
情
報
機
器
の
し
く
み
）

第
1
章
　
電
気
と
私
た
ち
の
生
活

　
も
し
も
電
気
が
な
く
な
っ
た
な
ら
…

　
電
気
の
発
見
は
紀
元
前
　
他

第
2
章
 
電
気
の
素
性
を
探
っ
て
み
よ
う

　
電
気
を
取
り
し
き
る
三
つ
の
仲
間

　
直
流
、
交
流
物
語
　
他

1 か 月 目

第
3
章
 
こ
れ
が
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　
今
な
ぜ
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
　
他

第
4
章
 
机
の
上
に
乗
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
仕
事
の
道
具
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン

　
パ
ソ
コ
ン
で
ど
ん
な
仕
事
が
で
き
る
？
　
他

2 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

デ
ィ
ジ
タ
ル
技
術
の
基
礎
か
ら
、
本
格
的
技
術
の
橋
渡
し
へ
と
発
展
！

★
本
講
座
で
は
、回
路
素
子
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
動
作
、ス
イ
ッ
チ

回
路
の
組
合
せ
、組
合
せ
回
路
の
動
作
タ
イ
ミ
ン
グ
、デ
バ
イ

ス
の
種
類
と
そ
の
働
き
な
ど
を
学
び
ま
す
。

★
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
の
基
本
を
な
す
論
理
回
路
の
作
り
方
、見

方
・
考
え
方
を
学
び
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

★
説
明
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

★
実
務
的
な
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
C
R
回
路
、R
C
回
路
な
ど
、回
路
の
例
が
多
く
あ
っ
て
良
か
っ

た
で
す
。

★
勉
強
し
た
内
容
が
業
務
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

●
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
を
設
計
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
得
ま
す
。

●
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
を
構
成
す
る
素
子
が
扱
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

回
路
素
子
の
種
類
や
用
途
、
特
質
を
理
解
す
る

1
章
　
回
路
素
子
（
規
格
と
種
類
）

2
章
　
回
路
素
子
（
電
気
的
性
質
）

電
子
回
路
図
か
ら
、そ
の
働
き
方
、見
方
の
コ
ツ
を
学
ぶ

3
章
　
パ
ル
ス
回
路
の
見
方
・
考
え
方

4
章
　
デ
ィ
ジ
タ
ル
IC
の
回
路

4 か 月 目

O
P
ア
ン
プ
、
A
/D
・
D
/A
変
換
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
回
路
を
学
ぶ

6
章
　
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
の
応
用

数
学
的
手
法
に
よ
っ
て
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
を
設
計
す
る

5
章
　
論
理
回
路

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
の
基
礎

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

基
礎
か
ら
学
ぶ
電
気
理
論

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

電
気
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
技
術
者
に
必
要
な
知
識
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

★
電
気
に
関
す
る
基
礎
を
幅
広
く
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

★
基
礎
的
な
公
式
な
ど
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。

★
R
LC
直
列
回
路
や
複
素
数
な
ど
忘
れ
て
い
た
部
分
が
あ
り
ま

し
た
が
、わ
か
り
や
す
い
説
明
で
補
え
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

★
ま
っ
た
く
の
初
心
者
で
す
が
、難
し
い
電
気
理
論
が
よ
く
わ
か

り
良
か
っ
た
で
す
。

★
医
療
機
械
の
修
理
を
専
門
に
し
て
い
ま
す
。電
気
は
専
門
的
な

知
識
が
な
い
と
理
解
で
き
ま
せ
ん
が
、今
回
の
受
講
で
補
う
こ

と
が
で
き
満
足
し
て
い
ま
す
。

●
モ
ー
タ
な
ど
の
電
気
機
器
、テ
レ
ビ
な
ど
の
電
子
回
路
、電
気

工
事
な
ど
に
応
用
す
る
直
流
、交
流
、磁
気
、静
電
気
な
ど
の
基

礎
的
な
電
気
の
知
識
を
学
習
し
ま
す
。

●
技
術
者
に
と
っ
て
必
携
の
電
気
理
論
が
身
に
つ
き
ま
す
。

主
な
項
目

電
圧
と
電
流
　
直
流
と
交
流
　
電
気
抵
抗

オ
ー
ム
の
法
則
　
抵
抗
の
接
続
　

キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
の
法
則
　
ブ
リ
ッ
ジ
回
路
　

電
気
抵
抗
の
温
度
変
化
　
電
流
と
熱
の
関
係
　
他

1 か 月 目

静
電
気
　
静
電
容
量
　
コ
ン
デ
ン
サ

交
流
の
表
し
方
　
交
流
と
ベ
ク
ト
ル
　

交
流
と
R
LC
の
働
き
　
交
流
と
R
L直
列
回
路

交
流
と
R
C
直
列
回
路
　
交
流
と
R
LC
直
列
回
路
　
他

2 か 月 目

交
流
と
複
素
数

ア
ド
ミ
タ
ン
ス
と
複
雑
な
交
流
回
路
の
計
算

交
流
の
電
力
　
変
圧
器
　
三
相
交
流

三
相
交
流
回
路
　
三
相
電
力
　
回
転
磁
界
　
他

3 か 月 目

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

電
気
と
機
械
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
学
び
た
い
方
に
必
携
！

★
オ
ペ
ア
ン
プ
の
動
作
原
理
の
初
歩
か
ら
応
用
ま
で
広
く
学
べ

た
点
が
良
か
っ
た
で
す
。

★
書
店
に
並
ん
で
い
る
参
考
書
に
比
べ
て
、電
子
回
路
の
基
礎
が

わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
テ
キ
ス
ト
の
説
明
が
非
常
に
て
い
ね
い
で
、基
本
的
な
事
項
を

し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
説
明
が
わ
か
り
や
す
く
、頭
の
中
で
う
ま
く
整
理
が
つ
け
ら
れ

る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

★
オ
ペ
ア
ン
プ
の
再
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。

●
ア
ナ
ロ
グ
量
の
意
味
と
扱
い
方
か
ら
、オ
ペ
ア
ン
プ
を
使
用
す

る
た
め
の
基
礎
知
識
、オ
ペ
ア
ン
プ
を
使
っ
た
増
幅
回
路
の
設

計
ま
で
、ひ
と
と
お
り
の
学
習
が
で
き
ま
す
。

●
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
を
結
ぶ
A
／
D
変
換
器
、
D
／
A
変

換
器
等
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

●
電
気
回
路
の
基
本
と
な
る
直
流
・
交
流
回
路
設
計
の
基
礎
計

算
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

1
章
　
ア
ナ
ロ
グ
と
オ
ペ
ア
ン
プ
の
基
礎

ア
ナ
ロ
グ
の
基
本
的
な
事
項
と
、
オ
ペ
ア
ン
プ
の

も
つ
基
本
的
特
性
を
学
ぶ

2
章
　
オ
ペ
ア
ン
プ
の
増
幅
回
路

3
章
　
オ
ペ
ア
ン
プ
増
幅
回
路
の
基
本
設
計

4 か 月 目

5
章
　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
基
本
と
、
A
/D
、
D
/A
の

変
換
器
に
つ
い
て
学
ぶ

4
章
　
オ
ペ
ア
ン
プ
の
応
用
回
路

オ
ペ
ア
ン
プ
の
応
用
回
路
と
フ
ィ
ル
タ
に
つ
い
て

学
ぶ

ア
ナ
ロ
グ
回
路
の
基
礎

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

36 E0
8

37 E0
2

38 E3
3

39 E3
7
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技
術
力
U
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U
R
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 h
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w
w
w
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.a
c.
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

電
子
回
路
の
基
本
を
学
び
、半
導
体
技
術
へ
の
応
用
力
を
身
に
つ
け
る
！

★
本
講
座
は
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
基
礎
知
識
を
学
習
し
、自

己
学
習（
教
育
）力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
す
。

★
講
座
修
了
後
、専
門
書
を
抵
抗
な
く
読
め
る
レ
ベ
ル
に
な
る
よ

う
編
集
し
て
い
ま
す
。

●
電
気
回
路（
特
に
R
LC
回
路
）の
基
本
計
算
が
で
き
ま
す
。 

●
回
路
素
子
の
基
本
的
な
使
い
方
が
理
解
で
き
ま
す
。 

●
回
路
図
の
見
方
・
考
え
方
の
基
本
が
つ
か
め
ま
す
。 

●
電
子
機
器
の
構
成（
シ
ス
テ
ム
化
）が
理
解
で
き
ま
す
。 

半
導
体
と
電
子
回
路
の
実
際

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

★「
基
礎
か
ら
学
ぶ
電
気
理
論
」か
ら「
半
導
体
と
電
子
回
路
の
実

際
」を
継
続
し
て
学
習
す
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

★
て
い
ね
い
な
解
説
で
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ィ
ジ
タ
ル
ま
で
復
習

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
章
　
半
導
体
の
性
質

2
章
　
受
動
素
子
の
性
質

3
章
　
能
動
素
子
の
基
本
的
特
性
と
使
い
方

1 か 月 目 2 か 月 目

1
章
　
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
の
基
礎

2
章
　
論
理
回
路
の
基
礎

3 か 月 目

3
章
　
デ
ィ
ジ
タ
ル
制
御
回
路

4
章
　
マ
イ
コ
ン
と
制
御

5
章
　
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
応
用
例

4 か 月 目

主
な
項
目

4
章
　
O
P
ア
ン
プ
回
路

5
章
　
電
子
回
路

ア ナ ロ グ 編 デ ィ ジ タ ル 編

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

伝
え
て
お
き
た
い

電
気
技
術
者
の
た
め
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
か
ら
若
手
技
術
者
へ
―
―
失
敗
か
ら
教
訓
を
学
ぶ

★
電
気
主
任
技
術
者
の
資
格
を
取
得
し
た
方
、ま
た
は
こ
れ
か
ら

め
ざ
す
若
手
の
電
気
技
術
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

★
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
の
初
期
対
応
方
法
、原
因
調
査
・
対
策

を
学
び
、気
づ
き
や
現
場
で
の
洞
察
力
・
考
察
力
を
養
い
ま
す
。

★
近
年
、技
術
の
伝
承
が
難
し
く
な
る
中
で
、若
手
技
術
者
の
道

標
と
な
る
講
座
で
す
。

●
6
.6
kV
高
圧
受
電
設
備
の
機
能
・
用
途
を
理
解
し
、基
本
的

な
劣
化
傾
向
や
ト
ラ
ブ
ル
回
避
手
段
な
ど
を
身
に
つ
け
ま
す
。

●
電
気
技
術
者
と
し
て
常
日
頃
の
巡
視
、点
検
等
の
内
容（
月
次
・

年
次
・
臨
時
点
検
等
）を
学
習
し
、基
本
的
な
劣
化
傾
向
や
、ト

ラ
ブ
ル
回
避
手
段
な
ど
を
身
に
つ
け
ま
す
。 

●
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
な
く
し
て
、具
体
的
な
初
期
対
応
方
法
、

原
因
調
査
と
対
策
を
系
統
的
に
学
習
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

主
な
項
目

事
業
用
電
気
工
作
物（
高
圧
受
電
設
備
）の
構
成
を
学
ぶ

事
業
用
電
気
工
作
物
の
短
絡・
地
絡
保
護
方
式
を
学
ぶ

電
気
主
任
技
術
者
の
実
務
概
要

1 か 月 目

電
気
事
故
の
対
応
・
防
止
対
策

地
絡
継
電
器
、
過
電
流
継
電
器
、

高
圧
限
流
ヒ
ュ
ー
ズ
動
作
時
の
対
応
方
法

2 か 月 目 3 か 月 目

副
読
本「
電
気
技
術
者
の
た
め
の
失
敗
1
0
0
選
」

（
オ
ー
ム
社
）

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
副
読
本
1
冊

◆
副
読
本
：「
電
気
技
術
者
の
た
め
の
失
敗
1
0
0
選
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
必
修
課
題
3
回
、
自
由
提
出
課
題
1
回

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

電
子
機
器
を
構
成
す
る
電
子
部
品
の
仕
組
み
と
役
割
を
学
ぶ
！

★
電
子
部
品
の
基
本
的
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
、良
か
っ

た
で
す
。

★
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
、自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
に
対

し
て
の
知
識
が
広
が
り
ま
し
た
。

★
業
務
で
発
注
し
て
い
る
部
品
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、

興
味
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
今
回
の
受
講
に
よ
っ
て
、よ
り
多
く
の
電
子
部
品
の
名
称
お
よ

び
各
部
品
の
働
き
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
抵
抗
や
コ
ン
デ
ン
サ
の
色
や
数
字
の
意
味
が
理
解
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

★
学
生
時
代
は
電
子
工
学
科
だ
っ
た
の
で
、久
し
ぶ
り
に
電
気
・

電
子
の
学
習
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

●
代
表
的
な
電
子
機
器
の
仕
組
み
が
理
解
で
き
ま
す
。 

●
チ
ッ
プ
の
中
身
の
図
解
に
よ
る
説
明
で
、電
子
部
品
の
仕
組
み

や
役
割
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

●
電
子
機
器
の
中
で
の
電
子
部
品
個
々
の
役
割
を
理
解
し
ま
す
。

電
子
部
品
あ
れ
こ
れ

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

電
子
部
品
か
ら
見
た
携
帯
電
話
機
／
パ
ソ
コ
ン
の
仕
組
み

携
帯
電
話
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
　
パ
ソ
コ
ン

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
時
代
を
支
え
る
電
子
部
品
の
世
界

部
品
の
種
類
　
回
路
と
部
品
　
現
代
部
品
考
　
部
品
今
昔

LC
R
部
品
（
汎
用
部
品
）
の
中
身
に
迫
る

抵
抗
器
　
コ
ン
デ
ン
サ
　
コ
イ
ル

1 か 月 目

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
支
え
る
半
導
体
部
品
の
実
際

半
導
体
の
予
備
知
識
　
ダ
イ
オ
ー
ド

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
　
FE
T　
IC

脇
を
固
め
る
用
途
別
部
品
の
い
ろ
い
ろ

音
声
関
係
　
セ
ン
サ
　
発
振
子
と
フ
ィ
ル
タ

磁
気
応
用
部
品
　
電
池
関
係
　
機
構
部
品

2 か 月 目

主
な
項
目

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
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/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

描
い
て
読
む
！
新
感
覚
の
製
図
講
座

●
図
面
の
読
み
方
の
基
本
を
学
習
し
ま
す
。 

●
図
形
に
対
す
る
感
覚
を
習
得
し
、機
械
図
面
の
読
み
方
を
学
習

し
ま
す
。

●
演
習
問
題
で
実
際
に
テ
キ
ス
ト
に
図
を
か
き
な
が
ら
、立
体
図

形
へ
の
感
覚
を
養
い
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目

図
形
の
表
し
方

製
図
の
決
ま
り
 S
te
pⅡ

表
面
の
粗
さ
な
ど
の
状
態
の
表
し
方
（
表
面
性
状
）

許
さ
れ
る
誤
差
の
大
き
さ
の
表
し
方

も
の
の
形
や
姿
勢
の
許
さ
れ
る「
ゆ
が
み
」と
位
置
の
「
ず
れ
」

2 か 月 目

機
械
要
素
の
表
し
方

C
A
D
に
よ
る
製
図

3 か 月 目

立
体
を
平
面
に
表
す
方
法

平
面
を
立
体
に
表
す
方
法

　
　（
品
物
の
形
状
を
わ
か
り
や
す
く
表
す
方
法
）

展
開
図

製
図
の
決
ま
り
 S
te
pⅠ

大
き
さ
の
表
し
方（
寸
法
記
入
法
）

★
製
品
を
設
計
す
る
た
め
の
設
計
の
図
面
に
は
、製
品
と
な
る
も

の
の
形
状
や
機
能
、装
飾
な
ど
、製
品
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る

情
報
が
か
か
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、図
面
を
読
む
こ
と
が
で

き
れ
ば
、そ
の
製
品
の
す
べ
て
が
わ
か
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
本
講
座
は
、製
図
を
専
門
に
し
て
い
な
い
人
を
対
象
と
し
た
、

図
面
を
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う

視
点
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
座
で
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
すと
こ
と
ん
や
さ
し
い
「
図
面
の
読
み
方
」

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
（
A
4
版
 2
色
刷
り
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

ね
ら
い
と
特
色

40 S3
6

41 E0
9

42 E2
0

43 M
39
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技
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力
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

J
IS
に
も
と
づ
く
製
図
法

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

す
べ
て
の
技
術
の
基
本
で
あ
る
、
製
図
の
見
方
、
か
き
方
を
学
ぶ
！

★
製
図
の
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
が
押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、自
分
の

知
識
を
振
り
返
る
の
に
も
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
で
す
。

★
最
初
は
製
図
の
見
方
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、今
は

図
面
を
見
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、ま
だ
ま
だ
未
熟
な
が

ら
書
く
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
C
A
D
か
ら
製
図
を
は
じ
め
た
の
で
、自
分
で
図
面
の
基
礎
が

で
き
て
お
ら
ず
、上
司
に
勧
め
ら
れ
て
受
講
し
ま
し
た
。少
々

難
し
く
て
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、新
し
い
知
識
が
身
に
つ
い
た

こ
と
は
、何
よ
り
良
か
っ
た
で
す
。

●
図
面
を
読
み
、製
図
を
作
成
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

●
最
新
の
JI
S
規
格
に
も
と
づ
い
た
投
影
法
や
図
形
の
表
し
方

か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
図
示
法
ま
で
が
理
解
で
き
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

第
1
章
　
製
図
の
基
礎

第
2
章
　
図
形
と
寸
法
の
記
入
法

第
10
章
　
溶
接
継
手
と
管
継
手

第
11
章
　
配
管
図
と
油
圧
・
空
気
圧
回
路
図

第
12
章
　
C
A
D
機
械
製
図

4 か 月 目

第
3
章
　
表
面
性
状
の
図
示
法
及
び
寸
法
公
差
と
は
め
あ
い

第
4
章
　
幾
何
公
差
の
図
示
方
法
及
び
材
料
記
号

第
5
章
　
ス
ケ
ッ
チ
方
法
と
製
作
図
の
作
り
方

第
6
章
　
ね
じ
の
製
図

第
7
章
　
軸
と
軸
受
及
び
軸
継
手

第
8
章
　
歯
車
の
製
図
　
　
第
9
章
　
ば
ね
の
製
図

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
付
録
：
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
／
解
答

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
2
0
,5
2
0
円

幅
広
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
の
実
践
的
な
技
術
を
、系
統
的
に
学
ぶ！

★
受
講
に
よ
っ
て
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
の
専
門
用
語
の
理
解
が

深
ま
り
ま
し
た
。

★
新
し
い
職
場
で
必
要
な
関
連
知
識
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

★
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
種
類
と
特
性
を
把
握
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

成
形
に
必
要
な
温
度
や
収
縮
な
ど
の
計
算
方
法
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

★
近
々
射
出
成
型
の
仕
事
に
就
く
の
で
、あ
ら
か
じ
め
基
礎
知
識

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
射
出
成
型
に
関
す
る
本
を
数
種
類
読
み
ま
し
た
が
、こ
の
本
が

初
心
者
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
技
術
の
基
礎
、射
出
成
形
用
金
型
の

設
計
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
習
得
で
き
ま
す
。

●
学
習
に
よ
っ
て
、現
場
技
術
者
と
し
て
必
要
な
知
識
を
習
得
し

ま
す
。

実
践
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

1
章
　
射
出
成
形
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料

2
章
　
射
出
成
形
法
（
Ⅰ
）

3
章
　
射
出
成
形
法
（
Ⅱ
）

4
章
　
IT
と
成
形
技
術

4 か 月 目

6
章
　
射
出
成
形
用
金
型
（
Ⅰ
）
（
続
き
）

7
章
　
射
出
成
形
用
金
型
（
Ⅱ
）

5
章
　
射
出
成
形
機

6
章
　
射
出
成
形
用
金
型
（
Ⅰ
）

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
2
0
,5
2
0
円

金
型
加
工
技
術
の
基
礎
を
学
び
、
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
！

★
金
型
加
工
に
つ
い
て
、基
礎
の
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
自
分
の
職
場
以
外
の
金
型
加
工
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

★
日
常
業
務
の
中
で
よ
く
耳
に
し
て
い
た
専
門
用
語
に
つ
い
て
、

今
回
の
通
信
講
座
で
確
認
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
金
型
作
成
に
欠
か
せ
な
い
機
械
加
工
の
分
野
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
て
い
て
、と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

★
普
段
商
材
と
し
て
い
る
パ
ン
チ
、ダ
イ
な
ど
に
つ
い
て
、い
ろ

い
ろ
な
基
礎
知
識
、関
連
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
金
型
に
つ
い
て
学
べ
た
こ
と
が
よ
か

っ
た
で
す
。ま
た
、意
外
と
知
ら
な
い
用
語
が
あ
っ
た
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
金
型
加
工
技
術
で
大
切
な
各
種
工
作
機
械
の
特
徴
と
そ
の
使

い
方
が
理
解
で
き
ま
す
。 

●
金
型
設
計
と
金
型
測
定
に
つ
い
て
も
学
習
し
、現
場
の
金
型
技

術
者
と
し
て
総
合
的
な
知
識
を
習
得
で
き
ま
す
。

金
型
加
工
技
術

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

1
章
　
金
型
の
概
論

2
章
　
金
型
設
計
の
基
本
（
プ
レ
ス
金
型
）

3
章
　
金
型
設
計
の
基
本
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
金
型
）

4 か 月 目

6
章
　
金
型
の
加
工
法
（
放
電
加
工
）

7
章
　
金
型
の
加
工
法
（
み
が
き
加
工
）

8
章
　
金
型
測
定

9
章
　
最
近
の
金
型
加
工
の
動
向

4
章
　
金
型
の
加
工
法
（
切
削
加
工
）

5
章
　
金
型
の
加
工
法
（
研
削
加
工
）

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

初
級
技
術
者
の
た
め
の

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
と
成
形
品
設
計
」

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
品
設
計
初
級
技
術
者
を
養
成
す
る
！

★
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
す
る
基
礎
知
識
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
の

基
礎
に
つ
い
て
、し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
に
つ
い
て
、多
く
の
種
類
や
分
類
の
し
か

た
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
知
識
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材

料
に
つ
い
て
、入
門
的
な
学
習
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
入
社
ま
で
に
会
社
が
取
り
扱
っ
て
い
る
製
品
の
基
礎（
製
造
方

法
）を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、気
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
造
詣
が
な
く
て
も
学
習
し
や
す
く
、ま
た
講

座
を
修
了
す
る
こ
と
で
、一
定
レ
ベ
ル
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

品
設
計
の
技
術
者
に
な
れ
ま
す
。 

●「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
中
味
は
ど
う
も
」

と
い
う
方
で
も
、相
当
の
知
識
が
吸
収
で
き
ま
す
。 

●
他
素
材
と
の
比
較
な
ど
に
よ
っ
て
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
を
系

統
的
に
つ
か
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

1
章
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
の
基
礎

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
あ
ら
ま
し

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
と
は
　
他

1 か 月 目

2
章
　
熱
可
塑
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料

　
熱
可
塑
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
分
類
・
現
状
と
そ
の
用
途

　
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
性
質
に
つ
い
て
　
他

3
章
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
品
設
計
の
基
礎

　
成
形
品
設
計
を
す
る
に
あ
た
っ
て
　
他

2 か 月 目

3
章
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
品
設
計
の
基
礎
（
続
き
）

　
成
形
品
設
計
の
基
本

4
章
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
品
設
計
の
応
用

　
設
計
手
法
（
ド
ラ
フ
タ
ー
製
図
か
ら
C
A
D
へ
）
　
他

3 か 月 目

主
な
項
目

ね
ら
い
と
特
色

44 M
34

45 P2
5

46 P2
6

47 M
26
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技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
9
,4
4
0
円

プ
レ
ス
加
工
に
必
要
な
知
識
を
学
び
、
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
！

★
プ
レ
ス
加
工
を
体
系
的
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
プ
レ
ス
加
工
の
こ
と
が
、多
少
な
り
と
も
理
解
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

★
改
め
て
勉
強
す
る
こ
と
で
、新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
、知
識
を

強
化
で
き
ま
し
た
。

★
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
勉
強
す
る
の
に
適
し
て
い
ま
し
た
。図
表
や
総

ま
と
め
が
あ
っ
て
、理
解
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

★
解
説
図
や
写
真
で
の
説
明
が
あ
っ
た
の
で
、わ
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。

●
プ
レ
ス
技
能
に
必
要
な
ひ
と
と
お
り
の
知
識
が
身
に
つ
き
、工

場
に
お
け
る
実
務
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
プ
レ
ス
機
械
の
種
類
お
よ
び
し
く
み
、プ
レ
ス
に
使
わ
れ
る
材

料
の
種
類
・
性
質
・
用
途
、せ
ん
断
・
曲
げ
・
絞
り
加
工
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
安
全
、金
型
の
設
計
方
法
な
ど
が
身
に
つ
き
ま
す
。

プ
レ
ス
加
工
法

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

プ
レ
ス
加
工
の
あ
ら
ま
し

プ
レ
ス
加
工
用
機
械
　
プ
レ
ス
作
業
の
安
全

プ
レ
ス
加
工
さ
れ
る
材
料

材
料
の
加
工
硬
化
と
方
向
性
　
金
型
と
そ
の
取
扱
い

4 か 月 目

絞
り
加
工
　
絞
り
型
　
成
形
加
工
　
ひ
ず
み
取
り
加
工

鍛
造
加
工
　
プ
レ
ス
加
工
の
自
動
化

せ
ん
断
加
工
　
せ
ん
断
工
具
（
打
抜
き
型
）

精
密
せ
ん
断
　
曲
げ
加
工
法
　
曲
げ
用
金
型

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
職
場
に
潜
む
危
険
の
芽
を
摘
み
取
ろ
う
！

●
製
造
業
や
建
設
業
な
ど
、一
般
的
に
危
険
が
多
い
と
さ
れ
る

業
種
に
限
定
せ
ず
、事
務
職
や
販
売
員
等
の
危
険
が
少
な
い

職
場
に
も
対
応
し
た
講
座
で
す
。 

●
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法（
危
険
性
ま
た
は
有
害
性
の
特

定
、リ
ス
ク
の
見
積
り
、リ
ス
ク
の
評
価
、リ
ス
ク
低
減
措
置
）

を
習
得
し
ま
す
。 

●
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
理
解
し
、職
場
に
合
っ
た

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

●
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
を
進
め
る
中
で
、「
よ
く
あ
る
疑

問
」を
Q
&
A
方
式
で
解
説
し
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

第
１
章
　
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
何
か

第
２
章
　
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
手
順

第
３
章
　
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
体
制
の
確
立

第
４
章
　
実
施
時
期
と
対
象
の
選
定

1 か 月 目

第
５
章
　
情
報
の
入
手
方
法

第
６
章
　
危
険
性
・
有
害
性
を
特
定
す
る

第
７
章
　
リ
ス
ク
の
見
積
も
り
・
優
先
度
の
設
定
方
法

2 か 月 目

第
８
章
　
リ
ス
ク
低
減
措
置
の
検
討
と
実
施

第
９
章
　
実
施
状
況
の
記
録
と
見
直
し

第
10
章
　
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
事
例

3 か 月 目

主
な
項
目

Q＆
Aで
学
ぶ
　
み
ん
な
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
入
門

★
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
、災
害
が
発
生
し
そ
う
な
危
険
性

や
有
害
性
を
見
つ
け
出
し
て
評
価
し
、リ
ス
ク
を
除
去
す
る

（
減
ら
す
）手
法
で
す
。リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法
だ
け
で

な
く
、効
果
的
な
導
入
方
法
も
学
習
し
ま
す
。

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

基
礎
か
ら
学
ぶ
材
料 受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

も
の
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
「
材
料
」
の
基
礎
。
機
械
材
料
か
ら
新
素
材
ま
で
を
学
ぶ

★
テ
キ
ス
ト
が
要
領
よ
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、非
常
に
わ
か
り
や

す
く
、テ
キ
ス
ト
は
受
講
後
も
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

★
取
引
先
等
へ
の
資
材
発
注
や
加
工
物
等
で
材
料
を
選
定
す
る

際
に
ど
う
い
っ
た
基
準
で
選
べ
ば
よ
い
か
わ
か
り
ま
し
た
。難

し
か
っ
た
の
で
す
が
参
考
に
な
る
内
容
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

★
材
料
開
発
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、ふ
だ
ん
使
う
こ
と
が
少

な
い
材
料
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
ま
し
た
。

★
苦
手
だ
っ
た
材
料
に
関
す
る
知
識
を
改
め
て
得
る
事
が
で
き

ま
し
た
。樹
脂
・
複
合
材
料
の
学
習
も
で
き
ま
し
た
。

●
本
講
座
で
は
、「
材
料
」の
基
本
的
な
性
質
を
理
解
し
、適
所
に

適
材
を
使
う
た
め
の
知
識
を
身
に
つ
け
ま
す
。

●
電
子
材
料
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
・
新
素
材
の
種
類
と
特
徴
な
ど

の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

●
材
料
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、地
球
環
境
問
題
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

1
章
　
機
械
材
料
の
知
識
　

2
章
　
金
属
材
料
の
基
礎
知
識

3
章
　
金
属
材
料
の
試
験

8
章
　
電
気
・
電
子
材
料

9
章
　
そ
の
他
の
材
料

10
章
　
材
料
と
環
境

4 か 月 目

4
章
　
鉄
お
よ
び
鋼

5
章
　
鋳
鉄
お
よ
び
鋳
鋼

6
章
　
非
鉄
金
属
材
料

7
章
　
非
金
属
材
料

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

人
間
力
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

地
震
！
津
波
！
噴
火
！
台
風
！
竜
巻
！
水
害
！
自
ら
の
命
と
家
族
・
社
員
を
守
ろ
う！

★
今
後
起
こ
る
で
あ
ろ
う
災
害
に
対
し
て
、基
礎
的
な
知
識
が
勉
強

で
き
て
心
構
え
が
で
き
ま
し
た
。

★
他
の
文
献
や
資
料
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
写
真
等
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、実
例
に
基
づ
く
事
例
が
多
く
、た
い
へ
ん
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

★
現
在
、防
災
担
当
の
業
務
に
つ
い
て
い
る
の
で
、特
に
企
業
の
防

災
の
内
容
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

●
自
然
災
害
か
ら
自
ら
の
命
と
家
族
・
社
員
を
守
る
た
め
の
具

体
的
な
方
法
・
手
順
を
習
得
し
ま
す
。

●
今
回
の
改
訂
で
は
、長
期
化
広
域
化
し
た
様
々
な
避
難
活
動

に
つ
い
て
追
加
し
ま
し
た
。

●
個
人
、地
域
、企
業
が
考
え
る
防
災
・
減
災
活
動
に
つ
い
て
豊

富
な
具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
直
近
の
ネ
パ
ー
ル
地
震
、口
永
良
部
島
、大
涌
谷
ま
で
、実
際

の
写
真
や
具
体
的
な
事
例
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

【
序
】
口
絵
：
東
日
本
大
震
災
な
ど
災
害
の
実
例

　
災
害
と
対
応

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
期
待
さ
れ
る
役
割
・
活
動

　
災
害
の
基
礎
知
識

【
発
災
か
ら
初
動
期
】

　
発
災
直
後
の
個
人
・
家
庭
レ
ベ
ル
で
の
対
応

　
地
域
レ
ベ
ル
で
の
対
応
　
　
各
施
設
で
の
対
応

1 か 月 目

【
避
難
生
活
】

　
避
難
所
運
営
　
　
被
災
地
に
お
け
る
活
動

2 か 月 目

【
企
業
と
し
て
の
備
え
】

　
企
業
の
危
機
管
理
・
災
害
対
応

3 か 月 目

主
な
項
目

自
主
防
災
講
座
「
新
　
災
害
対
応
の
実
践
」

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

48 P2
3

49 M
45

50 H
55

51 W
11
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

工
場
で
起
こ
る
事
故
や
災
害
の
原
因
と
対
策
を
学
習
し
、現
場
の
ゼ
ロ
災
害
を
め
ざ
す！

★
本
講
座
は
、事
故
事
例
を
も
と
に
、現
場
の
安
全
を
保
つ
た
め

の
注
意
事
項
や
、考
え
方
を
学
習
す
る
講
座
で
す
。

▶
初
め
て
安
全
に
つ
い
て
学
ぶ
方
は
も
ち
ろ
ん
、災
害
時
の
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
伝
え
る
こ
と
で
、い
ま
ま
で
安
全
に
つ

い
て
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
に
も
、改
め
て
現
場
の
安
全
を

意
識
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
実
際
の
事
故
事
例
で
、現
場
の
安
全
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方
や
、安
全
の
た
め
の
規
則
を
学
習
し
ま
す
。 

●
電
気
、機
械
、危
険
物
等
に
対
し
て
の
取
り
扱
い
方
と
、誤
っ
た

使
用
に
よ
る
危
険
性
を
学
習
し
ま
す
。 

●
事
故
が
起
き
た
時
の
対
応
と
、事
故
予
防
す
る
た
め
の
注
意
点

を
習
得
し
ま
す
。 

安
全
の
基
礎
　
　

職
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
対
策

電
気
装
置
の
安
全
な
取
り
扱
い
方

1 か 月 目

機
械
装
置
お
よ
び
重
量
物
の
安
全
な
取
り
扱
い
方

化
学
物
質
の
安
全
な
取
り
扱
い
方

放
射
線
の
安
全
な
取
り
扱
い
方

2 か 月 目

高
圧
ガ
ス
の
安
全
な
取
り
扱
い
方

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
（
設
計
・
試
作
・
製
造
）

実
生
産
時
の
安
全
対
策
、設
備
、装
置
運
転
時
の
注
意

環
境
保
全
─
廃
棄
物
処
理
、
騒
音
、
振
動

緊
急
時
の
措
置
─
事
故
、火
災
、爆
発
お
よ
び
地
震
時
の
対
応

3 か 月 目

主
な
項
目

ゼ
ロ
災
害
の
た
め
の「
現
場
の
安
全
対
策
」

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
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L
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w
w
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
5
,1
2
0
円

IS
O
 9
0
0
1
：
2
0
1
5
入
門

IS
O
 9
0
0
1
の
実
務
の
進
め
方
を
マ
ス
タ
ー
す
る

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目

第
1
編
　
IS
O
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
基
本

　
IS
O
 9
0
0
1
：
2
0
1
5
改
訂
の
内
容
　
他

第
2
編
　
IS
O 
90
01
：
20
15
規
格
要
求
事
項
の
逐
条
解
説

　
適
用
範
囲
及
び
組
織
の
状
況
　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　
計
画
　
支
援
　
運
用

第
2
編
　
IS
O 
90
01
：
20
15
規
格
要
求
事
項
の
逐
条
解
説

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
　
改
善

第
3
編
　
IS
O
 9
0
0
1
：
2
0
1
5
シ
ス
テ
ム
構
築
の
実
務

　
文
書
化
し
た
情
報
　
内
部
監
査
の
進
め
方

　
デ
ー
タ
分
析
・
評
価
の
方
法
　
審
査
の
受
け
方
　
他

第
4
編
　
IS
O
 9
0
0
1
：
2
0
1
5
継
続
的
改
善
の
具
体
策

第
5
編
　
IS
O
 9
0
0
1
：
2
0
1
5
自
主
的
な
運
用

●
2
0
1
5
年
版
の
改
訂
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
要
求
事
項
や

2
0
0
8
年
版
か
ら
の
変
更
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
P
D
C
A
各
段
階
に
つ
い
て
、

そ
の
進
め
方
を
考
え
ま
す
。

●
審
査
認
証
機
関
に
よ
る
、審
査
の
受
け
方
、効
果
的
な
対
応
の

仕
方
な
ど
も
学
習
し
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

★
本
講
座
で
は
よ
り
よ
い
製
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
を
継
続
的
に
提

供
し
、「
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
実
行
す
る
た
め

の
国
際
規
格
で
あ
る
IS
O
 9
0
0
1
に
つ
い
て
、「
認
証
取
得
」、

「
移
行
対
策
」
か
ら
「
継
続
的
改
善
」
ま
で
学
ん
で
い
き
ま
す
。

▶
改
訂
さ
れ
た
IS
O
 9
0
0
1
の
内
容
を
理
解
し
、
自
主
的
な

運
用
方
法
を
習
得
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

技
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
5
,1
2
0
円

電
気
を
知
り
、シ
ー
ケ
ン
ス
を
知
り
、電
気
保
全
の
基
本
を
マ
ス
タ
ー
す
る！

★
電
気
保
全
の
基
本
的
な
こ
と
が
、よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

★
仕
事
で
も
必
要
と
な
る
電
気
保
全
の
基
礎
が
わ
か
り
、嬉
し
く
思
い
ま
す
。

★
普
段
業
務
で
使
用
し
て
い
る
設
備
の
電
気
部
分
の
原
理
、仕
組

み
、用
途
等
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

★
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、今
後

の
業
務
に
役
立
て
よ
う
と
思
い
ま
す
。

★
シ
ー
ケ
ン
ス
、イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
、ラ
ダ
ー
回
路
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★
自
分
の
仕
事
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
が
、わ
か
り
や
す
く
記
述

さ
れ
て
い
て
よ
か
っ
た
で
す
。

●
現
場
で
求
め
ら
れ
る
電
気
や
シ
ー
ケ
ン
ス
の
基
礎
知
識
を
習

得
し
ま
す
。 

●
簡
単
な
設
備
の
保
守
・
点
検
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

第
1
章
　
電
気
の
旅
　
　
第
2
章
　
電
気
の
基
本

第
3
章
　
電
気
の
種
類
　
　
第
4
章
　
電
気
の
測
定

1 か 月 目

第
1
章
　
生
産
シ
ス
テ
ム
の
中
の
制
御

第
2
章
　
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
概
要

第
3
章
　
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
構
成
部
品

第
4
章
　
基
本
的
な
リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
回
路

第
5
章
　
P
C
シ
ー
ケ
ン
ス
回
路
の
基
本

2 か 月 目

第
1
章
　
電
気
保
全
と
は

第
2
章
　
機
器
の
点
検
と
保
守

第
3
章
　
基
本
的
な
電
気
保
全
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

第
4
章
　
電
気
作
業
の
安
全

第
5
章
　
設
備
の
電
気
制
御
回
路
の
実
例

3 か 月 目

主
な
項
目

わ
か
り
や
す
い
電
気
保
全

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

現
場
力
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
5
,1
2
0
円

IS
O
 1
4
0
0
1
：
2
0
1
5
入
門

IS
O
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
仕
事
の
進
め
方
を
マ
ス
タ
ー
す
る

●
2
0
1
5
年
版
の
改
訂
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
要
求
事
項
や

2
0
0
4
年
版
か
ら
の
変
更
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
P
D
C
A
各
段
階
に
つ
い
て
、

そ
の
進
め
方
を
考
え
ま
す
。

●
審
査
認
証
機
関
に
よ
る
、審
査
の
受
け
方
、効
果
的
な
対
応
の

仕
方
な
ど
も
学
習
し
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目
ね
ら
い
と
特
色

序
　
章
　
IS
O
 1
4
0
0
1
：
2
0
1
5
と
認
証
取
得

第
1
章
　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と

IS
O
1
4
0
0
1

第
2
章
　
IS
O
認
証
取
得
で
企
業
は
こ
う
変
わ
る

第
3
章
　
IS
O
1
4
0
0
1
：
2
0
1
5
が
求
め
て
い
る

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

第
4
章
　
認
証
取
得
へ
の
道

第
5
章
　
環
境
監
査
員
に
つ
い
て

〔
付
属
資
料
〕

　
環
境
監
査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
　
環
境
キ
ー
ワ
ー
ド
集

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

★
企
業
は
、
環
境
問
題
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
本
講
座
で
は
「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」

に
関
す
る
国
際
的
な
規
格
で
あ
る
IS
O
 1
4
0
0
1
に
つ
い
て
、

「
認
証
取
得
」、
「
移
行
対
策
」
か
ら
「
継
続
的
改
善
」
ま
で
を

学
ん
で
い
き
ま
す
。

▶
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
枠
組
み
を
理
解
し
、
実

務
の
進
め
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

52 H
34

53 S4
4

54 H
05

55 H
06
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

利
益
を
生
む
た
め
の
在
庫
管
理
の
手
法
を
習
得

●
図
や
事
例
で
在
庫
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

●
各
工
程
内
に
お
い
て
、適
正
在
庫
の
確
保
を
継
続
的
に
行
う
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、在
庫
の
入
替
え
を
ス
ム
ー

ス
に
行
う
コ
ツ
を
伝
授
し
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

★
会
社
の
資
産
で
あ
る
在
庫
の
扱
い
方
や
考
え
方
を
習
得
で

き
ま
す
。

★
必
要
な
も
の
を
必
要
な
時
に
生
産
で
き
る
、販
売
で
き
る
た

め
の
在
庫
管
理
の
基
本
を
理
解
し
ま
す
。

★
製
造
現
場
は
も
ち
ろ
ん
、商
店
や
ネ
ッ
ト
販
売
の
在
庫
の
考

え
方
を
学
び
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す利
益
を
生
む
在
庫
管
理
の
基
本

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

第
1
章
　
在
庫
管
理
の
基
本

　
在
庫
管
理
の
要
点

　
在
庫
管
理
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
在
庫
管
理
の
基
本
的
手
法

第
2
章
　
適
正
在
庫
へ
の
管
理
方
法

　
適
正
在
庫
と
は

　
適
正
在
庫
の
確
保
と
維
持
方
法

1 か 月 目

第
3
章
　
在
庫
管
理
の
い
ろ
い
ろ

　
JI
Tの
在
庫
管
理

　
商
店
の
在
庫
管
理

　
ネ
ッ
ト
販
売
の
在
庫
の
あ
り
方

　
物
流
セ
ン
タ
ー
の
在
庫
（
物
流
在
庫
）

第
4
章
　
利
益
を
生
む
在
庫
管
理

　
利
益
と
は

　
在
庫
で
利
益
を
生
み
出
す

　
在
庫
削
減
の
手
法

2 か 月 目

主
な
項
目

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

不
良
対
策
を
知
っ
て
、「
不
良
を
つ
く
ら
な
い・
流
さ
な
い
」強
い
現
場
を
つ
く
る！

★「
不
良
を
つ
く
ら
な
い
・
流
さ
な
い
」強
い
現
場
を
つ
く
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

★
現
場
で
活
用
で
き
る
不
良
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
具
体
例

で
学
習
し
ま
す
。

●
不
良
対
策
に
つ
い
て
5
S
、Q
C
手
法
、ポ
カ
ヨ
ケ
、工
程

FM
EA
と
横
断
的
に
学
習
し
ま
す
。

●
不
良
対
策
の
進
め
方
や
予
防
対
策
の
ス
テ
ッ
プ
を
、Q
C
ス
ト
ー

リ
ー
を
ふ
ま
え
て
解
説
し
ま
す
。

●「
う
っ
か
り
」し
て
し
ま
う
行
動
の
要
因
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、

凡
ミ
ス
を
な
く
す
方
法
が
わ
か
り
ま
す
。

現
場
に
お
け
る「
不
良
対
策
の
進
め
方
」

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

主
な
項
目

第
1
章
　
現
場
で
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に

　
現
場
で
行
う
品
質
保
証
活
動

　
不
良
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

　
不
良
を
つ
く
ら
な
い
・
流
さ
な
い

第
2
章
　
不
良
対
策
を
行
う
手
法
を
理
解
し
よ
う

　
5
S
活
動
は
不
良
対
策
の
原
点

　
Q
C
七
つ
道
具
を
不
良
対
策
に
活
用
し
よ
う

　
ポ
カ
ヨ
ケ
で
不
良
の
発
生
を
な
く
そ
う

　
工
程
FM
EA
で
重
大
事
故
の
発
生
を
防
ご
う

1 か 月 目

第
3
章
　
不
良
対
策
を
進
め
よ
う

　
不
良
対
策
の
進
め
方

　
Q
C
ス
ト
ー
リ
ー
で
不
良
対
策
を
行
お
う

　
予
防
対
策
を
進
め
よ
う

第
4
章
　
凡
ミ
ス
を
な
く
そ
う

　
凡
ミ
ス
と
は
何
か
　
　
凡
ミ
ス
対
策
を
進
め
よ
う

2 か 月 目

本
講
座
の
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

日
本
を
支
え
る
“
も
の
づ
く
り
”
に
は
新
素
材
が
不
可
欠
で
す

●
金
属
、セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、高
分
子
、複
合
材
料
な
ど
の
す
べ
て
の

素
材
に
つ
い
て
、そ
の
本
質
を
解
説
し
ま
し
た
。

●
実
例
を
挙
げ
、数
式
を
使
わ
ず
化
学
式
を
極
力
避
け
ま
し
た
。

●
専
門
外
で
も
、新
素
材
に
つ
い
て
必
要
最
低
限
の
知
識
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
解
説
し
ま
し
た
。

●
専
門
家
に
と
っ
て
も
素
材
を
見
直
す
機
会
に
な
る
よ
う
記
述

し
ま
し
た
。

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
5
,1
2
0
円

★
材
料
の
予
備
知
識
が
な
く
て
も
あ
ら
ゆ
る
素
材
が
概
観
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

★
化
学
や
物
理
の
知
識
が
な
く
て
も
、素
材
の
本
質
を
見
抜
く
力

が
つ
き
ま
す
。

★
新
素
材
に
関
す
る
記
事
が
抵
抗
な
く
読
め
、“
も
の
づ
く
り
”の

企
画
会
議
で
的
を
射
た
発
言
が
で
き
る
知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
すも
の
づ
く
り
の
切
り
札「
新
素
材
」を
学
ぶ

は
じ
め
に
～
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
新
素
材
　
他

第
1
章
　
新
素
材
を
理
解
す
る
た
め
に

第
2
章
　
日
本
の
お
家
芸
～
先
進
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

第
3
章
　
新
機
能
を
求
め
て
進
化
す
る
高
分
子
材
料

1 か 月 目

第
4
章
　
も
の
づ
く
り
産
業
の
屋
台
骨
～
金
属
材
料

第
5
章
　
日
本
の
生
命
線
～
電
子
・
光
材
料

第
6
章
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
素
材

付
表
　
元
素
の
周
期
表

2 か 月 目

主
な
項
目

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
の
5
S
「
基
本
の
キ
」

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
9
,7
2
0
円

「
5
S
は
現
場
の
基
本
！
」
全
員
が
参
加
す
る
か
ら
意
味
が
あ
る
！

★
5
S
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
習
し
て
、思
い
込
み
で
判
断
し

て
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

★
5
S
活
動
を
し
て
い
く
に
あ
た
り
、手
順
や
大
切
な
こ
と
、準
備

す
る
道
具
な
ど
の
良
い
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
ず
っ
と
5
S
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、受
講
し
て
さ
ら
に
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

★
倉
庫
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、部
品
や
置
物
の
見
直
し
な

ど
、参
考
に
し
た
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、た
い
へ
ん
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

●
図
解
や
イ
ラ
ス
ト
で
取
り
組
み
や
す
い
、1
項
目
見
開
き
ペ
ー

ジ
の
簡
潔
な
テ
キ
ス
ト
で
す
。

●
5
S
を
進
め
る
意
義
、5
S
か
ら
発
展
し
た
カ
イ
ゼ
ン
活
動
の

具
体
的
な
進
め
方
を
学
び
ま
す
。

●
現
場
で
使
え
る「
5
S
手
帳
」を
添
付
し
て
い
ま
す
。

1 か 月 目

3
章
　「
清
掃
」
を
進
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

4
章
　「
清
潔
」
を
推
進
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

5
章
　「
し
つ
け
」
を
進
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

2 か 月 目

主
な
項
目

0
章
　
な
ぜ
、
5
S
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
か

1
章
　「
整
理
」
を
進
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

2
章
　「
整
頓
」
を
進
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋

5
S
手
帳
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

56 H
02

57 M
42

58 H
36

59 I9
5

－ 21－



現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

“
儲
か
る
5
S
”
の
実
践
で
、
仕
事
の
付
加
価
値
・
生
産
性
を
高
め
る
！

★「
儲
か
る
5
S
」は
、単
に
き
れ
い
に
し
て
お
客
様（
他
人
）に
見

て
も
ら
う
と
い
っ
た
躾
・
習
慣
づ
け
で
は
な
く
、「
5
S
」活
動

を
通
じ
て“
職
場（
現
場
）の
ム
ダ
を
排
除
し
、仕
事
の
付
加
価

値
・
生
産
性
を
高
め
て
、コ
ス
ト
削
減
に
よ
っ
て
利
益
を
追
求

す
る
”こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

★
本
講
座
は
、儲
か
る
5
S
に
よ
っ
て
、職
場（
現
場
）の
ム
ダ
を

排
除
し
、仕
事
の
付
加
価
値
・
生
産
性
を
高
め
て
、改
善
を
進

め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
す
。

●
基
本
編
、事
例
編
①（
テ
ー
マ
別
）、
事
例
編
②（
部
門
別
）、
実
践

編
の
4
部
構
成
で
儲
か
る
5
S
に
つ
い
て
、理
解
を
深
め
、実

践
に
つ
な
が
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
実
践
編
で
は
、コ
ス
ト
計
算
か
ら
、儲
か
る
5
S
の
取
組
み
例
、

儲
か
る
5
S
の
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
、儲
か
る

5
S
の
実
践
に
向
け
て
、よ
り
具
体
的
な
内
容
を
学
習
し
ま
す
。 

●
巻
末
に
、儲
か
る
5
S
関
係
用
語
集
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

儲
か
る
5
S
に
よ
る
収
益
改
善

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

主
な
項
目

第
1
章
　
基
本
編

こ
れ
ま
で
の「
5
S
」と
こ
れ
か
ら
の「
儲
か
る
5
S
」

「
5
S
」
と
「
儲
か
る
5
S
」
と
の
比
較
　
他

第
2
章
　
事
例
編
①
（
テ
ー
マ
別
）

5
S
で
わ
か
る
会
社
の
体
質
　
整
理・
整
頓
の
事
例
　
他

1 か 月 目

第
3
章
　
事
例
編
②
（
部
門
別
）

部
門
別
、儲
か
る
5
S
の
特
徴（
製
造
部
門
と
比
較
し
て
）

　
営
業
・
サ
－
ビ
ス
部
門
の
儲
か
る
5
S
　
他

2 か 月 目

第
4
章
　
実
践
編

儲
か
る
5
S
の
コ
ス
ト
計
算

E社
に
お
け
る
儲
か
る
5
S
の
取
組
み

O
社
に
お
け
る
儲
か
る
5
S
の
取
組
み
　
他

3 か 月 目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

「
問
題
の
真
因
」を
見
つ
け
出
す
手
法
を
学
び
、各
業
務
へ
の
展
開
を
学
ぶ！

★
仕
事
の
進
め
方
や
改
善
な
ど
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
、自
分
で

考
え
る
能
力
が
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

★
不
具
合
が
発
生
し
た
時
の
考
え
方
や
、処
理
対
策
を
立
て
る
時

の
基
本
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

★
品
質
に
関
す
る
5
 W
hy
だ
け
で
な
く
、安
全
衛
生
や
保
全
の

5
 W
hy
に
つ
い
て
も
認
識
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

★
仕
事
に
お
い
て「
な
ぜ
な
ぜ
分
析
」を
使
う
場
面
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
時
は
内
容
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
の
勉
強

に
よ
り
、理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

●「
5
 W
hy
」手
法
を
学
び
ま
す
。 

●「
5
 W
hy
」手
法
の
ル
ー
ル
、導
入
の
手
順
を
学
び
ま
す
。 

●
安
全
衛
生
・
品
質
管
理
・
設
備
保
全
へ
の「
5
W
hy
」手
法
の

導
入
の
し
か
た
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
分
析
「
5 
W
hy
」
な
ぜ
を
５
回
く
り
返
せ

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

「
5
 W
hy
」
手
法
の
基
本
事
項

「
5
 W
hy
」
手
法
と
は

「
5
 W
hy
」
手
法
の
ル
ー
ル
　
他

「
5
 W
hy
」
手
法
を
用
い
た
安
全
衛
生
の
向
上

職
場
で
の
安
全
衛
生
の
問
題
点

安
全
衛
生
の
向
上
を
目
指
す
職
場
の
活
性
化
　
他

1 か 月 目

主
な
項
目

「
5
 W
hy
」
手
法
を
用
い
た
品
質
管
理
の
向
上

職
場
で
の
品
質
管
理
の
問
題
点

「
5
 W
hy
」
手
法
と
Q
C
手
法
の
関
係
　
他

「
5
 W
hy
」
手
法
を
用
い
た
設
備
保
全
の
向
上

職
場
で
の
設
備
保
全
の
問
題
点

設
備
保
全
を
向
上
さ
せ
る
小
集
団
活
動
　
他

2 か 月 目
ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

な
ぜ
な
ぜ
分
析
に
よ
る

「
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
仕
組
み
づ
く
り
」

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

不
良
品
発
生
の
真
因
に
手
を
打
ち
、ト
ラ
ブ
ル
発
生
・
再
発
の
防
止
を
！

★「
や
る
べ
き
こ
と
」の
他
に「
こ
れ
は
控
え
た
ほ
う
が
よ
い
」や

「
や
っ
て
は
い
け
な
い
」な
ど
の
禁
止
事
項
も
載
っ
て
お
り
、と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★「
変
更
管
理
」と
い
う
言
葉
は
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、今
回
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
今
後
の
業
務
に
活
用
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

★
な
ぜ
な
ぜ
分
析
に
よ
る
分
析
シ
ー
ト（
記
入
例
）に
よ
っ
て
、掘

り
下
げ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
手
法
だ
け
で
な
く
、心
構
え
や
周
囲
へ
の
配
慮
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

★
普
段
か
ら
疑
問
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
て
お
り
、「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」の
思
い
で
楽
し
く
受
講
し
ま

し
た
。

●「
な
ぜ
な
ぜ
分
析
」の
手
法
を
、改
善
活
動
の
活
性
化
、成
果
の

向
上
に
結
び
つ
け
ま
す
。

●
改
善
活
動
の
進
め
方（
問
題
解
決
型
、課
題
達
成
型
、施
策
実
行

型
）を
理
解
し
、実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
な
ぜ
な
ぜ
分
析
」
の
学
習
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て

問
題
と
は
、
課
題
と
は
　
「
な
ぜ
な
ぜ
分
析
」
と
は

「
な
ぜ
な
ぜ
分
析
」
手
法
の
活
用
　
個
人
演
習

1 か 月 目

「
変
更
管
理
」
と
は
　
品
質
保
証
の
仕
組
み
づ
く
り

参
考
資
料
　「
な
ぜ
な
ぜ
分
析
と
変
更
管
理
」の
Ｑ
＆
Ａ

工
程
変
更
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
工
程
変
更
管
理
レ
ベ
ル
と
手
続
き

2 か 月 目

日
常
で
の
工
程
変
更
管
理
　
変
更
管
理
に
有
効
な
管
理
手
法

管
理
と
改
善
、
改
善
活
動
の
各
手
順
の
比
較

問
題
解
決
の
進
め
方
・
ま
と
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
　
他

3 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

事
例
か
ら
実
践
的
な
現
場
の
「
見
え
る
化
」
を
学
ぶ
！

★「
見
え
る
化
」の
事
例
が
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
、

会
社
で
の
改
善
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

★
悪
い
事
例
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、職
場
で
当
て
は
ま
る
部

分
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

★「
見
え
る
化
」に
つ
い
て
、興
味
が
出
て
き
ま
し
た
。

★
会
社
が「
見
え
る
化
」を
推
奨
し
て
い
て
、今
回
の
受
講
に
よ
り

現
場
で
役
立
つ
内
容
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★「
現
場
を
知
ら
な
く
て
も
す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
に
」と
い
う
考

え
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
の「
見
え
る
化
」の

取
り
組
み
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●「
見
え
る
化
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
学
び
ま
す
。 

●「
見
え
る
化
」の
考
え
方
を
幅
広
い
面
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
で
、

周
辺
知
識
も
学
習
で
き
ま
す
。 

●
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
で
、現
場
で
使
え
る「
見
え
る
化
」が
わ
か
り

ま
す
。

第
1
章
　「
見
え
る
化
」
と
は
何
か

「
見
え
る
化
」
の
意
義
と
目
的

「
見
え
る
化
」
で
「
現
場
力
」
を
高
め
る
　
他

第
2
章
　「
見
え
る
化
」
の
基
本
的
考
え
方

仕
事
を
進
め
る
上
で
の
「
見
え
る
化
」
の
基
本
的
考
え

「
製
品
開
発
・
生
産
」
で
の
基
本
的
考
え
　
他

1 か 月 目

第
3
章
　「
見
え
る
化
」
の
進
め
方

「
見
え
る
化
」
の
計
画

仕
事
の
「
見
え
る
化
」
の
実
践

第
4
章
　「
見
え
る
化
」
の
事
例

基
準
の
「
見
え
る
化
」　
効
果
の
「
見
え
る
化
」

異
常
の
「
見
え
る
化
」　
差
異
の
「
見
え
る
化
」　
他

2 か 月 目

主
な
項
目

現
場
力
を
高
め
る
「
見
え
る
化
」
の
実
践

～
V
is
ua
l M
an
ag
em
en
t～

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

60 H
35

61 H
24

62 H
17

63 H
15

－ 22－



現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
考
え
方
の
原
点
を
学
ぶ
！

★「
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
」の
基
本
的
な
考
え
方
を
、体
系
的
に
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
、ム
ダ
取
り
改
善
事
例
が
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

★
基
本
的
な
内
容
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
、自
分
の
部
下
に

も
説
明
し
や
す
く
、大
い
に
活
用
で
き
ま
し
た
。

★
自
動
化
→
自
働
化
な
ど
、不
明
な
点
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

★
い
ろ
い
ろ
な
改
善
事
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

●「
か
ん
ば
ん
と
は
何
か
？
」「
ア
ン
ド
ン
と
は
何
か
？
」「
標
準
作

業
と
は
何
か
？
」と
い
っ
た
用
語
の
説
明
か
ら
そ
の
内
容
ま
で
、

ひ
と
と
お
り
学
習
し
ま
す
。

●
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
基
本
的
な
考
え
方
を
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
で
、応
用
レ
ベ
ル
へ
進
む
力
を
養
い
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

第
3
章
　
標
準
作
業

　
物
の
作
り
方
の
基
本
　
標
準
作
業
の
定
義
　
他

第
4
章
　
改
善
の
進
め
方

　
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
は
監
督
者
の
た
め
の
も
の
　
他

第
5
章
　
事
例
研
究

ゴ
ム
ロ
ー
ラ
ー
を
作
っ
て
い
る
工
場
　

和
菓
子
店
A
社
の
改
善
事
例
　
他

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
入
門

第
1
章
　
な
ぜ
改
善
を
す
る
の
か
？

　
収
益
確
保
の
三
つ
の
理
由
　
利
益
と
原
価

第
2
章
　
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
基
本
的
な
考
え
方

　
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
定
義
　
製
造
技
術
と
は
　
他

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

職
場
の
安
全
衛
生
管
理

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

安
全
衛
生
管
理
の
役
割
を
知
り
、
基
本
を
マ
ス
タ
ー
す
る
の
に
最
適
な
講
座
で
す！

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

●
安
全
衛
生
管
理
の
意
義
、目
的
の
理
解
か
ら
具
体
的
対
策
ま
で

を
ひ
と
と
お
り
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

●
は
じ
め
て
安
全
を
学
ぶ
人
で
も
、安
全
衛
生
管
理
の
フ
レ
ー
ム

が
十
分
身
に
つ
き
ま
す
。

●
一
度
安
全
衛
生
を
学
ん
だ
人
に
は
、知
識
を
体
系
的
に
整
理
す

る
の
に
最
適
で
す
。ま
た
、応
用
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

★
職
場
の
安
全
・
衛
生
管
理
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
な
の
で
、部

下
を
も
つ
立
場
と
し
て
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★
安
全
衛
生
委
員
に
な
っ
た
の
で
す
が
、話
が
わ
か
ら
ず
、少
し

で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
と
受
講
し
ま
し
た
。か
な
り
よ
く
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
衛
生
管
理
者
の
勉
強
を
始
め
る
前
に
、あ
る
程
度
の
知
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
各
作
業
で
の
危
険
に
対
す
る
心
得
が
わ
か
り
ま
し
た
。

★
作
業
管
理
を
実
施
す
る
上
で
必
要
な
、災
害
の
防
止
対
策
や
点

検
周
期
な
ど
、業
務
に
役
立
つ
こ
と
を
多
く
学
べ
ま
し
た
。

第
1
編
　
安
全
衛
生
管
理
総
論

安
全
衛
生
管
理
の
意
義
　
安
全
衛
生
管
理
体
制

安
全
衛
生
管
理
活
動
　
安
全
衛
生
点
検
　
他

1 か 月 目

第
2
編
　
安
全
管
理

機
械
に
よ
る
危
険
の
防
止
　
電
気
に
よ
る
危
険
の
防
止

爆
発
・
火
災
の
防
止
　
他

2 か 月 目

第
3
編
　
衛
生
管
理

作
業
環
境
管
理
お
よ
び
作
業
管
理
　
健
康
管
理

V
D
T作
業
管
理
　
職
場
に
お
け
る
喫
煙
対
策
　
他

3 か 月 目

主
な
項
目

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

ね
ら
い
と
特
色

み
ん
な
の
安
全
「
基
本
の
キ
」

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
9
,7
2
0
円

「
事
故
は
他
人
事
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い
う
意
識
を
変
え
る
！

★
職
場
で
役
立
ち
ま
し
た
。常
に
安
全
安
心
を
心
が
け
て
い
る
の

で
非
常
に
良
か
っ
た
で
す
。製
造
業
に
は
ぴ
っ
た
り
で
す
。

★
新
入
社
員
教
育
の
資
料
と
し
て
役
立
つ
内
容
で
し
た
。

★
報
告
書
に
添
付
す
る
な
ぜ
な
ぜ
解
析
の
考
え
方
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

★
各
項
目
の
記
載
内
容
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
て
、理
解
で
き

た
点
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

★
安
全
標
語
等
で
目
に
す
る
Q
C
サ
ー
ク
ル
、K
Y
K
、K
Y
T
と
い

う
よ
う
な
言
葉
の
意
味
が
わ
か
り
、さ
ら
に
実
際
の
内
容
に
つ

い
て
把
握
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

●
安
全
に
対
す
る
心
構
え
を
学
び
ま
す
。

●
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
な
ど
、安
全

に
関
す
る
基
礎
用
語
を
学
び
ま
す
。 

●
職
場
で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
よ
う
に
、K
Y
T
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
ま
す
。

1
章
　
安
全
と
は
？

2
章
　
服
装
と
職
場
環
境
も
事
故
に
関
係
す
る
！

3
章
　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
作
業

4
章
　
危
険
を
な
く
し
て
い
こ
う
！

1 か 月 目

5
章
　
現
状
維
持
か
ら
改
善
へ

6
章
　
落
ち
着
い
て
事
故
対
応

7
章
　
情
報
を
共
有
し
て
も
秘
密
は
守
る
！

8
章
　
健
康
バ
ッ
チ
リ
！
　
安
全
作
業

9
章
　
ま
だ
あ
る
安
全
対
策

2 か 月 目

主
な
項
目

受
講
者
の
声

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

事
故・
災
害
の
陰に
ある
ヒュ
ー
マン
エラ
ーを
防
止し
、安
全
か
つ
安
心し
て
働
ける
職
場を
つく
る！

★
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
必
ず
起
こ
り
、何
度
も
痛
い
目
に
遭
っ

て
き
ま
し
た
。フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
等
の
考
え
方
を
理
解
で
き
た

こ
と
は
大
き
く
、意
義
の
あ
る
受
講
で
し
た
。

★
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
全
体
像
を
つ
か
め
た
の
で
、今
後
一
貫

性
の
あ
る
対
策
活
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

★
若
年
層
、中
堅
層
で
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。慣
れ
、お
ご
り

な
ど“
人
”と
し
て
の
分
析
を
必
要
と
す
る
本
講
座
は
大
変
興

味
深
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

●
災
害
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
し
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
と

の
関
係
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 

●
人
間
を
取
り
巻
く
設
備
、作
業
・
環
境
、管
理
面
で
の
安
全
対

策
と
、危
険
に
際
し
て
適
切
な
行
動
を
取
る
た
め
の
感
受
性
訓

練
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

●
自
発
的
・
主
体
的
な
安
全
活
動
を
促
す
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
を
学
び
ま
す
。

●
現
場
で
起
き
る
ト
ラ
ブ
ル
や
災
害
の
事
例
が
豊
富
で
理
解
し

や
す
く
、実
践
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

第
4
章
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止

第
5
章
　
感
受
性
を
高
め
る
効
果
的
な
危
険
予
知
訓
練

第
6
章
　
安
全
と
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

安
全
リ
ー
ダ
ー
の
使
命
と
指
導
力（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）

安
全
へ
の
動
機
づ
け
（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

安
全
の
対
話
・
傾
聴
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

事
例
で
学
ぶ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
講
座

第
1
章
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
全
体
像
と
対
策
の
概
要

第
2
章
　
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

第
3
章
　
人
間
の
行
動
特
性
と
安
全

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

64 I6
4

65 H
21

66 I3
4

67 I6
9
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現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

現
場
力
を
高
め
る

「
ポ
カ
ヨ
ケ
実
践
と
チ
ョ
コ
停
対
策
」
 

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

強
い
製
造
現
場
作
り
へ
の
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
！

★
人
が
ミ
ス
を
犯
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、理
解
で
き
ま
し
た
。

★
作
業
を
行
う
時
、い
ま
一
度
危
険
な
箇
所
が
な
い
か
見
直
す
機

会
が
で
き
ま
し
た
。

★
製
造
の
入
門
的
な
コ
ー
ス
を
受
講
し
た
か
っ
た
た
め
、レ
ベ
ル

に
あ
っ
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
改
善
の
着
目
点
、手
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
現
場
で
作
業
ミ
ス
が
多
い
の
で
、対
策
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

★
ロ
ス
の
分
類
な
ど
、今
ま
で
あ
ま
り
気
に
か
け
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

●
人
は
な
ぜ
ポ
カ
ミ
ス
を
犯
す
の
か
を
理
解
し
、対
処
す
る
ポ
カ

ヨ
ケ
の
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。 

●
ポ
カ
ヨ
ケ
を
計
画
・
導
入
し
運
用
す
る
手
順
を
学
び
、実
践
力

が
身
に
つ
き
ま
す
。 

●
設
備
管
理
に
お
け
る
チ
ョ
コ
停
と
は
何
か
、な
ぜ
起
き
る
の
か

を
学
び
ま
す
。 

●
チ
ョ
コ
停
対
策
の
進
め
方
を
学
び
実
践
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

第
1
章
　
ポ
カ
ミ
ス
と
「
ポ
カ
ヨ
ケ
」

ポ
カ
ミ
ス
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

ポ
カ
ミ
ス
を
「
ポ
カ
ヨ
ケ
」
で
予
防
し
防
止
す
る

「
ポ
カ
ヨ
ケ
」
の
仕
組
み

第
2
章
　「
ポ
カ
ヨ
ケ
」
推
進
で
強
い
職
場
に
な
る

「
ポ
カ
ヨ
ケ
」
の
計
画

「
ポ
カ
ヨ
ケ
」
の
準
備
と
実
施
　
他

1 か 月 目

第
3
章
　
チ
ョ
コ
停
と
チ
ョ
コ
停
対
策

チ
ョ
コ
停
と
は

チ
ョ
コ
停
の
原
因
は
微
欠
陥
に
あ
り
　
他

第
4
章
　
チ
ョ
コ
停
と
設
備
管
理

設
備
の
7
大
ロ
ス
の
一
つ
、
チ
ョ
コ
停

設
備
の
性
能
維
持
と
不
具
合
の
発
見
　
他

2 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

改
善
と
提
案
の
実
践 受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

製
造
工
程
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
必
要
な
、
改
善
の
実
践
能
力
を
習
得
す
る！

★
製
造
業
で
働
い
て
い
く
う
え
で
必
要
な
改
善
に
つ
い
て
の
考

え
方
が
学
べ
ま
し
た
。

★
職
場
で
改
善
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、や
り
方
を
教
わ
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★
普
段
見
聞
き
し
て
い
る
用
語
の
意
味
が
理
解
で
き
て
、役
に
立

ち
ま
し
た
。

★
改
善
提
案
件
数
の
具
体
的
な
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、件

数
を
増
や
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
自
分
の
作
業
内
容
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
え
る
こ
と
で
、改

善
点
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
作
業
改
善
の
立
案
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
か
ら
、そ
れ
を
実
践
す
る
改

善
技
法
ま
で
、ひ
と
と
お
り
の
学
習
を
し
ま
す
。

●
現
場
で
の
作
業
改
善
が
立
案
で
き
、そ
れ
を
実
践
す
る
能
力
が

身
に
つ
き
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

作
業
改
善
の
重
要
性
　
作
業
改
善
の
歴
史

作
業
改
善
の
着
眼
点

職
場
ぐ
る
み
の
改
善
活
動
　
改
善
提
案
の
す
す
め
方

新
時
代
の
展
望
と
対
応

4 か 月 目

品
質
の
改
善
　
コ
ス
ト
の
改
善

作
業
方
法
の
改
善

安
全
性
の
改
善
　
設
備
・
機
械
の
改
善

5
S
の
す
す
め
方

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
企
業
が
適
正
な
利
益
を
得
て
永
続
し
、か
つ
成
長
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、生
産
現
場
で
の
安
全
衛
生
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、人
、材
料
、機
械
・
設
備
、資
金
を
む
り
な
く
、む
だ
な
く
、む
ら

な
く
活
用
し
て
、①
決
め
ら
れ
た
品
質
の
製
品
を
、②
決
め
ら
れ
た

納
期
ま
で
に
、③
決
め
ら
れ
た
数
量
を
経
済
的（
原
価
の
低
減
）に

生
産
す
る
活
動
を
行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
①・
②・
③
の
3

つ
の
要
素
を
上
手
に
実
施
さ
せ
る
た
め
の
管
理
が
生
産
管
理
で
す
。

　
こ
の
生
産
管
理
シ
リ
ー
ズ
は
、3
つ
の
要
素
を
同
時
に
考
慮
し
、総

合
的
な
管
理
を
目
的
に
、各
コ
ー
ス
毎
に
、つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

技
術
力
U
P!

生
産
現
場
の
中
堅
社
員
・
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
実
力
を
養
成
し
ま
す
！

※
申
込
み
時
に
い
ず
れ
か
の
科
目
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

 
N
o.
 

選
　
択
　
名
 

受
講
期
間
 
受
 講
 料

工
程
管
理
 I4
0
　
 

2
か
月
 
1
1
,8
8
0
円

作
業
管
理
 I4
1
 

2
か
月
 
1
1
,8
8
0
円

品
質
管
理
 I4
2
 

2
か
月
 
1
1
,8
8
0
円

原
価
管
理
 I4
3
 

2
か
月
 
1
1
,8
8
0
円

安
全
衛
生
管
理
及
び
環
境
の
保
全
 I4
4
B
 

2
か
月
 
1
1
,8
8
0
円

作
業
指
導
 I4
5
 

2
か
月
 
1
1
,8
8
0
円

設
備
管
理
 I4
6
 

2
か
月
 
1
1
,8
8
0
円

69 70 71 72 73 74 75

中
堅
社
員
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の

生
産
管
理
シ
リ
ー
ズ
〈
選
択
制
〉

工
程
管
理
　
工
程
管
理
の
考
え
方
　

生
産
形
態
と
生
産
方
式
　
工
程
管
理
の
役
割
　
他

作
業
管
理
　
作
業
の
標
準
化
　
作
業
研
究
　

方
法
研
究
の
主
な
手
法
　
他

品
質
管
理
　
品
質
管
理
の
考
え
方
　
統
計
の
基
礎
知
識
　

品
質
管
理
の
手
法
と
そ
の
活
用
　
他

原
価
管
理
　
原
価
管
理
の
目
的
と
原
価
の
構
成
要
素
　

標
準
原
価
計
算
と
考
慮
を
必
要
と
す
る
原
価
　
他

安
全
衛
生
管
理
及
び
環
境
の
保
全
　
安
全
衛
生
管
理
の

す
す
め
方
　
作
業
方
法
の
決
定
と
作
業
者
の
配
置
　
他

作
業
指
導
　
教
育
訓
練
計
画
の
た
て
方
お
よ
び
教
育
訓
練

の
実
施
　
教
育
訓
練
方
法
　
他

設
備
管
理
　
設
備
管
理
の
考
え
方
　

設
備
点
検
の
方
法
　
不
良
事
項
の
原
因
と
兆
候
　
他

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
各
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
各
2
回

69
～

75
I4
0～

43
・　
 

44
B・
45
・4
6

69 70 71 72 73 74 75

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

3 か 月 目2 か 月 目1 か 月 目

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
9
,4
4
0
円

改
善
推
進
者
に
ふ
さ
わ
し
い
改
善
技
術
を
身
に
つ
け
る
！

★
製
造
業
で
は
、生
産
環
境
の
変
化
に
対
し
て
常
に
改
善
を
進
め

る
こ
と
で
、コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、管
理
・
監
督
者
は
、改
善
目
標
を
掲
げ
る
と

と
も
に
、改
善
推
進
者
な
ど
の
改
善
ス
キ
ル
を
常
に
向
上
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★「
改
善
分
析
力
」「
改
善
設
計
力
」「
改
善
企
画
力
」の
3
つ
を
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。

★
3
つ
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、具
体
的
な
実
践
技
法
を
も
と
に
学

習
し
、改
善
推
進
者
に
ふ
さ
わ
し
い
改
善
技
術
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●「
改
善
分
析
力
」で
は
、各
種
分
析
ツ
ー
ル
の
使
い
方
が
身
に
つ

き
ま
す
。

●「
改
善
設
計
力
」で
は
、具
体
的
な
活
動
方
策
、設
計
技
法
が
身

に
つ
き
ま
す
。

●「
改
善
企
画
力
」で
は
、発
掘
し
た
改
善
課
題
を
企
画
案
へ
展
開

す
る
力
が
養
成
さ
れ
ま
す
。も
の
づ
く
り
現
場
の
「
カ
イ
ゼ
ン
3つ
の
ス
キ
ル
」

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

主
な
項
目

序
章
　
カ
イ
ゼ
ン
の
ス
キ
ル
向
上
の
必
要
性
と
考
え
方

　
カ
イ
ゼ
ン
の
ス
キ
ル
向
上
の
必
要
性
　
他

第
1
章
　
必
要
な
ス
キ
ル
（
そ
の
1
）
　
改
善
分
析
力

　
改
善
分
析
力
向
上
の
た
め
の
分
析
ツ
ー
ル
の
使
い
方
　
他

第
2
章
　
必
要
な
ス
キ
ル
（
そ
の
2
）
　
改
善
設
計
力

　
改
善
設
計
力
向
上
の
た
め
の
4
つ
の
力
　
他

第
3
章
　
必
要
な
ス
キ
ル
（
そ
の
3
）
　
改
善
企
画
力

　
改
善
企
画
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
6つ
の
ス
キ
ル
　
他

第
4
章
　
改
善
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
提
言

　
ラ
イ
ン
主
導
の
改
善
の
推
進
　
他

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

ね
ら
い
と
特
色

68 H
22 76 I3
0

77 H
40

－ 24－



現
場
力
U
P!
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

も
の
づ
く
り
現
場
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
見
つ
け
方
や
解
決
方
法
を
学
ぶ

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目

1
章
　
問
題
解
決
と
は
何
か

　［
問
題
と
は
何
か
］

　［
問
題
と
課
題
の
違
い
］

　［
問
題
を
解
決
す
る
い
ろ
い
ろ
な
方
法
］

2
章
　
問
題
解
決
の
進
め
方

　［
問
題
解
決
型
の
ポ
イ
ン
ト
と
進
め
方
］

　［
課
題
達
成
型
の
ポ
イ
ン
ト
と
進
め
方
］

3
章
　
も
の
づ
く
り
現
場
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か

　［
も
の
づ
く
り
現
場
の
安
全
・
品
質
・
納
期
と
コ
ス
ト
］

　［
製
造
物
責
任
法
］

　［
も
の
づ
く
り
現
場
に
潜
ん
で
い
る
問
題
の
見
つ
け
方
］

4
章
　
問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
る

　［
問
題
解
決
力
と
は
何
か
］

　［
問
題
解
決
に
必
要
な
基
本
的
能
力
を
養
う
］

※
内
容
は
、一
部
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
問
題
を
把
握
し
、そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
手
法

に
つ
い
て
、も
の
づ
く
り
現
場
の
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
解
説
し

て
い
き
ま
す
。

●
問
題
解
決
に
不
可
欠
な
Q
C
七
つ
道
具
や
Q
C
ス
ト
ー
リ
ー

の
進
め
方
に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

も
の
づ
く
り
現
場
の
問
題
解
決
入
門

★
も
の
づ
く
り
現
場
で
は
、品
質
・
コ
ス
ト
・
納
期
・
安
全
な
ど
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

問
題
、あ
る
い
は
潜
ん
で
い
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
知
識

や
方
法
を
学
び
、問
題
解
決
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
ま
す
。

▶
問
題
の
原
因
を
つ
か
み
、解
決
す
る
た
め
の
手
段
や
手
順
を

考
え
だ
し
、行
動
す
る
力
を
養
い
ま
す
。

▶
認
識
で
き
る
問
題
だ
け
で
な
く
、認
識
で
き
て
い
な
い
、潜
ん

で
い
る
問
題
を
発
見
し
、解
決
に
導
く
方
法
に
つ
い
て
も
学

ん
で
い
き
ま
す
。

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
実
際
に
現
場（
職
場
）で
こ
れ
か
ら
活
用
で
き
る
も
の
だ
っ
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

★
講
座
名
の
と
お
り
、基
本
的
な
内
容
か
ら
学
べ
る
テ
キ
ス
ト
が

良
か
っ
た
で
す
。

★
場
面
ご
と
に
、問
題
点
を
見
抜
く
た
め
に
最
良
な
グ
ラ
フ
の
種

類
・
名
前
が
わ
か
っ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。

★
以
前
よ
り
も
、品
質
や
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
て
仕
事
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
9
,7
2
0
円

品
質
管
理
の
考
え
方・
進
め
方
の
基
本
を
習
得
し
、日
々
の
業
務
の
改
善
に
つ
な
げ
る！

●
は
じ
め
て
品
質
管
理
を
学
ぶ
方
や
、こ
れ
か
ら
小
集
団
活
動

（
Q
C
サ
ー
ク
ル
な
ど
）を
始
め
る
メ
ン
バ
ー
の
方
に
適
し
て

い
ま
す
。

●
品
質
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
・
進
め
方
を
理
解
し
ま
す
。

●
Q
C
手
法
や
、
小
集
団
活
動
（
Q
C
サ
ー
ク
ル
な
ど
）
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
の
基
本
的
な
ス
キ
ル
が
身
に
つ
く
こ
と
で
、
業

務
改
善
活
動
に
役
立
ち
ま
す
。

品
質
管
理
「
基
本
の
キ
」

1 か 月 目

デ
ー
タ
の
扱
い
方
・
Q
C
手
法
を
習
得
し
、
改
善
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う

5
章
　
デ
ー
タ
の
と
り
方
・
ま
と
め
方

6
章
　
Q
C
七
つ
道
具
（
Q
7
）

7
章
　
新
Q
C
七
つ
道
具
（
Ｎ
7
）

8
章
　
改
善
に
つ
な
げ
よ
う

2 か 月 目

主
な
項
目

品
質
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
か
ら
、
実
際
の
進
め

方
を
学
習
し
ま
す

1
章
　
企
業
活
動
と
品
質
管
理

2
章
　
Q
C
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方

3
章
　
品
質
管
理
の
進
め
方
Ⅰ〈
心
が
ま
え
〉

4
章
　
品
質
管
理
の
進
め
方
Ⅱ〈
問
題
解
決
と
小
集
団
活
動
〉

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

職
場
の
効
果
的
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

コ
ス
ト
の
発
生
要
因
か
ら
対
策
ま
で
、
多
く
の
事
例
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
学
ぶ！

★
基
礎
の
復
習
が
で
き
、忘
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
せ
ま
し
た
。

★
普
段
は
設
備
保
全
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り
、お
金
の
流
れ
な
ど

の
勉
強
を
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、通
信
教
育
で
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

★
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
こ
と
を
学
習
で
き

ま
し
た
。特
に
、製
品
分
析
や
材
料
調
達
か
ら
の
コ
ス
ト
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
は
、設
計
業
務
に
役
立
つ
と
感
じ
ま
し
た
。

★
日
常
の
作
業
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、学
習
後
、作
業
に
取
り
組

む
と
き
、意
識
的
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

●
生
産
活
動
に
お
け
る
コ
ス
ト
の
意
味
を
理
解
し
、全
社
的
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
の
本
質
を
理
解
し
ま
す
。

●
人
・
作
業
方
法
・
材
料
・
設
備
な
ど
の
面
か
ら
、具
体
的
な
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
身
に
つ
き
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

生
産
で
は
ど
の
よ
う
な
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
く
る
か

コ
ス
ト
の
構
成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

原
価
算
定
は
ど
う
す
る
か
　
他

製
品
分
析
お
よ
び
材
料
計
画
か
ら
の
コ
ス
ト
の
引
下
げ

材
料
調
達
お
よ
び
現
品
管
理
か
ら
の
コ
ス
ト
引
下
げ

他

4 か 月 目

人
の
面
か
ら
の
コ
ス
ト
の
引
下
げ

作
業
時
間
の
有
効
的
な
使
い
か
た

標
準
時
間
の
設
定
と
活
用
の
し
か
た
　
他

労
働
力
を
機
械
力
に
移
転
し
よ
う

段
取
時
間
か
ら
み
た
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
　
他

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

Q
C
七
つ
道
具
・
新
Q
C
七
つ
道
具
の
手
法
と
問
題
解
決
の
実
践
を
学
ぶ

★
品
質
管
理
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

★
物
事
を
多
角
的
に
見
て
判
断
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
り

ま
し
た
。

★
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、仕
事
上
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
の
意

味
や
内
容
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

★
字
が
大
き
く
て
見
や
す
か
っ
た
で
す
。図
表
が
各
所
に
あ
っ
て
、

視
覚
的
に
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

★
グ
ラ
フ
の
書
き
方
な
ど
、
当
然
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
新
た
に
気
づ
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

★
品
質
管
理
だ
け
で
な
く
、業
務
全
般
で
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
2
0
,5
2
0
円

●
多
く
の
実
践
例
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、職
場
で
の
問
題
解
決

能
力
を
向
上
さ
せ
る
力
が
養
成
さ
れ
ま
す
。

●
Q
C
手
法（
Q
7
、N
7
）か
ら
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
ま
で
、学
習

に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
身
に
つ
き
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

品
質
と
は
　
Q
C
的
も
の
の
見
方
・
考
え
方

デ
ー
タ
の
と
り
方
　
層
別
　
グ
ラ
フ

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
　
パ
レ
ー
ト
図

特
性
要
因
図
　
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム

散
布
図
　
管
理
図

連
関
図
　
系
統
図
　
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
図

改
善
の
進
め
方
　
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動

現
場
に
役
立
つ
品
質
管
理
（
手
法
と
実
践
）

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

78 H
53

79 I2
7

80 I9
8

81 I1
8
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現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

職
場
改
善
の
基
礎
で
あ
る
ム
ダ
の
見
つ
け
方
と
取
り
方
を
学
ぶ
！

★
職
場
内
の
ム
ダ
は
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
お
り
、ム
ダ
の
と
り

方
を
学
習
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、実
践
に
活
か
せ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

★
普
段
の
作
業
で
、ム
ダ
と
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
の
中
に
ム
ダ
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、他
に
も
ム
ダ
が
な
い
か
、意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

★
今
ま
で
は
実
行
す
る
以
前
の
段
階
で
あ
き
ら
め
が
ち
で
し
た

が
、「
ま
ず
は
行
動
を
起
こ
し
て
み
よ
う
」と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

★
す
で
に
職
場
で
実
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
内
容
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

●「
ム
ダ
と
は
何
か
」を
学
習
し
ま
す
。 

●「
現
場
改
善
の
基
本
は
ム
ダ
取
り
」で
あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま

す
。 

●
ム
ダ
を
見
つ
け
、そ
れ
を
少
な
く
し
、取
り
除
い
て
い
く
た
め

の
や
り
方
を
習
得
し
ま
す
。現
場
の
ム
ダ
の
見
つ
け
方
取
り
方

第
1
章
　
現
場
改
善
は
「
ム
ダ
取
り
」
か
ら

現
場
改
善
は
ム
ダ
取
り

現
場
改
善
活
動
は
ム
ダ
取
り
が
基
本

第
2
章
　
ム
ダ
と
は
何
か

ム
ダ
と
は
何
か
？
　
　
必
要
な
ム
ダ
と
不
必
要
な
ム
ダ

1 か 月 目

第
3
章
　
ム
ダ
の
見
つ
け
方

ム
ダ
を
見
つ
け
る
に
は

ム
ダ
を
見
つ
け
る
方
法
　
　
ム
ダ
の
見
え
る
化

第
4
章
　
現
場
の
ム
ダ
を
摘
み
取
ろ
う

ム
ダ
を
摘
み
取
る
た
め
に
　
　
ム
ダ
取
り
の
ポ
イ
ン
ト

2 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

初
め
て
物
流
を
学
ぶ
方
、
物
流
を
学
び
直
し
て
み
た
い
方
々
の
た
め

差
が
つ
く
物
流
「
基
本
の
キ
」

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
9
,7
2
0
円

工
場
出
荷
か
ら
消
費
者
に
届
く
ま
で
、
物
流
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
！

★
物
流
の
基
本
、仕
組
み
や
言
葉
の
定
義
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
社
内
で
は
基
礎
教
育
の
部
分
を
勉
強
す
る
機
会
が
な
い
た
め
、

物
流
の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
物
流
AB
C
に
つ
い
て
の
解
説
が
、わ
か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
学
習
す
る
こ
と
で
、普
段
の
業
務
の
中
で
看
過
し
て
い
た
こ
と

が
多
々
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

★
時
代
の
変
化
に
合
致
し
た
内
容
で
あ
り
、今
後
の
判
断
材
料
に

な
り
ま
し
た
。

●
物
流
の
し
く
み
と
機
能
な
ど
、基
礎
が
し
っ
か
り
身
に
つ
き
ま
す
。 

●
物
流
管
理
と
物
流
戦
略
、お
よ
び
昨
今
の
物
流
の
新
し
い
展
開

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

第
1
章
　
「
物
流
」
と
は
何
だ
ろ
う

物
流
と
は
？
　
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
物
流
に
つ
い
て

第
2
章
　
物
流
の
し
く
み
と
機
能

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
本

輸
送
コ
ス
ト
は
物
流
費
に
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
が
大

国
内
貨
物
の
輸
送
量
　
他

1 か 月 目

主
な
項
目

第
3
章
　
物
流
管
理
と
物
流
戦
略

物
流
コ
ス
ト
管
理
の
考
え
方
に
つ
い
て

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
基
本
　
他

第
4
章
　
物
流
の
新
し
い
展
開

情
報
化
時
代
の
物
流
　
環
境
問
題
と
物
流
に
つ
い
て

国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
た
物
流
等

物
流
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て
　
他

2 か 月 目

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

現
場
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

新
入
社
員
教
育
に
最
適
！
 カ
イ
ゼ
ン
の
基
本
か
ら
提
案
活
動
ま
で
を
学
ぶ
！

★
改
善
の
勉
強
会
で
勉
強
し
た
内
容
が
テ
キ
ス
ト
に
詳
し
く
書

か
れ
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

★
自
分
の
仕
事
に
身
近
な
内
容
な
の
で
、勉
強
し
た
こ
と
を
そ
の

ま
ま
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

★
こ
れ
ま
で
漠
然
と
取
り
組
ん
で
い
た
改
善
の
方
法
に
つ
い
て
、

手
順
を
踏
み
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

★
提
案
活
動
の
原
点
や
考
え
方
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、も
っ

と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

★
今
回
の
学
習
で
、作
業
改
善
や
提
案
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

●
作
業
改
善
に
あ
た
っ
て
の
見
方
・
考
え
方
・
問
題
発
見
の
手

が
か
り
か
ら
、改
善
の
手
順
と
技
法
の
原
理
原
則
、工
程
や
動

作
の
分
析
方
法
ま
で
、ひ
と
と
お
り
の
知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

●
多
様
な
現
場
に
お
い
て
、実
際
の
作
業
改
善
の
提
案
が
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

作
業
カ
イ
ゼ
ン
と
提
案
の
す
す
め
か
た

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

カ
イ
ゼ
ン
と
は
　
省
力
化
を
考
え
よ
う

問
題
発
見
の
手
が
か
り

カ
イ
ゼ
ン
手
順
と
技
法

カ
イ
ゼ
ン
手
順
の
段
階
Ⅰ
　
カ
イ
ゼ
ン
手
順
の
段
階
Ⅱ

カ
イ
ゼ
ン
計
画
の
実
施
か
ら
定
着
ま
で

問
題
点
の
見
つ
け
方
と
ア
イ
デ
ア
を
出
す
手
が
か
り

工
程
分
析
　
動
作
分
析

ワ
ー
ク
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
　
運
搬
工
程
分
析

パ
レ
ー
ト
図・
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
・
特
性
要
因
図
の
書
き
方

グ
ラ
フ
の
書
き
方
　
提
案
制
度
Ⅰ
　
提
案
制
度
Ⅱ

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
カ
イ
ゼ
ン

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

伝
え
る
た
め
の
技
術
文
書
作
成
講
座

（
実
践
指
導
付
き
）

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
2
0
,5
2
0
円

“
相
手
に
伝
わ
る
”
技
術
文
書
を
作
成
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
！

★
文
章
作
成
の
目
安（
文
章
の
長
さ
な
ど
）が
細
か
く
記
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

★
添
削
時
に
よ
く
練
っ
て
い
な
い
文
章
に
つ
い
て
、講
師
の
方
よ

り
鋭
い
指
摘
を
い
た
だ
き
、や
は
り「
半
端
な
も
の
は
わ
か
っ

て
し
ま
う
も
の
だ
」と
良
い
自
戒
に
な
り
ま
し
た
。

★
テ
キ
ス
ト
の
コ
ラ
ム
に
普
段
な
ん
と
な
く
使
用
し
て
い
た
言

葉
に
つ
い
て
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
て
、面
白
か
っ
た
で
す
。

★
添
削
の
指
摘
が
わ
か
り
や
す
く
、丁
寧
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
良
か

っ
た
で
す
。

●“
相
手
に
伝
わ
る
”技
術
文
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
技
術
文
書
の
目
的
・
役
割
を
理
解
し
、早
く
・
正
確
に
・
わ
か

り
や
す
く
書
く
方
法
を
学
び
ま
す
。 

●
打
合
せ
／
出
張
報
告
書
か
ら
企
画
提
案
書
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な

技
術
文
書
の
違
い
を
学
び
、“
相
手
に
伝
わ
る
”技
術
文
書
を
作

成
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

●
経
験
豊
富
な
技
術
者
に
よ
る
、て
い
ね
い
な
添
削
指
導
を
3
回

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目

技
術
文
書
の
書
き
方
（
実
践
編
）

　
第
5
章
　
わ
か
り
や
す
い
技
術
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

　
第
6
章
　
読
み
や
す
い
技
術
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

　
第
7
章
　
企
画
書
の
基
本

　
第
8
章
　
企
画
書
の
書
き
方
の
実
際

2 か 月 目

総
復
習
1
か
月
目
、
2
か
月
目
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
3
回

目
の
技
術
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

3 か 月 目

技
術
文
書
の
書
き
方
（
基
礎
編
）

　
第
1
章
　
技
術
文
書
の
目
的
と
役
割

　
第
2
章
　
文
書
作
成
の
基
本

　
第
3
章
　
文
書
を
書
く
た
め
の
基
本
ル
ー
ル

　
第
4
章
　
技
術
レ
ポ
ー
ト
の
実
際

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
C
D
-R
O
M

　
　
　
　
　 （
技
術
文
書
作
成
例
・
テ
ン
プ
レ
ー
ト
等
）
1
枚

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回
（
実
践
指
導
）

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

82 H
16

83 I2
4

84 H
10

85 H
30
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技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目

★
ア
イ
デ
ア
発
想
を
豊
か
に
す
る
コ
ツ
が
つ
か
め
ま
し
た
。

★
製
品
化
に
至
る
過
程
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
今
ま
で
何
と
な
く“
売
れ
る
か
ら
”“
要
望
が
あ
る
か
ら
”と
企

画
し
て
い
た
新
製
品
に
つ
い
て
、ア
イ
デ
ア
か
ら
発
売
ま
で

し
っ
か
り
し
た
段
階
を
踏
ん
で
い
れ
ば
、怖
い
も
の
な
し
！

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

★
も
の
の
見
方
・
考
え
方
の
幅
が
広
が
り
、問
題
意
識
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
こ
れ
ま
で
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
成
功
し
た
発
明
や
商
品
開
発
が
ど
の
よ
う
な
ヒ
ン

ト
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
、前
例
か
ら
学
び
ま
す
。 

●
ア
イ
デ
ア
発
想
の
一
定
の
法
則
を
知
る
こ
と
で
、ア
イ
デ
ア
を

簡
単
に
発
想
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
売
れ
る
商
品
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
発
掘
で
き
る
か
、前
例
を

参
考
に
そ
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

第
1
章
　
発
想
の
基
礎
づ
く
り

第
2
章
　
も
の
の
見
方
、
考
え
方

第
3
章
　
ア
イ
デ
ア
は
す
べ
て
小
さ
な
ヒ
ン
ト
か
ら

も
の
づ
く
り
の
「
ア
イ
デ
ア
自
由
自
在
」

─
売
れ
る
商
品
の
ア
イ
デ
ア
の
出
し
方
─ 受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
5
,1
2
0
円

発
想
法
の
コ
ツ
を
学
び
、ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
く
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
頭
脳
を
つ
く
る
!!

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

第
4
章
　
ア
イ
デ
ア
を
出
そ
う

第
5
章
　
人
を
動
か
す
人
の
心

第
6
章
　
売
れ
る
商
品
を
つ
く
ろ
う

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

技
術
力
は
コ
ス
ト
力
！
収
益
を
確
保
す
る
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
習
す
る

●
企
業
の
目
的
と
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、利
益
の
関
連
を
把
握

し
ま
す
。

●
コ
ス
ト
の
概
念
お
よ
び
コ
ス
ト
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解

し
ま
す
。

●
技
術
力
と
は
コ
ス
ト
力
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
す
。

●
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、コ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
手
法
を
習
得
し

ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目

コ
ス
ト
把
握
の
考
え
方
と
そ
の
方
法

コ
ス
ト
把
握
の
ね
ら
い
と
そ
の
活
用
　
他

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
考
え
方
と
方
法

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
各
種
手
法
　
他

2 か 月 目

コ
ス
ト
の
創
り
込
み
（
コ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

い
ま
、
な
ぜ
コ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
か

コ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
考
え
方

コ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
手
順
　
他

3 か 月 目

企
業
経
営
と
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

企
業
の
目
的
　
技
術
者
に
と
っ
て
の
コ
ス
ト
　
他

コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

コ
ス
ト
（
原
価
）
と
は
　

コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
目
的
　
他

★
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
、世
界
市
場
で
日
本
商
品
が
勝
ち
残
っ
て

い
く
た
め
に
は
、品
質
と
共
に
コ
ス
ト
競
争
力
が
重
要
と
な
り

ま
す
。市
場
に
合
致
し
た「
コ
ス
ト
競
争
力
を
も
つ
商
品
」を
提

供
す
る
に
は
、収
益
を
確
保
す
る
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

★
本
講
座
で
は
、「
技
術
力
は
コ
ス
ト
力
」の
視
点
で
、商
品
を
開

発
、製
造
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
届
け
る
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
過
程
で

生
じ
る
コ
ス
ト
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、収
益
を
確
保
し
て
い
く

考
え
方
を
学
習
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す技
術
者
の
た
め
の「
コ
ス
ト
競
争
力
ア
ッ
プ
」

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
品
質
工
学
の
具
体
的
な
計
算
方
法
だ
け
で
な
く
、考
え
方
か
ら

順
序
だ
て
て
説
明
さ
れ
て
い
た
の
で
、理
解
し
や
す
く
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

★
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
品
質
工
学
入
門
を
は
じ
め
て
勉
強

で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

★
同
じ
部
署
の
同
僚
と
受
講
し
、月
イ
チ
の
勉
強
会
を
す
る
こ
と

で
感
じ
て
い
た
疑
問
点
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
レ
ポ
ー
ト
問
題
を
解
く
こ
と
で
、品
質
工
学
の
計
算
法
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
知
識
の
振
り
返
り
が
で
き
ま
し
た
。

★
S
N
比
計
算
の
基
礎
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

品
質
工
学
を
少
し
で
も
平
易
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
！

●
品
質
工
学
の
考
え
方
が
し
っ
か
り
理
解
で
き
ま
す
。

●
品
質
工
学
の
難
解
さ
は
、多
く
の
人
た
ち
が
計
算
方
法
に
気
を

取
ら
れ
て
、考
え
方
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。誰

に
で
も
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、価
値
あ
る
品
質
工
学
を
少
し
で

も
平
易
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目

製
造
段
階
の
活
用
方
法

オ
ン
ラ
イ
ン
品
質
工
学
の
課
題
　

オ
ン
ラ
イ
ン
品
質
工
学
の
特
徴
　
他
　

付
録
　
品
質
工
学
用
語
集
　

3 か 月 目

品
質
工
学
の
基
礎
を
理
解
す
る
た
め
に

品
質
工
学
の
発
祥
　
タ
グ
チ
メ
ソ
ッ
ド
の
誕
生

技
術
開
発
と
し
て
の
品
質
工
学

製
造
段
階
以
降
の
品
質
工
学
　
他

品
質
工
学
入
門
（
タ
グ
チ
メ
ソ
ッ
ド
入
門
）

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

技
術
評
価
の
た
め
の
方
法
論

技
術
を
評
価
す
る
と
は
　

電
気
的
特
性
に
よ
る
評
価
の
方
法
　

力
と
変
形
量
の
関
係
に
よ
る
評
価
　
他

ね
ら
い
と
特
色

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

設
計
者
の
た
め
の
「
製
造
の
基
礎
知
識
」

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

設
計
に
携
わ
る
方
の
た
め
に
、
も
の
づ
く
り
の
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す

★
予
想
し
て
い
た
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
し
た
が
、図
や
表

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
て
理
解
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

★
加
工
技
術
や
測
定
技
術
な
ど
製
造
の
基
礎
的
な
知
識
を
わ
か

り
や
す
く
書
い
て
い
る
た
め
、新
人
や
は
じ
め
て
学
ぶ
人
に
良

い
教
科
書
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

★
設
計
・
開
発
を
行
う
う
え
で
、選
定
判
断
に
困
る
場
面
が
あ
り

ま
し
た
が
、こ
の
受
講
に
よ
っ
て
、選
定
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
業
務
に
活
か
せ
る
知
識
が
増
え
て
良
か
っ
た
で
す
。

●
も
の
づ
く
り
の
方
法
を
、製
造
工
場
の
工
程
順
に
、ま
た
材
料

の
加
工
現
象
を
も
と
に
、系
統
的
に
学
習
し
ま
す
。

●
要
求
仕
様
に
適
し
た
材
料
と
、経
済
的
に
優
れ
た
工
作
法
を
選

択
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
習
し
ま
す
。 

●
部
品
の
完
成
後
か
ら
製
品
完
成
ま
で
、組
立
・
検
査
の
各
工
程

の
留
意
点
も
学
習
し
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目

3
章
　
加
工
技
術
の
基
礎

2 か 月 目

4
章
　
表
面
処
理

5
章
　
測
定
・
検
査

6
章
　
設
計
に
お
け
る
留
意
点

3 か 月 目

1
章
　
設
計
と
加
工

2
章
　
工
業
材
料

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

86 A
22

87 I8
5

88 M
38

89 M
37
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技
術
力
U
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

特
許
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
か
ら
の
特
許
戦
争
を
勝
ち
抜
こ
う
！

★
本
講
座
で
は
、知
的
財
産
権
に
関
す
る
基
礎
知
識
か
ら
、特
許

戦
略
、特
許
権
行
使
ま
で
を
学
び
ま
す
。

★
特
許
庁
電
子
図
書
館
の
検
索
の
し
か
た
や
、特
許
を
作
成
す
る

際
の
注
意
点
、ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
や
さ
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

★
レ
ポ
ー
ト
の
講
評
に
手
書
き
で
し
っ
か
り
と
励
ま
し
の
言
葉

を
書
い
て
あ
り
、良
か
っ
た
で
す
。

★
普
段
学
ぶ
機
会
が
な
い
内
容
な
の
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

★
多
岐
に
わ
た
る
内
容
な
の
で
、多
少
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

が
理
解
で
き
ま
し
た
。

●
知
的
財
産
権
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

●
特
許
明
細
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
企
業
の
特
許
戦
略
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

第
1
章
　
知
的
財
産
権
と
は

第
2
章
　
特
許
出
願
か
ら
審
査
請
求
、
登
録
ま
で

第
3
章
　
ア
イ
デ
ア
を
特
許
に
す
る
に
は

第
4
章
　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
特
許
と
は

第
5
章
　
特
許
明
細
書
の
書
き
方

1 ・ 2 か 月 目

第
6
章
　
特
許
戦
略
の
基
礎

第
7
章
　
知
的
財
産
権
関
連
資
料
編

第
8
章
　
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
料

3 か 月 目

主
な
項
目

知
的
財
産
権
入
門（

特
許
調
査・
出
願
か
ら
特
許
戦
略・
権
利
行
使
ま
で
）

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
本
講
座
の
学
習
期
間
は
3
か
月
で
す
が
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
は

2
回
で
す
。

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

●
自
分
の
頭
で
考
え
、多
元
的
な
も
の
の
見
方
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
際
に
、相
手
の
考
え
方
を
知

る
ベ
ー
ス
が
で
き
ま
す
。

●
人
類
の
知
の
体
系
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ー
ツ
を
学
ぶ
道
の

り
を
示
し
ま
す
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
9
,4
4
0
円

予
測
の
で
き
な
い
不
確
実
な
時
代
を
生
き
抜
く
判
断
力
を
磨
く

世
界
を
生
き
ぬ
く
教
養
の
力
　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
入
門
講
座

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
A
Iな
ど
科
学
技
術
の
急
速
な
進
歩
が
社
会
に

大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
激
動
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。こ
の

時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、相
手
の
考
え
や
立
場
を
理
解
し
物

事
を
深
く
考
え
、自
分
な
り
の
判
断
基
準
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

★
今
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
知
識
を
歴
史
・
宗
教
・
哲
学
・
科
学
・

文
化
と
い
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
世
界
か
ら
学
び
ま
す
。

★
自
分
な
り
の
判
断
基
準
を
持
つ
た
め
に
、自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
、道
徳
観
や
倫
理
観
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊
　
※
JT
EX
 -N
O
M
A
共
同
開
発

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回
（
記
述
式
）

第
1
章
　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は
何
か

　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
意
味
　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
現
在
　
他

第
2
章
　
人
類
の
歴
史
を
概
観
し
て
み
る

　
神
話
に
み
る
世
界
観
　
地
球
の
誕
生
と
人
類
の
歴
史
　
他

1 か 月 目

第
3
章
　
教
養
と
し
て
の
世
界
宗
教

　
ビ
ジ
ネ
ス
に
影
響
を
与
え
る
宗
教
　
宗
教
の
成
立
と
発
展
　
他

第
4
章
　
教
養
と
し
て
の
哲
学
・
思
想

　
哲
学
と
は
　
ビ
ジ
ネ
ス
や
生
活
の
中
で
の
哲
学
　
他

第
5
章
　
自
然
科
学
の
歴
史
と
発
展

　
自
然
科
学
の
歴
史
　
天
文
学
と
暦
と
気
候
　
他

2 か 月 目

第
6
章
　
科
学
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
芸
術

　
自
然
科
学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
と
ア
ー
ト
　
他

第
7
章
　
世
界
の
文
化
・
文
明
を
現
代
の
視
点
で

　
現
代
世
界
の
文
化
・
文
明
　
他

第
8
章
　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
実
践

　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
ビ
ジ
ネ
ス
や
組
織
運
営
に
活
か
す
　
他

3 か 月 目

主
な
項
目

語
学
力
U
P!
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
2
7
,0
0
0
円

英
文
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
し
よ
う

●
TO
EI
C
®問
題
の
P
ar
t3
.4（
会
話
文
）、
P
ar
t7
（
読
解
問
題
）

に
対
応
し
て
い
る
英
文
で
学
習
し
ま
す
。

●
TO
EI
C
®3
5
0
-5
0
0
点
の
学
習
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

ね
ら
い
と
特
色

長
文
ラ
ク
ラ
ク
「
速
読
英
語
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

～
T
O
E
IC
®L
＆
R
 T
E
S
T
対
策
コ
ー
ス

★
速
読
教
育
で
実
績
が
あ
る（
株
）S
R
J（
日
本
速
脳
速
読
協
会
）が
提

供
す
る「
速
読
英
語
TO
EI
C
®L
&
R
 T
ES
T
対
策
コ
ー
ス
」で
、P
C

を
使
っ
て
英
文
の
速
読
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。

★
速
い
速
度
の
な
ぞ
り
読
み
で
、英
語
を
見
る
ス
ピ
ー
ド
を
養
い
ま
す
。

★
ス
ラッ
シ
ュリ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
、英
文
を
か
た
ま
り
で
と
ら
え
る
力
を
つ
け
ま
す
。

★
時
間
を
計
測
し
な
が
ら
、長
文
英
語
を
素
早
く
正
確
に
読
む
力
を
習
得
し
ま
す
。

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

W
eb
教
材
「
み
ん
な
の
速
読
英
語
」

注
：
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
有
効
期
間
は
5
か
月
間
で
す
。

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回
（
W
eb
／
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）

※
推
奨
動
作
環
境
O
S

パ
ソ
コ
ン
：
W
in
do
w
s 
1
0
／
8
.1
／
8
／
7
／
V
is
ta

M
ac
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
：
iO
S
の
み

V
oc
ab
ul
ar
y（
語
彙
）

　
単
語
を
覚
え
る
　
　
和
訳
問
題
を
解
く

R
ea
di
ng
（
演
習
）

　
長
文
問
題
を
読
む
（
読
書
速
度
計
測
）

　
質
問
に
答
え
る
（
読
解
）
　
　
解
答
を
確
認
す
る

S
pe
ed
 R
ea
di
ng
（
速
読
）

　
眼
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　
　
な
ぞ
り
読
み
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
ス
ラ
ッ
シ
ュ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
　
　
読
書
速
度
計
測

R
ea
di
ng
（
復
習
）

　
長
文
問
題
を
読
む
（
読
書
速
度
計
測
）

　
質
問
に
答
え
る
（
読
解
）

　
解
答
を
確
認
す
る
　
　
応
用
で
確
認
す
る

1 ・ 2 か 月 目

主
な
項
目

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

国
際
力
U
P!

U
R
L
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w
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊
＋
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
1
冊
＋
別
冊
1
冊

◆
別
冊
：「
世
界
中
で
通
じ
る
！
製
造
現
場
の
英
語
」（
ア
ス
ク
出
版
）

◆
音
声
デ
ー
タ
（W
eb
再生
　パ
ソコ
ン再
生用
デー
タの
ダウ
ンロ
ード
サー
ビス
有）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回
／
ス
マ
ホ
ま
た
は
P
C
を
使
っ
た
W
eb
提
出

◆
W
eb
確
認
ド
リ
ル
（
4
8
回
／
ス
マ
ホ
ま
た
は
P
C
対
応
）

◆
自
由
課
題
（
1
2
回
／
ス
マ
ホ
ま
た
は
P
C
対
応
）

●
ス
マ
ホ
・
P
C
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
ま
す
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
2
1
,6
0
0
円

製
造
現
場
で
使
う
英
語
が
、ス
マ
ホ
も
使
って
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、世
界
中
で
学
習
で
きる
！

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

〈
基
本
編
〉

製
造
現
場
で
よ
く
使
う
物
事
や
出
来
事
の
説
明

機
器
の
利
用
　
5
S
　
計
測
　
修
理
　
他

〈
実
務
編
〉

具
体
的
に
業
務
を
す
す
め
る
た
め
の
教
え
方

説
明
す
る
　
指
示
す
る
　
依
頼
す
る
　
確
認
す
る
　
他

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
〉

仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
必
要
と
な
る
会
話
の
し
か
た

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
　
指
導
す
る
　
ほ
め
る
　
他

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
セ
イ
ン
の
 

「
世
界
中
で
通
じ
る
！
も
の
づ
く
り
現
場
の
英
語
」

（
W
eb
提
出
）

★
ス
マ
ホ
・
P
C
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
対
応
★

★
製
造
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け
ま
す
。

▶
工
場
で
よ
く
使
う
英
語
を
学
び
、外
国
人
と
仕
事
を
し
て
い
く

た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

▶
5
S
を
は
じ
め
と
し
た
表
現
や
、製
造
現
場
特
有
の
単
語
や
フ

レ
ー
ズ
を
習
得
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

講
座
の
特
色

別
冊
　
デ
イ
ビ
ッド
・セ
イ
ン
著

「
世
界
中で
通じ
る製
造
現
場
の
英
語
」（
ア
ス
ク
出
版
）

聞
く
聞
く

覚
え
る

覚
え
る

書
く

書
く

提
出
提
出レ ポ ー ト 提 出レ ポ ー ト 提 出

自 由 課 題自 由 課 題
音
声
音
声

確 認 ド リ ル確 認 ド リ ル

ワー
クブ
ック

テ
キ
ス
ト ワー
クブ
ック

テ
キ
ス
ト

ス
マ
ホ＋
PC
＋
タ
ブ
レ
ット
で

デ
イ
ビッ
ド・
セ
イ
ン
監
修

ス
マ
ホ
を
使
っ
て

抜
粋
版
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
！！

さ
ら
に
！！

90 B
55

91 A
36

92 A
34

93 A
28

W

－ 28－
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

主
な
項
目

2 か 月 目 3 か 月 目

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
勝
ち
抜
く
！
 

も
の
づ
く
り
企
業
の
国
際
感
覚
養
成
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

異
文
化
社
会
で
活
躍
す
る
に
は
？
 と
け
こ
む
×
 ま
じ
り
こ
む
◎

★
今
ま
で
受
講
し
た
ど
の
講
座
よ
り
も
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

新
し
い
情
報
、海
外
で
の
必
要
な
感
覚
、価
値
観
が
詳
し
く
記

載
さ
れ
て
お
り
、海
外
へ
行
く
時
は
携
帯
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

★
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に
す
る
も
の
の
、よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
、国
際
感
覚
を
学
べ
る
と
い
い
な
と
思
い

受
講
し
ま
し
た
。今
の
自
分
自
身
を
見
直
す
の
に
も
大
変
役
立

つ
内
容
で
し
た
。読
ん
で
い
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

★
テ
キ
ス
ト
は
大
変
読
み
や
す
く
、理
解
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

長
年
海
外
で
、外
国
人
に
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
を
実
践
し
て

き
た
著
者
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
し
た
。

1
章
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
く
し
て
日
本
企
業
の
発
展
が
な
い
時
代
に

2
章
　
日
本
の
常
識
と
世
界
の
常
識
の
違
い

3
章
　
宗
教
と
多
文
化
社
会

4
章
　
日
本
の
再
認
識
（
日
本
を
知
り
自
分
を
知
る
）

5
章
　
日
本
企
業
の
海
外
進
出
の
歴
史

6
章
　
異
文
化
で
の
も
の
づ
く
り
の
基
本

7
章
　
異
文
化
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本

8
章
　
国
の
違
い
を
理
解
し
た
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

9
章
　
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
国
際
的
儀
礼

（
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
）

１０
章
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
を
目
指
し
て

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
状
と
異
文
化
・
多
文
化
に
つ
い
て
、幅
広

い
視
点
か
ら
見
て
い
き
、海
外
で
の
も
の
づ
く
り
や
仕
事
の
基

本
を
、実
例
を
挙
げ
て
学
び
ま
す
。

●
異
文
化
で
成
功
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
、著
者
の
長
年
の
海
外
経
験

を
も
と
に
し
た
リ
ア
ル
な
事
例
で
学
び
ま
す
。

●
著
者
は
、リ
ロ
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
 エ
ク
セ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
株
）

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
の
経
験
と
、グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
実
践
的
な
研

修
内
容
を
、本
講
座
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

1 か 月 目

94 A
31
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
本
講
座
は
基
本
文
法
を
確
実
に
身
に
つ
け
、同
時
に
リ
ス
ニ
ン

グ
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
力
を
向
上
さ
せ
、総
合
基
礎
力
の
定
着
を

図
り
、T
O
EI
C
®5
0
0
点
突
破
を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

※
受
講
対
象

　
TO
EI
C
®3
5
0
～
4
5
0
点
程
度
の
英
語
力
の
方

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
2
2
,6
8
0
円

●
3
ス
テ
ッ
プ
の
リ
ス
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
聴
解
力
を
段

階
的
に
向
上
さ
せ
ま
す
。

●
5
つ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で「
目
と
耳
」か
ら
速
読
力
を
養
成
し

ま
す
。

●
問
題
を
解
き
な
が
ら
基
本
文
法
力
を
定
着
さ
せ
ま
す
。

講
座
の
特
色

＊
こ
の
講
座
は（
株
）東
京
外
国
語
セ
ン
タ
ー
と
の
提
携
講
座
で
す
。

◆
教
材
構
成
：
｢英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
初
級
1海
外
旅
行
編
★
（
CD
1枚
付
き
)｣

　
　
　
　
　
　
｢英
文
ス
ピ
ー
ド
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
初
級
編
★
（
CD
1枚
付
き
)｣

　
　
　
　
　
　
｢T
O
EI
C
®4
7
0
点
突
破
の
た
め
の
英
文
法
｣

　
　
　
　
　
  （
★
は
(株
)ア
ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
教
材
で
す
。
）

◆
模
試
：
新
TO
EI
C
®対
応
模
試
1
回
（
自
己
採
点
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回
（
出
題
用
C
D
1
枚
付
き
）

T
O
E
IC
®4
7
0
点
奪
取
！

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

主
な
項
目

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
初
級
1
海
外
旅
行
編

実
力
が
つ
く
！
3ス
テ
ッ
プ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

▲

耳
慣
ら
し
発
音
練
習
→
日
本
語
と
英
語
の
音
の

違
い
を
意
識
し
、
カ
タ
カ
ナ
英
語
か
ら
脱
却

▲

問
題
解
決
型
リ
ス
ニ
ン
グ
→
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ

っ
て
情
報
を
聴
き
取
り
、
目
標
を
達
成

▲

応
用
文
の
書
き
と
り
練
習
→
聴
き
と
れ
な
い
部

分
が
よ
く
わ
か
り
、
確
実
に
実
力
U
P

英
文
ス
ピ
ー
ド
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
初
級
編

C
D
に
読
ま
れ
て
い
る
音
声
に
あ
わ
せ
て
英
文
を
読
む

C
D
を
利
用
し
、
音
読
を
す
る

C
D
を
利
用
し
、
頭
か
ら
訳
す
練
習
を
す
る

Q
&
A
で
内
容
を
理
解
す
る

語
彙
量
を
増
や
す

TO
EI
C
®4
7
0
点
突
破
の
た
め
の
英
文
法

Ⅰ
　
基
本
文
法
と
表
現

Ⅱ
　
日
常
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
表
現

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
TO
EI
C
®3
0
0
点
未
満
の
方
々
の
中
に
は
、難
し
い
問
題
を

見
た
だ
け
で
拒
否
反
応
を
示
す
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。本

講
座
は
、T
O
EI
C
 B
rid
ge
®テ
ス
ト
に
準
拠
し
た
、や
さ
し
い

問
題
に
正
解
で
き
る
基
礎
英
語
力
を
ま
ず
養
成
し
、英
語
に
対

す
る
苦
手
意
識
を
払
拭
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

※
受
講
対
象

　
TO
EI
C
®3
0
0
点
未
満
で
英
語
に
苦
手
意
識
の
あ
る
方

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
2
0
,5
2
0
円

●
TO
EI
C
 B
rid
ge
®に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
徹
底
的
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
し
、T
O
EI
C
®テ
ス
ト
の
や
さ
し
い
問
題
に
確
実

に
正
解
す
る
総
合
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
文
法
レ
ッ
ス
ン
で
は
TO
EI
C
®テ
ス
ト
に
対
応
し
た
実
践
的

な
例
文
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

講
座
の
特
色

＊
こ
の
講
座
は（
株
）東
京
外
国
語
セ
ン
タ
ー
と
の
提
携
講
座
で
す
。

◆
教
材
構
成
：
｢T
OE
IC
 B
rid
ge
®
テ
ス
ト
完
全
攻
略
編
（
CD
1枚
付
き
)｣

　
　
　
　
　
　
｢T
OE
IC
®
TE
ST
や
さ
し
い
文
法
レ
ッ
ス
ン
（
CD
1枚
付
き
)｣

　
　
　
　
　
  （
(株
)ア
ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
教
材
で
す
。
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回
（
出
題
用
C
D
1
枚
付
き
）

T
O
E
IC
®3
5
0
点
奪
取
！

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

主
な
項
目

受
け
て
み
よ
う
！

TO
EI
C
 B
ri
dg
e®
テ
ス
ト
完
全
攻
略
編

TO
EI
C
®T
ES
Tの
受
験
も
視
野
に
入
れ
、
TO
EI
C
 

B
rid
ge
®の
テ
ス
ト
形
式
と
出
題
パ
タ
ー
ン
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

・
TO
EI
C
 B
rid
ge
®の
概
要
か
ら
受
験
時
の
注
意
点

ま
で
を
解
説
。

・
パ
ー
ト
別
の
対
策
法
。
パ
ー
ト
概
要
、
出
題
パ

タ
ー
ン
と
そ
の
対
策
、
実
践
問
題
な
ど
。

・
1
0
0
問
模
擬
テ
ス
ト
1
回
（
自
己
採
点
）

は
じ
め
か
ら
や
り
直
す

TO
EI
C
®T
ES
Tや
さ
し
い
文
法
レ
ッ
ス
ン

・
英
文
の
基
本
構
造

・
さ
ま
ざ
ま
な
動
詞
の
形
と
ニ
ュ
ア
ン
ス

・
名
詞
の
正
し
い
使
い
方

・
形
容
詞
と
副
詞
を
使
っ
た
修
飾

・
動
詞
を
利
用
し
た
修
飾

・
詳
し
く
説
明
す
る
方
法

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

●
豊
富
な
類
似
問
題
練
習
で
確
実
に
TO
EI
C
®得
点
ア
ッ
プ
の

実
力
を
養
成
。

●
リ
ス
ニ
ン
グ
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
克
服
。

●
文
法
力
を
含
む
総
合
力
を
ア
ッ
プ
し
、ビ
ジ
ネ
ス
で
の
実
践
力

も
向
上
。

講
座
の
特
色

★
4
5
0
～
5
7
0
点
程
度
の
方
を
対
象
に
、英
語
総
合
力
を
強
化

し
、T
O
EI
C
®6
0
0
～
6
5
0
点
突
破
は
も
ち
ろ
ん
、国
際
ビ
ジ

ネ
ス
で
通
用
す
る
英
語
力
の
基
礎
を
習
得
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
2
2
,6
8
0
円

TO
EI
C®
60
0-
65
0点
奪取

！プ
ラス
　リ
スニ
ング

※
受
講
対
象

　
TO
EI
C
®4
5
0
～
5
7
0
点
程
度
の
英
語
力
の
あ
る
方

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

主
な
項
目

＊
こ
の
講
座
は（
株
）東
京
外
国
語
セ
ン
タ
ー
と
の
提
携
講
座
で
す
。

は
じ
め
て
の
TO
EI
C
®T
ES
T完
全
攻
略
ガ
イ
ド
 

新
形
式
問
題
対
応
編

▶
新
形
式
の
TO
EI
C
®テ
ス
ト
に
対
応

▶
各
P
ar
tの
出
題
パ
タ
ー
ン
と
解
き
方
が
よ
く
わ
か
る

▶
実
際
の
テ
ス
ト
と
同
様
、
4
ヶ
国
の
ナ
レ
ー
タ
ー
に

よ
る
録
音
（
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）

TO
EI
C
®6
0
0
点
突
破
の
た
め
の
英
文
法

問
題
を
解
き
な
が
ら
基
本
文
法
力
の
定
着
を
図
る

▶
注
意
す
べ
き
英
語
の
構
文

▶
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
基
本
文
法

▶
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
表
現
集

短
期
集
中
講
座
！
TO
EI
C
®T
ES
Tリ
ス
ニ
ン
グ

◆
教
材
構
成
：「
は
じ
め
て
の
TO
EI
C
®
TE
S
T完
全
攻
略
ガ
イ
ド
 

新
形
式
問
題
対
応
編
（
C
D
1
枚
付
き
）」

「
TO
EI
C
®
6
0
0
点
突
破
の
た
め
の
英
文
法
」

「
短
期
集
中
講
座
！
TO
EI
C
®
TE
S
Tリ
ス
ニ
ン
グ

（
C
D
2
枚
付
き
）」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回
（
出
題
用
C
D
1
枚
付
き
）

95 R
41 97 R
43

96 R
42

－ 29－



国
際
力
U
P!
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

「
機
能
英
語
方
式
」
で
、
技
術
英
語
の
力
を
つ
け
る
！

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊
、
機
能
英
語
集

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

★
本
講
座
は
、従
来
の
英
語
学
習
方
法
を
改
善
し
て
、数
学
、電
気
、

電
子
、機
械
、情
報
、化
学
、生
物
の
技
術
分
野
で
の
因
果
関
係

や
構
成
な
ど
の
機
能
別
、発
想
別
に
技
術
英
語
を
習
得
す
る

「
機
能
英
語
方
式
」で
進
め
て
い
き
ま
す
。

★
英
語
を
学
び
つ
つ
理
系
の
基
礎
を
復
習
で
き
ま
し
た
。

★
数
学
英
語
・
機
能
英
語
の
基
礎
は
、基
本
的
な
こ
と
で
す
が
あ

ま
り
習
う
機
会
が
な
い
の
で
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

★
技
術
英
語
だ
け
で
な
く
機
能
英
語
を
学
べ
て
良
か
っ
た
で
す
。

●
広
い
技
術
分
野
に
わ
た
る
英
文
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
、技
術
レ

ポ
ー
ト
や
科
学
論
文
な
ど
の
読
解
力
の
基
礎
が
養
成
さ
れ
ま
す
。 

●「
機
能
英
語
」方
式
に
よ
り
、英
作
文
の
基
礎
力
と
技
術
英
文
作

成
の
応
用
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

技
術
英
語
の
基
礎

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

主
な
項
目

2 か 月 目 3 か 月 目1 か 月 目
第
1
章
　
数
学
英
語

第
2
章
　
機
能
英
語
の
基
礎

第
3
章
　
電
気
英
語

第
4
章
　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
英
語

第
5
章
　
メ
カ
ト
ロ
英
語

4 か 月 目

第
6
章
　
化
学
英
語

第
7
章
　
バ
イ
オ
英
語

第
8
章
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
英
語

※
本
講
座
は
、目
安
と
し
て
TO
EI
C
®4
0
0
点
～
6
0
0
点
レ
ベ

ル
の
方
ま
で
、幅
広
く
学
習
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

国
際
力
U
P!

U
R
L
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p:
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w
w
w
.jt
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
5
,1
2
0
円

技
術
者
が
す
ぐ
使
え
る
英
語
が
身
に
つ
き
ま
す
！

★
英
語
の
表
現
パ
タ
ー
ン
を
理
解
で
き
ま
し
た
。

★
今
ま
で
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
す
が
、イ
ロ
ハ
か
ら
解
説
し
て
あ
る
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

★
具
体
例
が
多
く
あ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、職
場
の
業
務
に
置
き

換
え
て
考
え
ら
れ
る
の
で
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

★
技
術
者
が
す
ぐ
使
え
る
英
語
が
身
に
つ
く
と
思
い
ま
す
。

★
用
例
が
豊
富
で
実
際
の
プ
レ
ゼ
ン
で
も
活
用
で
き
ま
し
た
。

●
重
要
な
英
語
表
現
を
選
び
、
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
り
練
習
す

る
こ
と
で
、
口
頭
発
表
の
成
功
に
役
立
ち
ま
す
。

●
技
術
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
を
理
解
し
、よ
り
実

践
的
な
発
表
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
で
P
ow
er
P
oi
nt
画
面
を
提
示
し
、音
声
も
聞
け
る

C
D
-R
O
M
が
付
属
し
て
い
ま
す
。

※
本
講
座
は
、目
安
と
し
て
TO
EI
C
®5
0
0
点
～
7
0
0
点
レ
ベ

ル
の
方
ま
で
、幅
広
く
学
習
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

主
な
項
目

第
1
章
　
技
術
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

第
2
章
　
技
術
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
基
礎

第
3
章
　
技
術
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
応
用

1 か 月 目

第
4
章
　
技
術
英
語
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
基
礎

第
5
章
　
プ
レ
ゼ
ン
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
践

2 か 月 目

巻
末
付
録

科
学
技
術
用
語
の
成
り
立
ち（
接
頭
語
・
接
尾
語
な
ど
）

は
じ
め
て
の
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

「
吹
き
出
し
方
式
」

技
術
者
の
た
め
の

英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
C
D
-R
O
M
1
枚

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

10
0

B
14

10
1

B
34

U
R
L
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

●
豊
富
な
類
似
問
題
練
習
で
確
実
に
TO
EI
C
®得
点
ア
ッ
プ
の

実
力
を
養
成
。

●
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
克
服
。

●
文
法
力
を
含
む
総
合
力
を
ア
ッ
プ
し
、ビ
ジ
ネ
ス
で
の
実
践
力
も
向
上
。

講
座
の
特
色

★
4
5
0
～
5
7
0
点
程
度
の
方
を
対
象
に
、英
語
総
合
力
を
強
化

し
、T
O
EI
C
®6
0
0
～
6
5
0
点
突
破
は
も
ち
ろ
ん
、国
際
ビ
ジ

ネ
ス
で
通
用
す
る
英
語
力
の
基
礎
を
習
得
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
2
2
,6
8
0
円

TO
EIC
®6
00
-6
50
点奪
取！
プラ
ス　
リー
ディ
ング

※
受
講
対
象

　
TO
EI
C
®4
5
0
～
5
7
0
点
程
度
の
英
語
力
の
あ
る
方

◆
教
材
構
成
：「
は
じ
め
て
の
TO
EI
C
®T
ES
T完
全
攻
略
ガ
イ
ド
 

　
　
　
　
　
　
新
形
式
問
題
対
応
編
（
C
D
1
枚
付
き
）」

　
　
　
　
　
　「
TO
EI
C
®6
0
0
点
突
破
の
た
め
の
英
文
法
」

　
　
　
　
　
　「
英
文
を
速
読
・
速
解
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
B
O
O
K
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回
（
出
題
用
C
D
1
枚
付
き
）

＊
こ
の
講
座
は（
株
）東
京
外
国
語
セ
ン
タ
ー
と
の
提
携
講
座
で
す
。

1 か 月 目

主
な
項
目

は
じ
め
て
の
TO
EI
C®
TE
ST
完
全
攻
略
ガ
イ
ド
 新
形
式
問
題
対
応
編

▶
新
形
式
の
TO
EI
C
®テ
ス
ト
に
対
応

▶
各
P
ar
tの
出
題
パ
タ
ー
ン
と
解
き
方
が
よ
く
わ
か
る

▶
実
際
の
テ
ス
ト
と
同
様
、
4
ヶ
国
の
ナ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る

録
音（
ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
スト
ラ
リ
ア
）

TO
EI
C
®6
0
0
点
突
破
の
た
め
の
英
文
法

問
題
を
解
き
な
が
ら
基
本
文
法
力
の
定
着
を
図
る

▶
注
意
す
べ
き
英
語
の
構
文

▶
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
基
本
文
法

▶
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
表
現
集

英
文
を
速
読
・
速
解
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
B
O
O
K

▶
1s
t 
St
ep
 英
文
読
解
「
10
の
㊙
法
則
」
を
習
得
す
る

　
速
読
の
法
則
1
～
1
0

▶
2
nd
 S
te
p 「
1
0
の
法
則
」
を
使
っ
て
、
世
界
と

つ
な
が
る
感
動
ス
ト
ー
リ
ー

　
To
pi
c1
～
1
0
　
他

3 か 月 目2 か 月 目

U
R
L
 h
tt
p:
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

★「
仕
事
で
使
え
る
英
語
を
身
に
つ
け
た
い
が
TO
EI
C
®の
点
数

も
あ
げ
た
い
」と
思
っ
て
い
る
方
が
、そ
の
両
方
の
希
望
を
か

な
え
ら
れ
る
一
石
二
鳥
の
通
信
教
育
コ
ー
ス
で
す
。工
夫
さ
れ

た
構
成
の
教
材
で
、ビ
ジ
ネ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役
立
つ

実
践
力
を
養
成
し
な
が
ら
、T
O
EI
C
®の
点
数（
リ
ス
ニ
ン
グ
）

も
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
。

★
TO
EI
C
®5
0
0
点
以
上
を
目
標
と
し
た
講
座
で
す
。

　
あ
い
さ
つ
・
紹
介
や
電
話
で
の
会
話
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本

場
面
で
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

※
受
講
対
象

　
TO
EI
C
®3
5
0
点
～
5
0
0
点
レ
ベ
ル
の
方

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
2
0
,5
2
0
円

●
各
Le
ss
on
は
4
ペ
ー
ジ
構
成
で
、重
要
項
目
が
わ
か
り
や
す

く
整
理
さ
れ
て
お
り
、学
習
ポ
イ
ン
ト
が
容
易
に
理
解
で
き
ま

す
。

●
付
属
C
D
に
収
録
さ
れ
て
い
る
D
ia
lo
g（
モ
デ
ル
会
話
）は
た

だ
聞
く
だ
け
で
な
く
、ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
た
め
、ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
も
向
上
で
き
ま
す
。

講
座
の
特
色

主
な
項
目

P
ar
t 
I　
あ
い
さ
つ
の
英
語

　
受
付
で
あ
い
さ
つ
す
る
　
案
内
す
る

　
来
客
を
も
て
な
す
　
担
当
者
に
面
会
を
申
し
込
む

　
担
当
者
に
会
う
　
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う

　
紹
介
し
て
も
ら
う
　
紹
介
す
る
　
他
全
2
0
レ
ッ
ス
ン

P
ar
t 
II　
電
話
の
英
語

　
電
話
を
か
け
る
　
名
前
を
尋
ね
る

　
ス
ペ
ル
を
尋
ね
る
　
電
話
に
出
る

　
待
た
せ
た
こ
と
を
謝
る

　
不
在
の
旨
を
伝
え
る
　
他
全
2
0
レ
ッ
ス
ン

英
語
仕
事
術
　
初
級
コ
ー
ス

（
あ
い
さ
つ
・
電
話
編
）

＊
こ
の
講
座
は（
株
）東
京
外
国
語
セ
ン
タ
ー
と
の
提
携
講
座
で
す
。

◆
教
材
構
成
：
｢英
語
仕
事
術
　
あ
い
さ
つ
・
電
話
編（
C
D
付
き
）｣

　
　
　
　
　
  （
(株
)ア
ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
教
材
で
す
。
）

　
　
　
　
　
　
出
題
用
C
D
1
枚

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

98 R
44

99 R
36
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語
学
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

●
中
国
の
製
造
現
場
で
よ
く
つ
か
う
中
国
語
の
フ
レ
ー
ズ
や
単

語
を
学
習
し
ま
す
。 

●
英
語
併
記
で
、外
国
語
学
習
で
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
英
語
か
ら
、

中
国
語
表
現
を
学
習
し
ま
す
。 

●
ピ
ン
イ
ン
、音
節
表
記
を
記
載
し
て
い
る
の
で
、付
録
の
C
D

と
併
せ
て
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、難
し
い
中
国
語
発
音
も
わ

か
り
や
す
く
習
得
で
き
ま
す
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
2
0
,5
2
0
円

製
造
現
場
で
使
い
た
い
中
国
語
が
す
ぐ
に
学
べ
る
！

★
中
国
出
張
で
テ
キ
ス
ト
を
持
参
し
て
使
っ
て
み
た
ら
、話
が
通

じ
ま
し
た
。英
語
表
現
が
併
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、ニ
ュ
ア
ン

ス
を
つ
か
み
や
す
か
っ
た
で
す
。

★
中
国
か
ら
の
研
修
生
と
の
交
流
に
、と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

「
バ
リ
」や
「
治
具
」な
ど
専
門
用
語
も
わ
か
り
、大
助
か
り
で
す
。

★
具
体
的
な
フ
レ
ー
ズ
を
た
く
さ
ん
学
習
で
き
ま
し
た
。

★
漢
字
で
の
回
答
は
、中
国
語
の
理
解
に
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、英
語
併
記
が
あ
る
の
で
、意
味
を
理
解
し
や
す
か
っ
た

で
す
。

★
技
術
分
野
で
使
う
単
語
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
現
場
で
使
え
る「
中
国
語
表
現
」入
門

～
英
語
表
記
付
き

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
別
冊
1
冊
＋
発
音
CD
1
枚

◆
別
冊
：「
も
の
づ
く
り
現
場
で
使
え
る
「
中
国
語
」
単

語
集
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

必
須
フ
レ
ー
ズ
　
　
空
港
で
　
　
工
場
到
着

設
計
と
打
ち
合
わ
せ
　
　
部
品
は
そ
ろ
っ
て
い
る
か
？

金
型
メ
ー
カ
ー
で

1 か 月 目

生
産
手
順
の
確
認
　
　
生
産
ラ
イ
ン
で
の
試
作
　
　

カ
イ
ゼ
ン
活
動
　
　
検
査
　
　
梱
包
出
荷

2 か 月 目

ア
フ
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
　
不
良
解
析

サ
ン
プ
ル
を
持
ち
帰
る

お
疲
れ
様
で
し
た
～
懇
親
会
　
　
帰
国

3 か 月 目

主
な
項
目

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

E
xc
el
自
由
自
在
2
0
1
0
-2
0
1
6

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

Ex
ce
lの
基
本
操
作
を
し
っ
か
り
マ
ス
タ
ー
！
さ
ら
に
効
率
的
に
使
い
こ
な
そ
う

1 か 月 目

第
3
章
　
Ex
ce
lの
特
徴
を
活
か
し
た
使
い
方

第
4
章
　
レ
イ
ア
ウ
ト
お
よ
び
印
刷
時
の
注
意

第
5
章
　
発
想
を
変
え
た
使
い
方

2 か 月 目

主
な
項
目

第
1
章
　
Ex
ce
lの
基
礎
知
識

第
2
章
　
基
本
操
作
の
徹
底
マ
ス
タ
ー

★
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
で
し
た
が
、テ
キ
ス
ト
が
わ
か
り
や
す
く
、

何
度
も
繰
り
返
し
学
ぶ
事
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
自
分
の
仕
事
の
能
率
を
上
げ
る
為
の
ヒ
ン
ト
や
要
領
が
学
べ

ま
し
た
。

★
書
店
で
い
ろ
い
ろ
な
P
C
本
を
買
い
ま
し
た
が
、ど
の
本
も
内

容
に
広
が
り
は
あ
る
も
の
の
浅
い
た
め
、実
用
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。今
回
の
内
容
は
実
用
的
で
、基
本
的
な
こ
と
が

わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。知
ら
な
か
っ
た
機
能
も
だ
い
ぶ
わ

か
り
ま
し
た
。

●
初
心
者
の
方
は
基
本
操
作
か
ら
し
っ
か
り
マ
ス
タ
ー
。そ
れ
以

上
の
方
は
、さ
ら
に
効
率
的
な
使
い
方
を
学
び
ま
す
。

●
表
計
算
と
し
て
の
使
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、ワ
ー
プ
ロ
・
図
形
描
画
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
応
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
付
録
：
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
学
習
に
は
、
Ex
ce
lの
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
で
す
。
 

※
テ
キ
ス
ト
操
作
手
順
は
、
W
in
do
w
s7
、
E
xc
el
2
0
1
0
を
前

提
と
し
て
解
説
し
て
い
ま
す
。
 

※
小
冊
子
で
は
、
W
in
do
w
s1
0
、
E
xc
el
2
0
1
6
で
の
変
更
点

を
解
説
し
て
い
ま
す
。
 

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

●
W
in
do
w
s 
と
、W
or
d、
Ex
ce
l、
P
ow
er
P
oi
nt
 に
つ
い
て
、

操
作
の
効
率
ア
ッ
プ
を
学
び
ま
す
。

●「
す
ぐ
に
改
善
で
き
る
こ
と
」と
、「
し
っ
か
り
理
解
し
て
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
」に
分
け
て
、技
を
習
得
し
て「
効
率
ア
ッ

プ
」を
め
ざ
し
ま
す
。

●
学
習
方
法
の
工
夫
に
よ
り
、技
の
定
着
を
め
ざ
し
ま
す
。

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

パ
ソ
コ
ン
作
業
の
効
率
を
12
0
％
ア
ッ
プ
し
ま
す
！

もっ
と仕
事が
うま
くい
く　
パソ
コン
効率
アッ
プの
技

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

★
操
作
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
技
を
習
得
し
て
、パ
ソ
コ
ン
作
業
の

効
率
を
1
2
0
％
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

C
tr
l 
＋
 Z
 　
元
に
戻
す

 
＋
 A
 　
す
べ
て
選
択

 
＋
 S
 　
上
書
き
保
存

C
tr
l 
＋
 X
 　
切
り
取
り

 
＋
 C
 　
コ
ピ
ー

 
＋
 V
 　
貼
り
付
け

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
別
冊
1
冊

◆
別
冊
：「
レ
ポ
ー
ト
課
題
集
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
O
S
は
W
in
do
w
s7
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
O
ffi
ce
2
0
1
0（
W
or
d、

Ex
ce
l、
P
ow
er
P
oi
nt
）で
解
説
し
て
い
ま
す
が
、バ
ー
ジ
ョ
ン
は

原
則
問
い
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
改
善
し
て
効
率
ア
ッ
プ

序
章
　
は
じ
め
に
　

第
1
章
　
基
本
設
定

第
2
章
　
基
本
を
し
っ
か
り

第
3
章
　
保
存
と
印
刷

1 か 月 目

し
っ
か
り
理
解
し
て
効
率
ア
ッ
プ

第
4
章
　
挿
入
に
強
く
な
る

第
5
章
　
レ
イ
ア
ウ
ト
に
強
く
な
る

第
6
章
　
ト
ラ
ブ
ル
に
強
く
な
る

2 か 月 目

主
な
項
目

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

具
体
例
に
取
り
組
み
な
が
ら
Ex
ce
lを
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う

★
講
座
の
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、具
体
例
が
多
く
て
良
か
っ
た
で
す
。

現
場
で
す
ぐ
応
用
で
き
そ
う
で
す
。

★
今
ま
で
自
己
流
で
Ex
ce
lを
使
っ
て
き
た
の
で
す
が
、い
ろ
い

ろ
な
や
り
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

●
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
操
作
に
基
づ
い
た
学
習
に
よ
り
、

Ex
ce
lの
使
い
方
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

●
V
LO
O
K
U
P
、C
O
U
N
T
な
ど
、関
数
に
つ
い
て
の
実
習
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
高
度
な
Ex
ce
lの
使
い
方

を
学
習
し
ま
す
。

S
TE
P
1
　
Ex
ce
lの
基
礎
を
学
び
ま
し
ょ
う

S
TE
P
2
　
表
を
作
成
し
ま
し
ょ
う

S
TE
P
3
　
グ
ラ
フ
を
作
成
し
ま
し
ょ
う

1 か 月 目

S
TE
P
4
　
デ
ー
タ
を
分
析
し
ま
し
ょ
う

S
TE
P
5
　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

S
TE
P
6
　
Ex
ce
lを
活
用
し
ま
し
ょ
う

2 か 月 目

主
な
項
目

具
体
例
で
学
ぶ
E
xc
el
2
0
10

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
別
冊
1
冊

◆
別
冊
：「
レ
ポ
ー
ト
課
題
集
」

◆
付
録
：
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
る
）

※
学
習
に
は
、
Ex
ce
l2
0
1
0
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
で
す
。 

※
O
S
は
、
W
in
do
w
s7
以
降
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色 実
習
問
題
で
取
り
上
げ
る
関
数

・
R
O
U
N
D

・
R
A
N
K

・
IF

・
V
LO
O
K
U
P

・
C
O
U
N
T

・
D
S
U
M

10
2

A
30

10
3

C
42

10
4

C
41

10
5

C
35

－ 31－



仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

具
体
例
に
取
り
組
み
な
が
ら
Ex
ce
lを
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う

●
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
操
作
に
基
づ
い
た
学
習
に
よ
り
、

Ex
ce
lの
使
い
方
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

●
V
LO
O
K
U
P
、C
O
U
N
T
な
ど
、関
数
に
つ
い
て
の
実
習
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
高
度
な
Ex
ce
lの
使
い
方

を
学
習
し
ま
す
。

S
TE
P
1
　
Ex
ce
lの
基
礎
を
学
び
ま
し
ょ
う

S
TE
P
2
　
表
を
作
成
し
ま
し
ょ
う

S
TE
P
3
　
グ
ラ
フ
を
作
成
し
ま
し
ょ
う

1 か 月 目

S
TE
P
4
　
デ
ー
タ
を
分
析
し
ま
し
ょ
う

S
TE
P
5
　
Ex
ce
lを
活
用
し
ま
し
ょ
う

2 か 月 目

主
な
項
目

具
体
例
で
学
ぶ
E
xc
el
2
0
16

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
別
冊
1
冊

◆
別
冊
：「
レ
ポ
ー
ト
課
題
集
」

◆
付
録
：
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ

　
　
　
　（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
学
習
に
は
、
Ex
ce
l2
0
1
6
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
で
す
。

ね
ら
い
と
特
色 実
習
問
題
で
取
り
上
げ
る
関
数

・
R
O
U
N
D

・
R
A
N
K

・
IF

・
V
LO
O
K
U
P

・
C
O
U
N
T

・
D
S
U
M

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

★
す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
不
可
欠
な
ス
キ
ル
で
あ
る
Ex
ce
l

に
つ
い
て
、
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す

る
こ
と
で
、
そ
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

「
速
脳
速
読ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」で
脳
を
活
性
化
し
、業
務
処
理
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る

●
速
読
教
育
で
実
績
が
あ
る
日
本
速
脳
速
読
協
会
が
提
供
す
る

速
読
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
B
IZ
S
O
K
U
」
で
、
P
C
を
使
っ
て

速
読
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。

●
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
併
用
に
よ
り
、
速
読
の
理
論
か
ら
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
右
脳
を
鍛
え
る
ゲ
ー
ム
ま
で
、
楽
し
く
学
習
で
き
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
2
7
,0
0
0
円

★
速
読
が
で
き
る
と
、書
類
に
目
を
通
す
作
業
を
は
じ
め
と
し
て

多
く
の
仕
事
の
場
で
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
速
読
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、処
理
能
力
、記
憶
力
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
脳
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
脳
の
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
速
度
が
上
が
り
、思
考
や
決
断
が

速
く
な
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す仕
事
力
が
ア
ッ
プ
す
る
「
速
脳
速
読
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

第
1
章
　
脳
の
基
本
機
能
と
考
え
る
力

頭
が
い
い
人
の
条
件
　
や
る
気
の
構
図
　
他

第
2
章
　
速
脳
速
読
の
理
論

速
脳
速
読
と
は
何
か
　
脳
で
も
の
を
見
て
い
る
　
他

第
3
章
　
速
脳
速
読
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

読
書
速
度
の
確
認
　
眼
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　
他

第
4
章
　
右
脳
を
鍛
え
る
ゲ
ー
ム

ア
ナ
グ
ラ
ム
 　
計
算
問
題
　
照
合
問
題
　
他

◆
教
材
構
成
：
速
読
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
B
IZ
S
O
K
U
」

（
W
eb
学
習
：
ア
ク
セ
ス
有
効
期
間
は
1
5
0
日
間
）

「
速
脳
速
読
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

注
：
W
eb
学
習
の
有
効
期
間
は
、在
籍
期
間（
４
か
月
）よ
り
長
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
ソフ
トの

OS
は、
Wi
nd
ow
s1
0／

8.1
／
8（
タブ
レッ
トモ
ード
不可
）、
7（
32
bit
、

64
bit
）、
Vis
ta
 S
P3
以降
（3
2b
itの
み）
に対
応し
てい
ます
。M
ac
OS
 X
 1
0.1
1以
降。

1 ・ 2 か 月 目

主
な
項
目

●
実
施
団
体
　
日
本
速
脳
速
読
協
会
・
株
式
会
社
S
R
J

（
株
）S
R
J
は
、全
国
に
第
一
学
院
高
等
学
校
や
学
習
塾
の
第
一
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
運
営
す
る

（
株
）ウ
ィ
ザ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。

（
株
）S
R
J
の
運
営
す
る
日
本
速
脳
速
読
協
会
の
速
読
は
、全
国
2
,0
0
0
教
室
以
上
の
塾
・

学
校
・
企
業
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

（
1
日
15
分
の
W
eb
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

プ
レ
ゼ
ン
資
料
作
成
自
由
自
在
20
10
-2
01
6

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
5
,1
2
0
円

伝
え
た
い
こ
と
を“
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
”プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ざ
す
！

★
P
ow
er
P
oi
nt
は
自
己
流
で
使
っ
て
い
た
の
で
、使
い
方
を
き

ち
ん
と
勉
強
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
最
小
限
の
機
能
だ
け
使
っ
て
い
た
の
で
、

あ
ら
た
め
て
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

★
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
で
し
た
が
、少
し
で
も
克
服
す
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。テ
キ
ス
ト
が
心
強
い
で
す
。

●「
わ
か
り
や
す
い
」と
い
う
観
点
か
ら
、「
相
手
に
伝
わ
る
」資
料

作
成
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
P
ow
er
P
oi
nt
は
も
ち
ろ
ん
W
or
d、
Ex
ce
lで
の
資
料
作
成

を
学
び
、そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
フ
ト
の
特
徴
、共
通
点
を
つ
か
ん
で

効
率
的
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
よ
く
使
う
操
作
に
つ
い
て
は
、具
体
的
な
例
で
、資
料
作
成
の

手
順
を
学
び
ま
す
。

※
学
習
に
は
、P
ow
er
P
oi
nt
・W
or
d・
Ex
ce
lの
2
0
1
0
～
2
0
1
6

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
で
す
。

※
テ
キ
ス
ト
の
操
作
手
順
は
、W
in
do
w
s7
、O
ffi
ce
2
0
1
0
を
前

提
と
し
て
解
説
し
て
い
ま
す
。 

※
小
冊
子
で
は
、W
in
do
w
s1
0
、O
ffi
ce
2
0
1
6
で
の
変
更
点
を

解
説
し
て
い
ま
す
。

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

主
な
項
目

1 か 月 目

第
4
章
　
わ
か
り
や
す
い
文
書
を
作
る

第
5
章
　
わ
か
り
や
す
い
表
を
作
る

第
6
章
　
わ
か
り
や
す
い
グ
ラ
フ
の
作
成

2 か 月 目

第
7
章
　
わ
か
り
や
す
い
図
解
を
描
く

第
8
章
　
わ
か
り
や
す
い
ペ
ー
ジ
を
作
る

第
9
章
　
わ
か
り
や
す
い
展
開
を
作
る

第
10
章
　
保
存
と
印
刷

3 か 月 目

第
1
章
　「
わ
か
り
や
す
さ
」
と
は

第
2
章
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

第
3
章
　
図
形
描
画
の
基
本
操
作

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
使
っ
て
仕
事
の
基
本
ス
テ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
る

●
P
D
C
A
の
各
ス
テ
ッ
プ
を
さ
ら
に
分
解
す
る
こ
と
で
考
え
を

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
図
表
、イ
ラ
ス
ト
を
使
い
、P
D
C
A
を
よ
り
具
体
的
に
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
事
例
を
多
く
取
り
入
れ
て
あ
り
、応
用
す
る
こ
と
で
実
践
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

★
各
種
業
務
を
手
掛
け
る
際
に
P
D
C
A
順
に
業
務
を
分
け
、全

体
を
見
通
す
力
を
つ
け
ま
す
。

★
P
D
C
A
に
必
要
な
考
え
、プ
ロ
セ
ス
、手
法
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

★
具
体
的
な
業
務
や
課
題
に
対
し
て
、P
D
C
A
の
考
え
に
基
づ

き
、実
践
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

★
問
題
点
を
発
見
し
、改
善
で
き
る
職
場
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す仕
事
力
を
高
め
る
P
D
C
A
の
す
す
め
か
た

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

1
章
　「
P
D
C
A
」
を
回
し
て
成
長
し
よ
う

2
章
　
良
い
「
計
画
」
を
立
て
よ
う

3
章
　
質
の
高
い
「
実
行
」
を
行
う

1 か 月 目

4
章
　
仕
事
を
「
検
証
」
し
改
善
に
結
び
つ
け
る

5
章
　「
改
善
」
は
次
の
計
画
に
つ
な
げ
る
重
要
な
ス

テ
ッ
プ

6
章
　
P
D
C
A
を
「
実
践
す
る
」
力
を
身
に
つ
け
る

2 か 月 目

主
な
項
目

10
6

C
45

10
7

C
39

10
8

A
16

10
9

H
03

－ 32－



仕
事
力
U
P!

U
R
L
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tt
p:
//
w
w
w
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c.
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/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

仕
事
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
整
理
す
る
と
、
あ
な
た
の
1
日
が
倍
増
す
る
！

1
章
　
整
理
・
整
頓
の
基
本
ル
ー
ル

2
章
　
整
理
を
邪
魔
す
る
5
つ
の
心
理

3
章
　
整
理
術
に
役
立
つ
「
七
つ
道
具
」

4
章
　
デ
キ
る
人
に
な
る
机
周
り
の
整
理
術

1 か 月 目

5
章
　
整
理
術
で
素
早
く
ム
ダ
な
く
仕
事
が
で
き
る

6
章
　
ア
ナ
ロ
グ
メ
デ
ィ
ア
整
理
活
用
術

7
章
　
パ
ソ
コ
ン
・
モ
バ
イ
ル
整
理
活
用
術

8
章
　
あ
な
た
の
生
き
方
を
変
え
る
整
理
術

2 か 月 目

主
な
項
目

●
あ
な
た
自
身
の
棚
卸
し
を
す
る
こ
と
で
、生
き
方
そ
の
も
の
を

前
向
き
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン・
モ
バ
イ
ル
整
理
活
用
術
で
仕
事
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

●
悩
み
解
決
Q
＆
A
で
あ
な
た
の
悩
み
も
ス
ッ
キ
リ
解
決
！

ね
ら
い
と
特
色

ワ
ザ
あ
り
！
ス
ッ
キ
リ
最
速
整
理
術

〈
み
る
み
る
片
付
く
魔
法
の
整
理
B
O
X
付
き
〉

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

★
も
の
を
探
す
と
い
う
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
、快
適
に
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

★
整
理
の
コ
ツ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、劇
的
に
仕
事
の
質
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
付
録
：
み
る
み
る
片
付
く
魔
法
の
整
理
B
O
X

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

技
術
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

本
気
で
考
え
る
。
「
成
果
の
あ
が
る
働
き
方
、
幸
せ
な
生
き
方
」
と
は

●
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
複
層
す
る
諸
問
題
を
整
理
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
生
産
性
の
あ
が
る
働
き
方
、新
し
い
組
織
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
諸
外
国
の
事
例
、企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
事
例
、い
ろ
い

ろ
な
人
の
人
生
に
対
す
る
考
え
方
が
満
載
さ
れ
て
お
り
、多
方

面
か
ら
客
観
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
自
ら
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
設
計
し
、仕
事
と
個
人
を
両
立
さ
せ
自
律

し
た
働
き
方
・
幸
せ
な
生
き
方
改
革
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

第
1
章
　
日
本
の
置
か
れ
て
い
る
現
状

第
2
章
　
幸
せ
な
人
生
を
考
え
る

第
3
章
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

1 か 月 目

第
4
章
　
企
業
の
求
め
る
働
く
姿

第
5
章
　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

第
6
章
　
社
会
の
変
化
と
新
し
い
働
き
方

2 か 月 目

第
7
章
　
会
社
と
仕
事
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
8
章
　
生
き
方
改
革
の
た
め
の
実
践
と
ノ
ウ
ハ
ウ

第
9
章
　
会
社
と
個
人
の
両
立
す
る
働
き
方
の
実
現

終
　
章
　
新
た
な
人
生
を
生
き
る

3 か 月 目

主
な
項
目

働
き
方・
生
き
方
改
革
講
座
―
実
践
ワ
ー
ク・
ラ
イ
フバ
ラ
ン
ス―

★
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
化
す
る
中
、世
界
は
Io
T、
A
Iな
ど
の
未
知

の
技
術
領
域
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。先
の
見
え
に
く
い
状
況
の
中
、

日
本
で
は
少
子
高
齢
化
、長
時
間
労
働
、格
差
問
題
を
抱
え
、皆
が

一
生
懸
命
働
い
て
き
た
に
も
係
わ
ら
ず
、若
者
が
夢
を
持
ち
に
く
い

社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。職
場
や
生
活
場
面
で
も
感
じ
る
、こ
の
行

き
詰
ま
り
を
ど
う
打
破
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。本
講
座

は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
働
き
方
・
生
き
方
に
着
目
し
、そ
の
改
革

か
ら
成
果
の
あ
が
る
働
き
方
・
幸
せ
な
生
き
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

あ
な
た
の
思
い
、
相
手
に
受
け
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

●
桂
文
枝
の
弟
子
で
芸
人
歴
も
あ
る
著
者
が
、人
を
動
か
す
コ
ン

テ
ン
ツ
づ
く
り
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
コ
ツ
、“
秘
伝
の
2
2
か
条
”

を
披
露
し
ま
す
。

●
話
す
力
を
養
う
た
め
に
、4
つ
の
話
法
を
事
例
を
通
じ
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

★「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
成
立
さ
せ
る
の
は
受
け
手
で
あ
る
。」
ど

ん
な
名
演
説
も
受
け
取
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

主
導
権
を
握
っ
て
い
る
相
手
の
心
を
動
か
し
行
動
を
起
こ
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、伝
え
た
い
事
に
加
え
て「
心
を
動
か
す
ス
ト
ー
リ
ー
」が

必
要
な
の
で
す
。

▶
人
を
説
得
す
る
に
は
、倫
理
・
情
緒
・
論
理
の
3
つ
が
必
要
で
あ
り
、情

緒
と
論
理
は
あ
く
ま
で
倫
理
の
上
に
乗
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

▶
相
手
を
動
か
す
に
は
、［
場
を
つ
く
っ
て
い
く
力
］［
コ
ン
テ
ン
ツ
を
構

成
す
る
力
］［
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
力
］が
必
要
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
演
習
し
な
が
ら
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

▶
スト
ー
リ
ー
づ
く
り
の
た
め
に
、自
分
自
身
の
経
験
談
を
ど
の
よ
う
に

棚
卸
し
し
て
準
備
し
て
い
く
か
、ま
た
、そ
の
リ
ン
ク
方
法
を
学
び
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す共
感
を
呼
ぶ
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
実
践

～
話
す
力
・
伝
え
る
力
・
語
る
力
～

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
話
す
力
）

　
第
1
章
　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
は
何
か

　
第
2
章
　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
基
礎
知
識

1 か 月 目

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
伝
え
る
力
）

　
第
3
章
　
何
ご
と
も
準
備
が
大
切

　
第
4
章
　
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う

　
第
5
章
　
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

　
第
6
章
　
コ
ン
テ
ン
ツ
を
さ
ら
に
練
り
上
げ
よ
う

2 か 月 目

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
語
る
力
）

　
第
7
章
　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
前
提

　
第
8
章
　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ポ
イ
ン
ト

 
“
秘
伝
の
2
2
か
条
”

3 か 月 目

主
な
項
目

国
際
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日

本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
5
,1
2
0
円

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
！
ハ
イ
テ
ク
不
思
議
大
国・

日
本
を
学
ぼ
う

★
海
外
へ
行
く
と
、現
地
の
人
か
ら
日
本
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
聞

か
れ
ま
す
。そ
の
と
き
う
ま
く
答
え
ら
れ
ま
し
た
か
？
よ
く
知

ら
な
い
た
め
に
答
え
ら
れ
ず
、冷
や
汗
を
か
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
 

★
外
国
人
と
仕
事
を
し
て
い
く
に
は
、日
本
人
と
し
て
日
本
の
文

化
、日
本
の
良
さ
を
理
解
し
、互
い
の
文
化
を
理
解
し
合
う
こ

と
で
、海
外
で
の
仕
事
が
よ
り
楽
し
く
有
意
義
な
も
の
に
な
る

で
し
ょ
う
。

●「
神
社
の
手
水
と
5
S
は
つ
な
が
っ
て
い
る
!?
」「
日
本
は
ス
ー

パ
ー
正
直
な
国
」「
世
界
一
長
寿
企
業
が
多
い
」e
tc

…
…
、意

外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
日
本
の
不
思
議
を
学
び
ま
す
。

●
ハ
イ
テ
ク
で
便
利
な
社
会
で
あ
り
な
が
ら
、独

自
文
化
を
も
つ

日
本
の
歴
史
や
文
化
を
考
え
て
み
ま
す
。

●
話
を
盛
り
上
げ
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
満
載
！
2
色
刷
り
の
ビ
ジ

ュ
ア
ル
な
テ
キ
ス
ト
で
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
本
を
知
っ
て
世
界
に
出
よ
う
！
日
本
人
力
ア
ッ
プ
講
座

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

主
な
項
目

序
章
　
海
外
の
職
場
で

1
章
　
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
に
生
き
る
日
本
文
化

（
日
本
的
経
営
と
日
本
文
化
）

2
章
　
日
本
は
特
殊
な
社
会
（
不
思
議
な
国
・
日
本
）

3
章
　
日
本
文
化
の
形
成
と
歴
史

（
日
本
文
化
の
背
景
と
成
り
立
ち
）

1 か 月 目

4
章
　
日
本
文
化
の
発
展
（
庶
民
文
化
の
発
展
）

5
章
　
世
界
の
表
舞
台
へ
（
明
治
維
新
か
ら
現
代
）

6
章
　
日
本
人
力
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
活
用
と
日
本
文
化

の
発
信

巻
末
付
録
　
日
本
の
年
中
行
事
と
生
活

2 か 月 目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
（
2
色
刷
り
）

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

本
講
座
の
特
色

11
0

A
14

11
1

A
26

11
2

A
27

11
3

A
32

－ 33－



仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

W
eb
ア
ン
ケ
ー
ト
で
自
分
の
強
み
を
知
り
、
チ
ー
ム
で
最
大
限
の
成
果
を
上
げ
る
手
法
を
学
ぶ

●
W
eb
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
こ
と
で
、自
分
の
強
み
と
思
考

パ
タ
ー
ン
を
客
観
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
著
名
人
、歴
史
上
の
人
物
を
例
に
、チ
ー
ム
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回
（
W
eb
提
出
）

 
＋
W
eb
ア
ン
ケ
ー
ト（
自
己
分
析
サ
ー
ビ
ス
）

 
＋
個
別
ア
ド
バ
イ
ス

※
W
eb
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、E
-m
ai
lで
ご
自
身
の
ア
ド
レ
ス
に
送
信

さ
れ
ま
す
。（
P
C
の
み
対
応
。フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
P
D
F形
式
）

ね
ら
い
と
特
色

最
強
の
チ
ー
ム
を
つ
く
る
！
自
分
力
ア
ッ
プ
講
座

〈
自
己
分
析
サ
ー
ビ
ス
付
き
〉

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
9
,4
4
0
円

★
自
分
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、あ
な
た
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

し
ま
し
ょ
う
。

★
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
強
み
や
思
考
パ
タ
ー
ン
を
把
握
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
て
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
た
め
の
手
法
を
学
び
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

主
な
項
目

1
章
　
自
分
力
を
知
る

人
間
関
係
の
問
題
と
原
因
　
他

2
章
　
タ
イ
プ
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
し
や
す
さ
　
他

1 か 月 目

3
章
　
最
強
の
チ
ー
ム
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

城
郭
石
垣
か
ら
チ
ー
ム
づ
く
り
へ
の
ヒ
ン
ト

・
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
成
功
と
失
敗

・
武
田
信
玄
の
成
功
と
失
敗

・
織
田
信
長
軍
、
豊
臣
秀
吉
軍

4
章
　
自
分
力
ア
ッ
プ
で
最
強
の
チ
ー
ム
を
つ
く
る

2 か 月 目

自
己
分
析
サ
ー
ビ
ス（
W
eb
ア
ン
ケ
ー
ト
）と
は

1
6
0
問（
回
答
時
間
約
1
5
分
）の
W
eb
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

る
と
、自
分
の
気
質
タ
イ
プ
や
強
み
を
分
析
し
た
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
シ
ー
ト
が
通
常
1
週
間（
最
長
2
週
間
）以
内
に
届
き
ま

す
。こ
の
分
析
結
果
を
基
に
、学
習
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
W
eb
提
出
）

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
5
,1
2
0
円

「
稼
げ
る
・
儲
か
る
」
企
画
書
作
成
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
！

★
企
画
書
作
り
で
最
も
肝
心
な
こ
と
は
、相
手
に
き
ち
ん
と
伝
わ

る
も
の
に
仕
上
げ
る
こ
と
で
す
。し
か
し
、言
い
た
い
こ
と
を

的
確
に
言
葉
や
図
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

い
も
の
で
す
。

★
本
講
座
で
は
、企
画
書
作
成
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
、相

手
に
1
0
0
％
伝
わ
る
企
画
書
・
提
案
書
を
作
る
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
、豊
富
な
事
例
や
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

●
魅
力
が
あ
っ
て「
稼
げ
る
・
儲
か
る
」企
画
書
が
作
成
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

●
企
画
書
を
作
成
す
る
際
に「
誰
に
で
も
す
ぐ
に
使
え
る
」テ
ク

ニ
ッ
ク
を
習
得
で
き
ま
す
。 

●
企
画
書
作
成
レ
ポ
ー
ト（
任
意
提
出
）は
、実
際
の
企
画
書
を
作

成
し
、企
画
書
の
プ
ロ
で
あ
る
著
者
に
よ
る
添
削
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

企
画
書
の
構
想
術
～
最
初
は
イ
メ
ー
ジ
を
作
る

企
画
書
の
ス
ト
ー
リ
ー
術
～
ど
う
組
み
立
て
る
か

企
画
書
の
イ
ン
パ
ク
ト
術
～
印
象
付
け
る
た
め
に
ど
う

要
約
す
る
か

1 か 月 目

企
画
書
の
文
章
術
～
ま
ず
は
書
い
て
み
る

企
画
書
の
レ
イ
ア
ウ
ト
術
～
わ
か
り
や
す
く
レ
イ
ア
ウ
ト

企
画
書
の
デ
ザ
イ
ン
術
～
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン

企
画
書
の
魅
力
ア
ッ
プ
術
～
さ
ら
に
魅
力
あ
る
企
画

書
に

2 か 月 目

主
な
項
目

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す10
0％
伝
わ
る「
企
画
書・
提
案
書
の
作
り
方
」

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
別
冊

◆
別
冊
：「
レ
ポ
ー
ト
課
題
集
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

（
必
修
課
題
2
回
＋
任
意
提
出
課
題
1
回
）

ね
ら
い
と
特
色

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

あ
ら
ゆ
る
問
題
を
発
見
し
、
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う

●
身
近
で
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
学
習
を
進
め
、さ
ま
ざ
ま
な

原
因
分
析
・
問
題
解
決
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
、ス
ム
ー
ズ
な

問
題
解
決
力
を
自
然
に
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

●
付
録
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
、身
近
な
題
材
で
問
題
解
決
の

手
順
を
身
に
つ
け
、解
決
に
至
る
過
程
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、必
要
と
な
る
実
践
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

★
職
場
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
種
類
や
構
造
を
理
解
し

ま
す
。

★
問
題
解
決
に
必
要
な
態
度
、考
え
方
、プ
ロ
セ
ス
、手
法
を
学

び
、実
践
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

★
職
場
で
の
問
題
解
決
を
阻
害
す
る
要
因
を
理
解
し
ま
す
。

★
問
題
を
発
見
し
、解
決
し
て
い
く
職
場
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
すで
き
る
！
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
問
題
解
決
の
進
め
方

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

序
　
章
　
職
場
の
問
題
と
は

第
１
章
　
解
決
す
る
問
題
を
決
め
る

第
２
章
　
原
因
を
分
析
す
る

1 か 月 目

第
３
章
　
問
題
を
解
決
す
る

第
４
章
　
問
題
解
決
を
す
る
職
場
づ
く
り

第
５
章
　
リ
ー
ダ
ー
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

2 か 月 目

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

職
場
の
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の

解
決
す
る
問
題
を
決
め
る

原
因
を
分
析
す
る

問
題
を
解
決
す
る

問
題
解
決
す
る
職
場
づ
く
り

主
な
項
目

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
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/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

1 か 月 目 3 か 月 目2 か 月 目

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

説
明
の
機
会
が
多
い
方
に
朗
報
！
確
実
に
成
長
す
る
コ
ー
ス
で
す
！

★
話
し
方
が
、こ
ん
な
に
も
緻
密
に
計
算
さ
れ
て
い
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。先
生
の
人
間
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

★
人
か
ら
説
明
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。ま

た
、他
人
の
説
明
の
改
善
点
も
気
づ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
は
、具
体
的
な
成
長
と
し
て
実
感
が
あ
り
ま
す
。

★
話
し
方
の
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、報
告
会
の
型
な
ど
も
説

明
さ
れ
て
お
り
、即
実
務
に
活
用
し
ま
し
た
。

★
説
明
の
技
術
が
こ
ん
な
に
奥
深
い
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●「
わ
か
り
や
す
い
説
明
」と
は
何
か
を
考
え
、「
わ
か
り
や
す
さ
」

の
本
質
を
理
解
し
ま
す
。 

●『
型
』を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、わ
か
り
や
す
い
説
明

の
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
。 

●「
1
対
１
」「
1
対
1
0
」「
1
対
1
0
0
」と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
、「
わ
か
り
や
す
い
説
明
の
技
術
」を
向
上
さ
せ
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い「
説
明
の
技
術
」コ
ー
ス
 

わ
か
り
や
す
い
説
明
の
基
本
を
学
ぶ

　
第
1
章
　「
わ
か
り
や
す
さ
」
の
本
質

　
第
2
章
　
説
明
の
技
術
を
も
の
に
す
る
心
得

　
第
3
章
　
１
対
１
の
説
明
の
技
術

応
用
の
実
践
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
第
6
章
　
1
対
1
0
0
の
説
明
の
技
術

　
第
7
章
　
説
明
力
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

基
本
を
学
び
応
用
に
実
践
す
る

　
第
4
章
　
1
対
1
の
説
明
の
技
術
・
応
用
編

　
第
5
章
　
1
対
1
0
の
説
明
の
技
術

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

11
4

H
13

W
11

5
H

01

11
6

C
33

11
7

C
37

－ 34－



人
間
力
U
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R
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w
w
w
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.a
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

カ
ラ
ダ
の
た
め
の
意
識
改
革
！
「
食
べ
方
」
を
学
ん
で
元
気
な
毎
日
！

主
な
項
目

Ch
ap
ter
1

Ch
ap
ter
2

Ch
ap
ter
3

Ch
ap
ter
4

Ch
ap
ter
5

★
正
し
い「
食
べ
方
」の
知
識
を
学
び
、自
分
で
実
践
す
る
と
と
も

に
、そ
の
知
識
を
活
用
し
て
、人
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

★
元
気
で
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、世
代
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な「
食
べ
方
」を
学
び
ま
す
。

★
テ
キ
ス
ト
は
見
開
き
単
位
で
構
成
さ
れ
、図
解
や
イ
ラ
ス
ト
で

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

★
実
践
課
題
レ
ポ
ー
ト
は
、1
週
間
の
食
事
記
録
か
ら
、改
善
策

を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
方
式
を
導
入
し
、「
食
べ
方
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」と
し
て
の
実
力
を
養
成
し
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

受
講
期
間
：
6
か
月
　
　
受
講
料
：
2
1
,6
0
0
円

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

健
康
キ
ラ
リ
☆
食
べ
方
講
座
　
食
べ
方
アド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

●「
食
べ
方
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
し
て
、食
生
活
の
改
善
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
ス
キ
ル
が
身
に
つ
き
ま
す
。

●
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
数
年
に
わ
た
り
食
事
指
導
を
行
い
、病
気
回
復

を
支
援
し
て
き
た
経
験
を
も
つ
竹
森
先
生
が
、「
竹
森
流
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」で
健
康
に
役
立
つ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

●
修
了
後
、申
請
に
よ
り「
み
ん
な
の
食
育
」か
ら『
食
べ
方
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』の
認
定
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

 ・「
み
ん
な
の
食
育
」へ
の
申
請
料
3,
00
0
円（
税
込
）が
別
途
か
か
り
ま
す
。

食
べ
方
の
基
本

　
食べ
るっ
てど
うい
うこ
と？
　栄
養バ
ラン
スの
よい
食べ
方　
他

若
さ
と
キ
レ
イ
の
た
め
に

　
太
ら
な
い
食
べ
方
①
体
重
管
理
の
基
本
　
他

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

　
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め
の
食
事
　
他

イ
キ
イ
キ
と
年
を
重
ね
る
た
め
に

　
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
と
食
べ
方
　
低
栄
養
を
予
防
す
る
食
べ
方
　
他

元
気
で
働
く
た
め
に

　
生活
習慣
病を
遠ざ
ける
　3
0代
から
気を
つけ
たい
メタ
ボリ
ック
シン
ドロ
ーム
　他

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
9
,7
2
0
円

応
用
自
在
の
文
章
力
で
「
ホ
ウ
・
レ
ン
・
ソ
ウ
」
を
ス
ム
ー
ズ
に
！

★
業
務
で
報
告
書
を
書
く
こ
と
が
多
い
の
で
、た
い
へ
ん
役
に
立

ち
ま
し
た
。

★
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、「
今
ま
で
の
私
の
文
章
は

何
だ
っ
た
の
か
？
」と
思
う
く
ら
い
下
手
な
文
章
を
世
に
送
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。今
後
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
参

考
に
、よ
り
よ
い
文
章
を
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
漢
字
や
熟
語
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
の
で
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★
各
種
の
報
告
書
の
実
例
や
間
違
い
や
す
い
用
語
な
ど
、と
て
も

実
践
的
な
内
容
で
し
た
。

★
文
書
表
現
の
大
切
さ
が
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

●
報
告
書
・
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
ほ
か
、事
務
的
な
職
務
を
遂
行
す

る
の
に
不
可
欠
な
国
語
の
能
力
、文
章
力
を
習
得
し
ま
す
。

●
報
告
書
・
レ
ポ
ー
ト
の
基
本
構
成
が
わ
か
り
、文
章
作
成
に
自

信
が
つ
き
ま
す
。 

書
く
力
「
基
本
の
キ
」 ―

報
告
書
・
レ
ポ
ー
ト
―

第
1
章
　
表
現
技
能
の
習
得

文
章
を
「
書
く
」
と
い
う
こ
と

報
告
書
・
レ
ポ
ー
ト
の
基
礎
知
識
　
基
本
的
な
文
章
構
成

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
基
本
要
素
「
5
W
2
H
」　
他

第
2
章
　
表
記
技
能
の
習
得

表
記
技
能
が
表
現
技
能
を
支
え
る

書
き
誤
り
や
す
い
漢
字
　
紛
ら
わ
し
い
用
語
　
他

1 か 月 目

第
3
章
　
実
務
技
能
の
習
得

習
得
し
た
い
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務
技
能

日
報
　
週
報
　
月
報
　
各
種
報
告
書
　
提
案
書
　

企
画
書
　
稟
議
書
　
調
査
報
告
書
　
他

2 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
C
D
-R
O
M

（
レ
ポ
ー
ト
例
テ
ン
プ
レ
ー
ト
）
1
枚

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
レ
ポ
ー
ト
例
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
は
、
W
or
dの
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
で
す
。

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

食
の
達
人
に
な
る
！
や
さ
し
く
わ
か
る
野
菜
の
コ
ト

主
な
項
目

Pr
olo
gu
e
野
菜
を
食
べ
る
と
、
や
さ
し
く
な
れ
る
ね

Ch
ap
ter
1
根
っ
こ
で
す
か
、
葉
っ
ぱ
で
す
か
？

野
菜
世
界
の
基
本

Ch
ap
ter
2

Ch
ap
ter
3
キ
ッ
チ
ン
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
ミ
ニ
菜
園

自
分
で
野
菜
を
育
て
て
み
よ
う

Ch
ap
ter
4
生
で
食
べ
る
？
　
ど
こ
を
食
べ
る
？

食
べ
る
と
き
の
基
本

Ch
ap
ter
6
煮
た
り
、
炒
め
た
り
、
和
え
た
り

野
菜
料
理
の
基
本

Ch
ap
ter
5
知
っ
て
お
き
た
い
、
ラ
ベ
ル
表
示

レ
ポ
ー
ト
提
出
テ
ー
マ
「
野
菜
の
育
ち
を
調
べ
よ
う
」「
野
菜
の
売
場
を
調
べ
よ
う
」

「
野
菜
の
レ
シ
ピ
を
考
え
よ
う
」「
学
ん
だ
野
菜
の
知
識
の
伝
え
方
を
考
え
よ
う
」

食
育
講
座（

野
菜
編
）「

Fo
od

s 
Ho

w
?」

Th
e 
Ya

sa
i B

oo
k

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
フ
ー
ド
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認
定
講
座

★「
食
育
」と
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、健
康
で
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
生
活
に
必
要
な
こ
と
が
ら
を
き
ち
ん
と
理
解
し
、そ

の
考
え
を
周
り
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
本
講
座
で
は
、野
菜
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
、選
ぶ
力
、食

べ
方
、調
理
法
、野
菜
の
生
育
に
関
す
る
知
識
や
豊
か
な
食
生

活
の
楽
し
み
を
体
験
的
に
身
に
つ
け
、「
食
の
大
切
さ
」を
周
囲

に
伝
え
て
い
く
、そ
の
た
め
の
基
本
を
習
得
し
ま
す
。

★
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
満
載
4
色
刷
の
目
で
見
て
楽
し
い
テ
キ
ス

ト
で
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

★
自
分
の
健
康
管
理
に
つ
な
が
り
、そ
れ
を
人
に
教
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

★
テ
キ
ス
ト
の
勉
強
だ
け
で
な
く
、現
物
を
買
い
、そ
れ
に
つ
い

て
調
べ
て
、そ
れ
を
使
っ
て
レ
シ
ピ
を
つ
く
る
等
、机
上
だ
け

の
勉
強
で
な
か
っ
た
の
が
面
白
か
っ
た
で
す
。

受
講
期
間
：
6
か
月
　
　
受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
副
読
本
「
た
べ
る
っ
て
た
い
せ
つ
だ
ね
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

※
講
座
修
了
者
に
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
み
ん
な
の
食
育
」

よ
り
『
フ
ー
ド
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
』
の
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

青
い
野
菜
、
赤
い
野
菜
、
白
い
野
菜

受
講
者
の
声

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
4
か
月
　
　
受
講
料
：
1
1
,8
8
0
円

豊
富
な
練
習
で
美
し
い
字
を
身
に
つ
け
る
！

★
手
で
文
字
を
書
く
こ
と
の
難
し
さ
と
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

★
ひ
ら
が
な
の
筆
順
で
間
違
え
て
覚
え
て
い
た
箇
所
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、問
題
に
出
た
た
め
、そ
の
間
違
い
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

★
文
例
、慶
弔
の
上
書
き
は
、今
後
と
も
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

★
楷
書
、行
書
の
特
徴
が
わ
か
り
ま
し
た
。

★
指
導
・
講
評
で
良
い
と
こ
ろ
が
書
か
れ
て
い
た
の
は
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

●
豊
富
な
練
習
に
よ
っ
て
、字
を
書
く
楽
し
さ
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

●
漢
字
、ひ
ら
が
な
が
正
し
く
書
け
る
よ
う
に
な
り
、美
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
文
書
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
文
部
科
学
省
後
援
の
硬
筆
書
写
検
定
受
験
の
た
め
の
対
策
と

傾
向（
3
級
）を
用
意
し
て
い
る
の
で
、検
定
受
験
の
準
備
に
も

役
立
ち
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
ペ
ン
字
　
硬
筆
書
写
検
定
3
級
対
応

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目

か
な
　
　
ひ
ら
が
な
の
字
源
　
ひ
ら
が
な
の
練
習

カ
タ
カ
ナ
の
字
源
　
カ
タ
カ
ナ
の
練
習
　
他

3 か 月 目

楷
書
と
行
書
　
　
名
言
・
句
　
行
書

行
書
の
筆
脈
　
他

楷
書
　
　
基
本
点
画
の
練
習
　
他

4 か 月 目

日
常
文
　
　
熟
語
　
行
書
か
な
ま
じ
り
文

手
紙
の
書
き
か
た
　
行
書
か
な
ま
じ
り
文
の
練
習
　
他

硬
筆
書
写
検
定
　
　
硬
筆
書
写
検
定
に
つ
い
て

フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
に
つ
い
て
　
他

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
付
録
：「
硬
筆
書
写
技
能
検
定
3
級
問
題
と
解
答
」

「
学
習
ガ
イ
ド
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
4
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

11
8

J2
4

11
9

J0
1

12
0

H
20

12
1

P4
0
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力
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

メ
ー
ル
に
も
対
応
し
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
力
養
成
講
座
！

★
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
基
本
に
つ
い
て
学
べ
て
、た
い
へ
ん
有
意
義

で
し
た
。こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、今
後
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た

い
で
す
。

★
書
く
能
力
が
鍛
え
ら
れ
た
の
で
、今
後
の
仕
事
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

★
ビ
ジ
ネ
ス
の
公
文
書
を
書
く
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

今
回
受
講
す
る
こ
と
で
再
確
認
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

★
文
章
を
作
成
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
認
識
で
き
た
点
が

良
か
っ
た
で
す
。

★
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
講
師
の
方
の
コ
メ
ン
ト
が
、的
を
射
て

い
て
よ
か
っ
た
で
す
。

●
会
社
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
役
割
と
基
本
ル
ー
ル
を
理
解
す

る
こ
と
で
、現
場
で
の
実
践
力
が
養
成
さ
れ
ま
す
。 

●
メ
ー
ル
文
の
書
き
方
お
よ
び
注
意
す
べ
き
点
も
学
べ
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
美
文
書

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
基
本
ル
ー
ル
を
学
ぶ

第
1
章
　
文
章
の
基
礎
知
識

第
2
章
　
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ
ー
の
書
き
か
た

第
3
章
　
パ
ソ
コ
ン
時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
文
書

1 か 月 目

豊
富
な
文
例
を
通
し
て
、
社
内
文
書
の
ポ
イ
ン
ト
を

マ
ス
タ
ー
す
る

第
4
章
　
社
内
文
書
の
書
き
か
た

2 か 月 目

TP
O
に
応
じ
た
文
章
力
を
身
に
つ
け
る

第
5
章
　
社
外
文
書
の
書
き
か
た

3 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

コ
ツ
を
覚
え
て
練
習
す
れ
ば
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
美
し
い
筆
文
字
が
書
け
る！

★
普
段
な
じ
み
の
な
い
筆
ペ
ン
を
使
う
機
会
が
で
き
て
、　
習
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
テ
キ
ス
ト
に
は
ポ
イ
ン
ト
が
書
か
れ
て
い
て
、解
説
も
丁
寧
で

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

★
受
講
が
き
っ
か
け
で
、文
字
を
書
く
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

★
雲
を
つ
か
む
よ
う
だ
っ
た
筆
の
字
の
書
き
方
で
す
が
、そ
の
輪

郭
が
見
え
て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
。

★
自
分
で
は
な
か
な
か
直
せ
な
い
ク
セ
を
、わ
か
り
や
す
く
指
摘

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、矯
正
で
き
ま
し
た
。

●
自
信
を
持
っ
て
自
分
の
住
所
・
氏
名
が
書
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

●
慶
弔
の
表
書
き
、年
賀
状
、宛
名
書
き
、季
節
の
あ
い
さ
つ
状
な

ど
、楽
し
ん
で
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
教
材
に
筆
ペ
ン
2
本
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
一
筆
に
自
信
が
つ
く
―
さ
ら
さ
ら
筆
ペ
ン
講
座

主
な
項
目

1 か 月 目

美
し
い
行
書
・
連
綿
の
書
き
方

　
楷
書
と
行
書
の
違
い
　
行
書
の
基
本
点
画

　
部
首
別
・
行
書
の
書
き
方
　
他

2 か 月 目

生
活
の
中
の
書
を
楽
し
ん
で
書
こ
う

　
い
ろ
い
ろ
な
宛
名
書
き
　
季
節
の
あ
い
さ
つ
状

　
慶
弔
の
表
書
き
　
芳
名
帳
を
書
く
　
他

3 か 月 目

筆
ペ
ン
に
慣
れ
る
　
ひ
ら
が
な・
カ
タ
カ
ナ・
楷
書
の
基
本

　
日
本
の
文
字
　
筆
ペ
ン
と
い
う
道
具

　
筆
ペ
ン
の
持
ち
方
　
い
ろ
い
ろ
な
線
を
書
く
　
他

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
練
習
帳
1
冊

◆
付
録
：
筆
ペ
ン
2
本

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

こ
と
ば
の
知
識
を
楽
し
み
な
が
ら
身
に
つ
け
、人
気
資
格・
漢
字
検
定
に
挑
戦
し
よ
う！

★
忘
れ
て
い
た
こ
と
わ
ざ
や
四
字
熟
語
を
思
い
出
し
、た
い
へ
ん

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★
日
本
語
の
美
し
さ
、奥
深
さ
を
改
め
て
感
じ
、も
っ
と
勉
強
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

★
読
め
る
け
ど
書
け
な
い
漢
字
が
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
て
良

か
っ
た
で
す
。

★
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
機
会
が
増
え
、漢
字
の
書
き
方
が
忘
れ
が
ち

に
な
る
た
め
、手
書
き
を
す
る
よ
い
機
会
で
し
た
。

●
楽
し
み
な
が
ら“
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
”日
本
語
の

常
識
と
い
う
べ
き
も
の
を
学
び
、学
習
の
集
大
成
と
し
て
、漢

検
合
格
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
の
が
本
講
座
の
ね
ら
い
で
す
。

●
文
字（
漢
字
）と
こ
と
ば（
語
句
）の
数
多
く
の
問
題
を
解
く
こ

と
に
よ
っ
て
、知
識
を
整
理
で
き
ま
す
。

●
漢
検
受
験
対
策
用
に
、過
去
問
題
を
精
選
し
、効
率
的
な
学
習

が
で
き
る
模
擬
問
題
集
が
標
準
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
漢
字
や
語
句
を
身
に
つ
け
よ
う

　
ま
ち
が
い
や
す
い
漢
字
　
　
む
ず
か
し
い
漢
字

　
ま
ぎ
ら
わ
し
い
同
音
異
義
語
・
同
訓
異
義
語

　
覚
え
て
お
き
た
い
反
対
語
　
　
注
意
し
た
い
慣
用
句

1 か 月 目

役
立
つ
知
識
を
豊
富
に
し
よ
う

　
覚
え
て
損
は
な
い
四
字
熟
語
・
故
事
成
語

　
現
代
仮
名
づ
か
い
・
送
り
仮
名
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
と
わ
ざ
が
教
え
る
生
活
の
知
恵

　
敬
語
の
基
礎
知
識
　
　
気
に
な
る
助
数
詞
と
名
数

　
ビ
ジ
ネ
ス
で
使
わ
れ
る
カ
タ
カ
ナ
語

　
心
に
し
み
る
金
言
・
名
句

2 か 月 目

主
な
項
目

ら
く
ら
く
合
格
！
漢
字
能
力
検
定
（
２
・
３
級
対
応
）

こ
ん
な
漢
字
あ
ん
な
漢
字

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊
＋
別
冊
1
冊

◆
別
冊
： 「
ら
く
ら
く
合
格
！
漢
字
能
力
検
定
模
擬
問
題
集

（
2・
3
級
対
応
）」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
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.a
c.
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/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

楽
し
み
な
が
ら
一
般
常
識
を
身
に
つ
け
、
脳
の
活
性
化
に
も
役
立
つ
！

★
仕
事
と
は
別
の
こ
と
で
頭
を
使
う
時
間
が
つ
く
れ
た
の
で
、新

た
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
今
ま
で
得
意
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、長
い
間
使
っ
て
い
な

い
方
程
式
に
は
、て
こ
ず
り
ま
し
た
。

★
こ
と
わ
ざ
、四
字
熟
語
な
ど
、日
頃
ふ
れ
る
機
会
の
少
な
い
内

容
に
つ
い
て
も
解
説
が
あ
っ
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★「
小
学
校
レ
ベ
ル
か
も
」と
思
う
よ
う
な
こ
と
で
も
忘
れ
て
い

た
こ
と
が
多
く
、受
講
し
て「
こ
う
い
う
基
礎
が
大
事
な
ん
だ
」

と
思
い
ま
し
た
。

★
こ
れ
か
ら
は
気
を
つ
け
て
正
し
い
言
葉
や
文
字
を
使
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

●
問
題
周
辺
の
こ
と
ま
で
理
解
し
た
解
説
や
メ
モ
で
、問
題
に
関

連
し
た
幅
広
い
知
識
も
身
に
つ
き
ま
す
。

●「
読
み・
書
き・
計
算
」の
数
多
く
の
問
題
を
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

脳
の
働
き
を
活
発
に
し
ま
す
。

社
会
人
の
た
め
の「
読
み・
書
き・
計
算
」

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

主
な
項
目

1 か 月 目

役
立
つ
知
識
を
豊
富
に
し
よ
う

覚
え
て
損
は
な
い
四
字
熟
語
・
故
事
成
語

現
代
仮
名
づ
か
い
・
送
り
仮
名
の
ポ
イ
ン
ト

こ
と
わ
ざ
が
教
え
る
生
活
の
知
恵
　
　
他

2 か 月 目

計
数
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
そ
う

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
チ
ェ
ッ
ク

頭
を
柔
軟
に
す
る
い
ろ
い
ろ
な
計
算
式
　
　
他

3 か 月 目

正
し
い
漢
字
や
語
句
を
身
に
つ
け
よ
う

ま
ち
が
い
や
す
い
漢
字
　
　
む
ず
か
し
い
漢
字

ま
ぎ
ら
わ
し
い
同
音
異
義
語
・
同
訓
異
義
語
　
　
他

ね
ら
い
と
特
色

12
2

P2
8

12
3

P3
6

12
4

P9
7

12
5

C
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人
間
力
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
1
,8
8
0
円

楽
し
く
遊
べ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
脳
機
能
を
活
性
化
し
よ
う
！

★
脳
力
の
経
年
劣
化
を
遅
ら
せ
る
ヒ
ン
ト
を
勉
強
す
る
こ
と
が

で
き
、と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

★
漢
字
や
色
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
、普
段
と
違
っ
た
角
度
で
考
え
る

こ
と
が
で
き
て
、頭
の
中
が
動
く
感
じ
が
し
ま
し
た
。

★
脳
力
の
低
下
に「
ス
ト
レ
ス
」の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
た
い
へ
ん
良
か
っ
た
で
す
。ス
ト
レ
ス
の
回
避
術

は
、自
分
自
身
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ブ
ッ
ク
を
取
り
組
む
こ
と
で
、「
考
え
る
」

き
っ
か
け
が
で
き
て
、
頭
が
鍛
え
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

●
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
脳
の
加
齢
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

●
脳
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
関
係
を
学
習

し
ま
す
。

●「
ダ
イ
バ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
シ
ン
キ
ン
グ
」自
己
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
で
き
ま
す
。

可
能
性
を
ひ
ろ
げ
る

「
脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ブ
ッ
ク

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

受
講
者
の
声

第
1
章
　
ダ
イ
バ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
シ
ン
キ
ン
グ

─
そ
の
「
事
始
め
」

第
2
章
　「
脳
力
」
と
は
何
の
こ
と
だ
ろ
う

1 か 月 目

第
3
章
　「
脳
力
」
が
低
下
し
や
す
い
環
境
要
因

第
4
章
　「
脳
力
」
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に

第
5
章
　
脳
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
「
脳
ト
レ
」

第
6
章
　
ダ
イ
バ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
シ
ン
キ
ン
グ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

2 か 月 目

Tr
ai
ni
ng
 B
oo
k

記
憶
力
・
意
思
力
・
思
考
力
の
衰
え
を
抑
止
す
る

た
め
に
、「
海
馬
」と
「
前
頭
葉
」の
機
能
を
活
性
化
す

る
脳
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

主
な
項
目

ね
ら
い
と
特
色

仕
事
力
U
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L
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w
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

時
間
の
達
人
は
ダ
ン
ド
リ
名
人！
す
ぐ
に
役
立
つ
基
本
と
コ
ツ
を
学
び
ま
す！

★
ダ
ン
ド
リ
不
足
が
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
！

▶
ゴ
ー
ル
ま
で
の
全
体
像
を
想
像
す
る
こ
と
か
ら
ダ
ン
ド
リ

が
始
ま
り
ま
す
。

★
仕
事
は
お
互
い
に
、早
く
、楽
に
楽
し
く
！

▶
根
回
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
、ダ
ン
ド
リ
の
要
点

で
す
。

★
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
柔
軟
に
対
応
！

▶
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
検
証
す
れ
ば
、異
常
の
発
見
が
早
く

な
り
ま
す
。

★
自
分
の
時
間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
！

▶
集
中
で
き
る
時
間
帯
の
確
保
、す
き
ま
時
間
の
有
効
活
用
で
、

人
生
を
楽
し
く
豊
か
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
技
術
者
が
実
践
か
ら
導
い
た
本
当
に
役
立
つ
ダ
ン
ド
リ
の
技

術
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

●「
ダ
ン
ド
リ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」で
、今
日
か
ら
ダ
ン
ド
リ
術
が
身

に
つ
き
ま
す
。

1
章
　
あ
な
た
も
ダ
ン
ド
リ
名
人
に
な
ろ
う

2
章
　
ダ
ン
ド
リ
の
大
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
も
う

3
章
　
全
体
像
は
ど
う
や
っ
て
つ
か
む
の
か

4
章
　
確
実
に
ゴ
ー
ル
に
達
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

1 か 月 目

5
章
　
進
捗
状
況
の
把
握
と
検
証
、ゴ
ー
ル
で
の
振
り
返
り

6
章
　
時
間
管
理
名
人
に
な
ろ
う

7
章
　
仕
事
は
一
人
で
は
で
き
な
い
。周
囲
の
人
と
の
ダ
ンド
リ
術

8
章
　
生
活
の
中
の
ダ
ン
ド
リ

巻
末
付
録
　
ダ
ン
ト
リ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

2 か 月 目

主
な
項
目

残
業
ゼ
ロ
！
頭
の
い
い
ダ
ン
ド
リ
の
技
術

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

ね
ら
い
と
特
色

人
間
力
U
P!
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L
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w
w
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
1
,8
8
0
円

「
逆
算
思
考
」で
先
を
読
む
脳
力
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

先
を
読
む
力
 

「
も
っ
と
脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

★
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。し
か
も
、テ
キ
ス
ト
を
読
む
ほ
ど
楽
し
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

★「
脳
力
ア
ッ
プ
」と
い
う
普
段
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な
い
内

容
の
教
材
を
学
習
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

★「
情
報
を
捨
て
る
こ
と
が
先
を
読
む
力
に
な
る
」と
い
う
考
え

方
が
面
白
く
、行
動
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

★
物
事
に
関
心
を
も
ち
、疑
問
を
も
つ
こ
と
で
、情
報
収
集
力
が

上
が
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

★
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ブ
ッ
ク
が
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の

で
、楽
し
ん
で
学
習
で
き
ま
し
た
。

受
講
者
の
声

序
　
章
　
脳
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

第
1
章
　
脳
力
ア
ッ
プ
の
方
法
と
四
つ
の
タ
イ
プ

第
2
章
　「
逆
算
方
式
」と
「
積
み
上
げ
方
式
」で
「
先
を
読
む
」

　
激
動
の
時
代
に
望
ま
れ
る
「
先
を
読
む
力
」
　
他

第
3
章
　「
先
を
読
む
」脳
力
の
ベ
ー
ス
は
言
語
力

　
自
分
の
言
語
力
を
チ
ェ
ッ
ク
　
他

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ブ
ッ
ク

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
本
講
座
の
学
習
期
間
は
2
か
月
で
す
が
、
各
月
の
学
習
範
囲
は

特
に
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

ご
提
出
い
た
だ
く
2
回
の
レ
ポ
ー
ト
も
、
テ
キ
ス
ト
全
体
の
内

容
か
ら
出
題
さ
れ
ま
す
。

Tr
ai
ni
ng
 B
oo
k

　
言
語
力
・
読
解
力
・
思
考
力
・
先
を
読
む
力
・
表
現
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

1 ・ 2 か 月 目

主
な
項
目

●「
先
を
読
む
力
」と
は
何
か
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

●「
逆
算
思
考
」に
必
要
と
な
る
、言
語
力
・
読
解
力
・
思
考
力
・

表
現
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

あ
な
た
が
も
つ
潜
在
能
力
を「
7
つ
の
力
」に
凝
縮
し
て
引
き
出
し
ま
し
ょ
う！

★
自
分
が
仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
、い
ろ
い
ろ
プ
ラ
ス
に
な
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

★
自
分
の
中
で
優
れ
て
い
る
力
と
、頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
力
が
あ
る
こ
と
が
、わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★「
行
動
力
と
は
何
か
」な
ど
、今
ま
で
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た

こ
と
を
学
習
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。

★
仕
事
の
う
え
で
、自
分
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
か
、振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
骨
格
と
も
い
え
る
、「
7
つ
の

力
」を
身
に
つ
け
ま
す
。

●「
行
動
力
」と
「
実
行
力
」に
よ
っ
て
、自
分
自
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
力
を
学
び
ま
す
。 

●
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
つ
い
て
根
本
か
ら
問
い
直
す
こ
と
で
、あ
な

た
が
職
場
で
輝
く
た
め
の「
力
」が
身
に
つ
き
ま
す
。 

仕
事
の
「
7
つ
の
力
」

行
動
力
　
行
動
し
な
け
れ
ば
目
標
は
達
成
で
き
な
い

時
間
力
　
仕
事
は
時
間
と
の
競
争
、

時
間
を
制
す
る
も
の
は
仕
事
を
制
す
る

1 か 月 目

み
る
力
　
一
瞬
の
観
察
力
か
ら
始
ま
る

き
く
力
　
き
き
上
手
は
相
手
の
心
を
開
く

話
す
力
　
人
間
だ
け
が
持
つ
言
葉
を
生
か
す

2 か 月 目

書
く
力
　「
文
は
人
な
り
」は

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
に
も
い
え
る

考
え
る
力
　
考
え
る
過
程
そ
の
も
の
が
、

考
え
る
力
を
つ
け
る

3 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

12
6

A
19

12
7

A
18

12
8

H
31

12
9

H
25
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仕
事
力
U
P!
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w
w
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

職
場
の
報
連
相
「
基
本
の
キ
」

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
9
,7
2
0
円

“
で
き
る
人
”の
仕
事
の
進
め
方
を
、「
報
連
相
」と
い
う
切
り
口
か
ら
学
習
す
る
！

★
今
ま
で
言
葉
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た「
報
連
相
」の
意
味
、ま
た

活
用
法
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
と
て
も
身
近
な
部
分
に
つ
い
て
の
課
題
だ
っ
た
た
め
、改
め
て

「
報
連
相
」の
重
要
性
の
認
識
が
で
き
ま
し
た
。

★
中
間
報
告
の
大
切
さ
を
こ
の
講
座
で
学
べ
た
の
で
、仕
事
の
中

で
活
か
し
た
い
で
す
。

★
仕
事
の
進
め
方
、よ
い
人
間
関
係
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
取
り
方

な
ど
、読
め
ば
読
む
ほ
ど
自
分
の
た
め
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

★「
報
連
相
」は
職
場
で
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、こ
ん
な
に
奥
が
深

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

●「
報
連
相
」の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
習
し
、“
で
き
る
人
”の
仕
事
の
進

め
方
の
コ
ツ
を
つ
か
み
、ビ
ジ
ネ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
ま
す
。

●
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
取
り
組
み
、「
報
連
相
」の
実
践
力
を
身
に

つ
け
ま
す
。

●
全
5
2
項
目
の
読
み
切
り
形
式
で
、効
率
よ
く
学
習
で
き
ま
す
。

1 か 月 目

第
2
章
　
よ
い
報
連
相

 
（
＝
よ
い
仕
事
の
進
め
方
）を
し
よ
う
／
連
絡

第
3
章
　
よ
い
報
連
相

 
（
＝
よ
い
仕
事
の
進
め
方
）を
し
よ
う
／
相
談

ま
と
め
　
報
連
相
を
活
用
す
る
た
め
に

2 か 月 目

主
な
項
目

は
じ
め
に
　
な
ぜ
「
報
連
相
」
が
必
要
な
の
か

　
報
連
相
は
“
自
分
の
た
め
に
な
る
”
仕
事
の
進
め
方
　
他

第
1
章
　
よ
い
報
連
相

 
（
＝
よ
い
仕
事
の
進
め
方
）を
し
よ
う
／
報
告

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
別
冊
1
冊

◆
別
冊
：「
レ
ポ
ー
ト
課
題
集
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
9
,7
2
0
円

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
も
大
丈
夫
。一
歩
前
へ
と
成
長
す
る
講
座

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
社
会
人
と
し
て
仕
事
を
進
め
て
い

く
中
で
重
要
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

★
ふ
だ
ん
正
し
い
と
思
っ
て
使
っ
て
い
た
敬
語
に
間
違
い
が
あ

っ
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

★
聴
く
・
話
す
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
み
て
、前
よ
り
伝
わ

る
よ
う
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
、社
内
試
験
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
く
、

す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
観
点
の
転
換
。「
あ
る
べ
き

自
分
」か
ら「
今
の
自
分
」を
見
下
す
の
は
や
め
ま
す
。

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
し
た
が
、一
歩
を
踏
み
出
す

勇
気
が
出
て
き
ま
し
た
。

●
社
会
人
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本（
聴
く
、話

す
、見
る
、文
章
、言
葉
遣
い
）を
学
習
し
ま
す
。 

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
人
の
成
長
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
基
本
の
キ
」

社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

話
し
言
葉
～
「
耳
」
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

話
し
言
葉
～
「
口
」
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ま
な
ざ
し
の
言
葉
～
眼
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

表
情
・
姿
勢
・
動
作
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

1 か 月 目

挨
拶
か
ら
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
ホ
ウ
・
レ
ン
・
ソ
ウ
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
場
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
人
間
成
長

言
葉
の
は
た
ら
き
　
　
文
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
必
修
課
題
2
回
、
任
意
提
出
課
題
1
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

「
対
人
関
係
力
」
は
人
格
形
成
の
原
動
力
。
臨
床
体
験
を
ふ
ま
え
た
理
論
と
実
践
を
学
ぶ

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
し
た
が
、勉
強
し
た
お
か
げ

で
人
と
の
接
し
方
が
思
う
よ
う
に
で
き
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

★
テ
キ
ス
ト
が
読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。読
む
こ
と
で
反
省
も
し

ま
す
が
、や
る
気
や
情
熱
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。翌
日
の
業
務

を
よ
り
パ
ワ
フ
ル
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
自
分
の
欠
点
を
見
つ
め
直
し
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
具
体
的

な
方
法
を
学
び
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
人
生
で
、大
切
な
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

●
臨
床
心
理
学
・
精
神
医
学
・
看
護
学
・
哲
学
な
ど
か
ら
対
人

関
係
の
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
対
人
関
係
ス
キ
ル
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
、身

に
つ
け
る
た
め
の
自
主
ト
レ
を
行
い
ま
す
。 

●
電
話
、ス
ピ
ー
チ
、説
明
・
説
得
、講
義
、営
業
、臨
床
場
面
な
ど

具
体
的
な
日
常
の
対
人
行
動
を
学
び
、あ
な
た
の「
可
能
性
」を

開
く「
私
の
自
己
開
発
」ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
す
。

対
人
関
係
力
を
の
ば
すコ
ミュ
ニケ
ー
ショ
ン
スキ
ル

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目 3 か 月 目

プ
ロ
ロ
ー
グ
・
こ
の
人
に
会
っ
て
人
生
が
変
わ
っ
た

“
よ
い
人
間
関
係
”の
落
と
し
穴
　

人
間
は
一
人
で
は
生
き
て
い
な
い

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
組
織

対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
し
く
み
　
他

対
人
関
係
は
「
あ
い
さ
つ
」
か
ら

「
聞
く
」
か
ら
「
聴
く
」
へ

こ
と
ば
が
あ
な
た
の
人
格
を
つ
く
る

対
人
距
離
の
セ
ン
ス
を
育
て
る
　
他

交
渉
を
支
え
る
も
の
　
交
渉
の
核
心
・
説
得

「
む
ず
か
し
い
人
」
と
の
交
渉

対
人
関
係
と
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」

対
人
関
係
で
可
能
性
を
広
げ
る
　
他

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
9
,7
2
0
円

「
企
業
の
顔
」
と
し
て
自
信
が
持
て
る
電
話
応
対
の
し
か
た
を
学
ぶ
！

★
日
頃
か
ら
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
不
安
が
あ
っ
た
の
で
、受
講
し

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

★
業
者
の
人
に
電
話
を
か
け
る
際
の
注
意
点
が
、よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。ま
た
、今
ま
で
の
自
分
の
電
話
対
応
で
改
善
す
べ
き
点

に
気
づ
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
電
話
内
容
の
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

★
改
ま
っ
た
言
い
方
や
、尊
敬
語
、謙
譲
語
の
違
い
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

★
章
末
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
を

務
め
て
」の
コ
ラ
ム
も
、参
考
に
な
り
ま
し
た
。

●
さ
わ
や
か
な
電
話
応
対
を
す
る
た
め
の
心
構
え
を
学
び
ま
す
。 

●
言
葉
遣
い
、電
話
の
受
け
方
、電
話
の
か
け
方
な
ど
、電
話
応
対

の
基
本
的
な
動
作
を
見
直
し
、磨
き
を
か
け
ま
す
。 

●
ク
レ
ー
ム
電
話
で
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
、そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
習
得
で
き
ま
す
。さ
わ
や
か
電
話
応
対
「
基
本
の
キ
」

第
1
章
　
電
話
を
取
る
前
か
ら
応
対
は
始
ま
っ
て
い
る

第
2
章
　
き
れ
い
な
言
葉
遣
い
で
、
好
感
度
U
P
！

第
3
章
　
お
客
様
を
安
心
さ
せ
る
電
話
の
受
け
方

1 か 月 目

第
4
章
　
謙
虚
な
気
持
ち
で
電
話
を
か
け
る

第
5
章
　
ク
レ
ー
ム
電
話
で
フ
ァ
ン
を
増
や
す
！

第
6
章
　
ど
ん
な
と
き
も
「
さ
わ
や
か
電
話
応
対
」

◎
コ
ラ
ム
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
を
務
め
て

2 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
別
冊
1
冊

◆
別
冊
：「
レ
ポ
ー
ト
課
題
集
」

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

13
0

I9
7

13
1

I1
9

13
2

H
19

13
3

H
11

－ 38－
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
基
礎
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
説
明
だ
け
で
な
く
、「
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
」が
示
さ
れ
て
い
た
点
が
良
か
っ

た
で
す
。行
動
の
理
由
を
知
る
こ
と
で
、想
定
外
の
事
態
が
起

こ
っ
て
も
対
応
で
き
そ
う
で
す
。

★
社
会
人
に
な
っ
て
1
5
年
に
な
り
ま
す
が
、忘
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
再
認
識
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
テ
キ
ス
ト
が
わ
か
り
や
す
く
、今
後
役
立
つ
場
面
が
あ
る
と
思

う
の
で
、ず
っ
と
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
今
さ
ら
人
に
聞
け
な
い
こ
と
が
、今
回
の
受
講
で
解
消
さ
れ
ま

し
た
。

受
講
期
間
：
1
か
月
　
　
受
講
料
：
6
,4
8
0
円

最
低
限
身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
マ
ナ
ー
を
、短
期
間
で
マ
ス
タ
ー
す
る！

●
挨
拶
の
し
か
た
、身
だ
し
な
み
、言
葉
遣
い
か
ら
来
客
の
応
対
、

席
次
、電
話
応
対
、携
帯
電
話
、ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
書
き
方
、冠

婚
葬
祭
な
ど
、マ
ナ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
を
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
解
説

し
ま
す
。

●
最
低
限
身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
マ

ナ
ー
を
、具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
「
基
本
の
キ
」

1 か 月 目

主
な
項
目

1
．
出
社
・
退
社
時
の
マ
ナ
ー

　
服
装
の
マ
ナ
ー

　
出
社
前
の
身
だ
し
な
み
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　
あ
い
さ
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
遅
刻
・
早
退
す
る
と
き
の
注
意
点
　
　
他

2
．
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
の
マ
ナ
ー

　
初
対
面
の
相
手
と
会
う
場
合
の
マ
ナ
ー

　
お
じ
ぎ
の
マ
ナ
ー
　
　
名
刺
交
換
の
マ
ナ
ー

　
上
司
・
自
他
の
呼
び
方
　
　
敬
語
の
ポ
イ
ン
ト
　

　
席
次
の
マ
ナ
ー
　
　
電
話
応
対
の
ポ
イ
ン
ト

　
携
帯
電
話
の
マ
ナ
ー
　
　
外
出
時
の
マ
ナ
ー

　
訪
問
時
の
マ
ナ
ー
　
　
訪
問
対
応
の
マ
ナ
ー
　
　
他

3
．
ア
フ
タ
ー
5
で
の
マ
ナ
ー

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
1
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

ディ
ベ
ー
ト
キ
ン
グ
直
伝
！
説
得
力
・
交
渉
力
を
鍛
え
る
と
、仕
事
が
驚
く
ほ
ど
う
ま
く
い
く

最
強
の
説
得
力
・
交
渉
力

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1冊
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ブ
ッ
ク
1冊

◆
付
録
：
D
V
D
「
動
画
で
学
ぶ
デ
ィ
ベ
ー
ト
術
」
1
枚

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
必
修
課
題
3
回
、自
由
提
出
課
題
1回

●
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
理
論
を
活
用
し
た
考
え
方
を
学
び
ま
す
。

●
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

★「
説
得
力
・
交
渉
力
」＝
「
仕
事
で
結
果
を
出
す
力
」で
す！

▶
仕
事
で
結
果
を
出
す
た
め
に
不
可
欠
な
説
得
力
・
交
渉
力
を

鍛
え
、成
果
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

★
目
か
ら
ウ
ロ
コ！
デ
ィ
ベ
ー
ト
キ
ン
グ
の
実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
あ

な
た
に
伝
授！

▶
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
で
６
連
覇
を
果
た
し
、ま
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
営
業
で
活
躍
す
る
著
者
の
実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、惜
し
げ

な
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
役
立
つ
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
満
載！

▶
本
講
座
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、外
国
人
と
仕
事
を

す
る
際
に
も
強
力
な
武
器
に
な
り
ま
す
。

★
動
画
教
材
で
人
を
引
き
つ
け
る
話
し
方
の
コ
ツ
を
体
得
！

▶
付
録
の
動
画
教
材
で
、人
を
引
き
つ
け
る
パ
ワ
ー
あ
る
話

し
方
の
コ
ツ
が
身
に
つ
き
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

序
章
　
仕
事
の
成
果
は
説
得
力
・
交
渉
力
で
決
ま
る

１
章
　
あ
な
た
は
な
ぜ
主
張
を
通
せ
な
い
の
か
？
 

２
章
　
説
得
力
・
交
渉
力
を
鍛
え
る
！
ひ
と
り
デ
ィ

ベ
ー
ト
法

1 か 月 目

３
章
　
す
ぐ
に
使
え
る
！
分
か
り
や
す
い
説
明
の
技

術
1
0

４
章
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
質
問
法

2 か 月 目

主
な
項
目

５
章
　
相
手
を
納
得
さ
せ
る
反
論
テ
ク
ニ
ッ
ク

６
章
　
相
手
の
心
を
動
か
す
説
得
・
交
渉
の
技
術

７
章
　
人
間
的
魅
力
が
本
物
の
説
得
力
・
交
渉
力
を

育
て
る

3 か 月 目

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

★
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
へ
の
対
処
法
が
詳
し
く
記
載
さ

れ
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
管
理
職
業
務
に
役
立
つ
と
思
っ
て
受
講
し
た
の
で
す
が
、私
自

身
の
成
長
を
促
し
て
く
れ
た
点
が
良
か
っ
た
で
す
。

★
部
下
を
も
つ
人
の
悩
み
、部
下
の
悩
み
に
つ
い
て
の
考
え
方
が

学
べ
、有
意
義
な
講
座
で
し
た
。

★
他
の
講
習
に
は
な
い
第
７
章
の
管
理
・
監
督
者
の
健
康
管
理

が
良
か
っ
た
で
す
。自
分
達
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
学
習
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

★
過
去
に
自
身
が
メ
ン
タ
ル
の
不
調
で
休
職
し
て
い
た
こ
と
が

あ
る
た
め
、当
時
の
自
分
の
置
か
れ
て
い
た
状
態
を
客
観
的
に

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。

●
心
の
状
態
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ず
れ
の
問
題
に
焦
点

を
当
て
な
が
ら
、対
人
関
係
と
心
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

心
の
病
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

●
病
ん
だ
心
か
ら
の
快
復
を
支
援
す
る
た
め
に
、管
理
・
監
督
者

は
ど
の
よ
う
な
心
掛
け
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
す
。

第
1
章
　
こ
こ
ろ
と
は
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
の
か

第
2
章
　
い
ま
、
職
場
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

第
3
章
　
対
人
関
係
と
健
や
か
な
こ
こ
ろ

1 か 月 目

第
4
章
　
ス
ト
レ
ス
と
こ
こ
ろ

第
5
章
　
気
に
な
る
行
動
へ
の
対
処
方
法

不
安
・
緊
張
状
態
　
抑
う
つ
状
態
や
う
つ
病

興
奮
・
攻
撃
状
態
　
拒
否
・
拒
絶
状
態
　
他

2 か 月 目

第
6
章
　
こ
こ
ろ
の
病
を
も
つ
人
へ
の
対
処

異
常
と
正
常
の
考
え
方
　
他

第
7
章
　
管
理
・
監
督
者
の
健
康
管
理

3 か 月 目

主
な
項
目

部
下
を
も
つ
人
の
「
心
の
健
康
知
識
」

部
下
の
気
持
ち
を
ど
う
キ
ャ
ッ
チ
す
る
か
、自
分
の
思
い
を
ど
う
伝
え
る
か

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

13
4

I9
3

13
5

H
39

13
9

A
20

ね
ら
い

特
色

　
企
画
力
、
情
報
活
用
力
、
交
渉
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、
数
字
力
、
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
力
と
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
必
要
な
6
つ
の
テ
ー
マ
を
、
苦
手
分
野
や
強

化
し
た
い
分
野
を
集
中
的
に
、
あ
る
い
は
全
体
を
体
系
的
に
、
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

●
組
合
せ
自
由
の
フ
レ
ッ
ク
ス
受
講
で
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
効
率
的
に
学
べ
ま
す
。

●
具
体
的
な
事
例
や
実
際
の
活
用
例
な
ど
、
日
々
の
業
務
に
す
ぐ
に
活
用
で
き
ま
す
。

●
テ
キ
ス
ト
内
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
、
ど
れ
だ
け
力
が
つ
い
た
か
確
認
で
き
ま
す
。

※
本
コ
ー
ス
は
6単
元
の
中
か
ら

13
6
2単
元
、

13
7
3単
元
、
ま
た
は

13
8
4単
元
を
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。
単
元
の
組
合
せ
は
自
由
で
す
。

　
お
申
込
み
の
際
に
受
講
す
る
単
元
・
単
元
名
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

受
講
期
間
：
2
～
4
か
月

受
講
料
：

教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
2
～
4
冊

添
削
2
～
4
回

執
筆
・
編
集
：
株
式
会
社
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
／
一
般
社
団
法
人
日
本
経
営
協
会

（
す
べ
て
消
費
税
含
）

第
1単
元
　
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
力

企
画
力
の
3つ
の
力
／
企
画
の
進
め
方
／
企
画
の
ア
イ
デ
ア
／

企
画
書
を
作
成
す
る

第
2単
元
  ビ
ジ
ネ
ス
情
報
活
用
力

情
報
を
見
極
め
る
／
情
報
に
向
き
合
う
姿
勢
と
行
動
／
情
報

活
用
の
基
本
型
と
ス
キ
ル
／
情
報
活
用
力
の
実
践
編

第
3単
元
　
ビ
ジ
ネ
ス
交
渉
力

交
渉
と
は
何
か
／
交
渉
の
基
本
手
順
／
効
果
的
な
交
渉
の
進
め
方

第
4単
元
　
ロ
ジ
カ
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
／
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

準
備
と
思
考
法
／
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
成
と
ツ
ー
ル

の
活
用
／
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
と
振
り
返
り

第
6単
元
　
ロ
ジ
カ
ル
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
／
ロ
ジ
カ
ル
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
─
論

理
的
に
書
く
─
／
ロ
ジ
カ
ル
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
─
わ
か
り
や
す

く
書
く
─
／
文
書
の
種
類
と
ロ
ジ
カ
ル
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

第
5単
元
　
ビ
ジ
ネ
ス
数
字
力

数
字
感
覚
を
身
に
つ
け
る
／
世
界
の
変
化
を
数
字
で
と
ら
え

る
／
数
字
で
考
え
表
現
す
る
／
仕
事
に
関
係
あ
る
数
字

円
13

6 
N
A
4

1
4
,0
4
0

2
単
元

円
13

7 
N
A
5

1
8
,3
6
0

3
単
元

円
13

8 
N
A
6

2
2
,6
8
0

4
単
元

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

ビ
ジ
ネ
ス
に
必
須
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
！

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

（
2
単
元
～
4
単
元
）
〈
選
択
〉

13
6

～
13

8
N
A
4～

6

－ 39－



ね
ら
い

特
色

第
元
  

1・
2単

講
師
：

教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
　
添
削
2
回

受
講
期
間
：
2
か
月

受
講
料
：

円 （
消
費
税
含
）

井
内
郁
子
（
フ
ィ
ー
ル
ド・
ド
リ
ー
ム
代
表
）

　
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
は
、自
分
の
長
所・
短
所
を
知
り
、そ
れ
を
踏
ま
え
た

上
で
行
動
し
て
い
く
こ
と
で
、ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
大
き
な
キ
ー
を
引

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、自
分
の
好
き
な
時
間
に

コ
ー
チ
ン
グ
が
行
え
る
た
め
、コ
ー
チ
ン
グ
が
日
常
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

●
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
の
基
本
か
ら
、実
践
的
な
内
容
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

●
自
己
理
解
、ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
の
観
点
か
ら
理
解
し
ま
す
。

●
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
多
数
用
意
し
て
あ
り
、セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
が
自
然
と

身
に
つ
き
ま
す
。

第
1章
　
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
に

   
   
   
  つ
い
て
理
解
し
よ
う

第
2章
　
自
己
理
解
を
深
め
る

第
3章
　
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
4章
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

第
5章
　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

11
,8
8
0

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

自
分
を
知
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
引
き
寄
せ
る

セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
入
門
コ
ー
ス

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
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.a
c.
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/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

世
界
一
か
ん
た
ん
な
ド
ラ
ッ
カ
ー
入
門
講
座

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
2
,9
6
0
円

ド
ラ
ッ
カ
ー
を
学
び
、「
成
果
を
あ
げ
る
た
め
の
行
動
」を
め
ざ
す
！

★
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
書
物
を
読
む
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
が
、基
本
的
な
考
え
方
を
学
べ
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

★
社
内
で
実
施
し
て
い
る
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
勉
強
会
で
使
っ
て

い
る
本
は
少
々
内
容
が
難
し
く
、
そ
れ
に
対
し
て
今
回
通
信

教
育
を
通
し
て
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
勉
強
で
き
た
の
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
個
人
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
か
ら
学
習
を
始
め
ま
す
。 

●
組
織
や
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、会
社
の
経
営
戦
略
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。 

●
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
す
る
た
め
に
押
さ
え
て
お
く
べ
き
こ

と
を
学
習
し
、ド
ラ
ッ
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
の
要
点
が

個
々
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ス
キ
ル
と
し
て
身
に
つ
く
よ
う
に

し
ま
す
。

第
1
章
　
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か

第
2
章
　
成
果
を
あ
げ
る
た
め
の
基
本
行
動

第
3
章
　
成
果
を
あ
げ
る
仕
事
の
原
則

第
4
章
　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
成
果
を
あ
げ
る

1 か 月 目

第
5
章
　
成
果
を
あ
げ
る
経
営
戦
略
の
考
え
方

第
6
章
　
成
果
を
あ
げ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

第
7
章
　
成
果
の
あ
が
る
組
織
と
は

第
8
章
　
押
さ
え
て
お
く
べ
き
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

2 か 月 目

主
な
項
目

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
コ
ー
チ
ン
グ
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
重
要
だ
と

わ
か
り
ま
し
た
。言
い
方
を
変
え
る
だ
け
で
相
手
の
気
持
ち
を

引
き
出
せ
る
の
で
、実
践
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

★
コ
ー
チ
ン
グ
流
タ
イ
プ
分
け
の
方
法
は
、チ
ー
ム
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
く
う
え
で
、非
常
に
役
立
つ
方
法
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

★
た
だ
読
ん
で
学
ぶ
の
で
は
な
く
、ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
等
で
講
座
を

進
め
て
い
く
と
こ
ろ
が
良
か
っ
た
で
す
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

コ
ー
チ
・
エ
ィ
の
す
ぐ
れ
た
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
を
通
信
教
育
講
座
で
学
ぶ
！

●
コ
ー
チ
ン
グ
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
対
外
的
な
交
渉
や

社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
も
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
で
す
。
①
自
立
的
・
自
発
的
な
部
下
の
育
成
、
②
高
い
生

産
性
と
目
標
達
成
、
③
学
習
す
る
組
織
、
④
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強
化
、

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
組
織
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
メ
ン
バ
ー
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、そ
の
能
力
を
最
大
限
に
活

か
し
ま
す
。

●
コ
ー
チ
・
エ
ィ
の
ス
キ
ル
を
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

を
使
っ
て
確
実
に
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

や
る
気
を
引
き
出
す
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル

株
式
会
社
コ
ー
チ
・
エ
ィ

　
1
9
9
7
年
、米
国
最
大
手
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
チ
養
成
機
関
コ
ー

チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
独
占
契
約
を
結
び
、組
織
風
土
を
築
く
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
チ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

ま
す
。詳
細
は
　
ht
tp
:/
/w
w
w
.c
oa
ch
a.
co
m
/

主
な
項
目

1 か 月 目 2 か 月 目

第
1
章
　
コ
ー
チ
ン
グ
と
は
何
か
？
 

第
2
章
　
コ
ー
チ
ン
グ
・
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン

3 か 月 目

第
5
章
　
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
 

第
6
章
　
タ
イ
プ
分
け
 

第
3
章
　
聞
く
 

第
4
章
　
効
果
的
な
質
問

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊
＋
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
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c.
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

身
近
な
職
場
の
事
例
で
学
び
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
自
分
の
も
の
に

●
≪
原
則
 ⇒
 事
例
 ⇒
 ま
と
め
≫
に
よ
る
形
式
で
、一
つ
ひ
と

つ
の
原
理
を
学
び
ま
す
。

●
実
践
性
に
重
き
を
お
き
、日
常
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
解
説
し

ま
す
。

●
職
場
で
日
常
的
に
見
受
け
ら
れ
る
内
容
を
イ
ラ
ス
ト
で
解
説

し
ま
す
。

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

★
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
「
働
く
こ
と
、
成
果
を

出
す
こ
と
、
貢
献
す
る
こ
と
」
の
具
体
的
な
指
針
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
時
間
は
「
限
ら
れ
た
資
源
」
で
あ
り
、
時
間
を

よ
り
成
果
の
上
が
る
仕
事
に
割
り
当
て
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
本
当
の
働
き
方
改
革
を
解
説
し
ま
す
。

▶
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
原
理
を
、
日
常
的
に
職
場

で
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▶
具
体
例
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
理
解
し
て

い
き
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

第
1
章
　
仕
事
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

第
2
章
　
時
間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

第
3
章
　
成
果
へ
の
貢
献
を
意
識
す
る

1 か 月 目

第
4
章
　
強
み
を
生
か
す

第
5
章
　
最
も
重
要
な
こ
と
に
集
中
す
る

第
6
章
　
意
思
決
定
で
成
果
を
あ
げ
る

2 か 月 目

第
7
章
　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

第
8
章
　
組
織
全
体
で
成
果
を
あ
げ
る

第
9
章
　
知
っ
て
お
き
た
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
原
則

3 か 月 目

主
な
項
目

豊富
な事

例で
学ぶ

～世
界一

かん
たん

なド
ラッ

カー
実践

講座

14
0

N
97

14
1

I8
6

14
2

H
26

14
3

H
38

－ 40－



人
間
力
U
P!

U
R
L
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p:
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w
w
w
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
天
才
の
ひ
ら
め
き
で
は
な
く
、
明
日
に
向
け
た
仕
事
で
あ
る

世
界
は
歴
史
的
な
変
革
期
に
あ
り
予
測
し
が
た
い
明
日
に
向
け
て
、

も
の
づ
く
り
人
は
チ
ェ
ン
ジ
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、ど
う
生
き
抜
い

て
い
く
の
か
、そ
の
考
え
方
と
態
度
を
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
学
び
ま
す
。

●
は
じ
め
て
学
ぶ
方
に
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

●
仕
事
へ
の
態
度
、組
織
の
変
革
、新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
つ
い
て
、「
説
明
能
力
」が
向
上
し
ま
す
。

●
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
日
常
の
仕
事
の
中
で
、ど
う
仕
組
み
化
し
て

い
く
か
が
わ
か
り
ま
す
。

●
過
去
か
ら
現
在
、未
来
に
む
け
て
、ど
の
よ
う
な
時
代
を
た
ど
っ
て
い

く
の
か
、も
の
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
すも
の
づ
く
り
人
の
た
め
の
ド
ラ
ッ
カ
ー

び
と

・
ど
ん
な
国
で
も
労
働
集
約
型
の
製
造
分
野
の
生
産
性
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、先
進
国
の
競
争
力
は
教
育
や
訓

練
を
受
け
た
、知
的
好
奇
心
が
旺
盛
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
で
あ
る
。

・
成
功
の
追
求
は
、試
行
錯
誤
の
仕
組
み
化
で
あ
る
。

・
情
報
は
何
か
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
て
は
じ
め
て
知
識
と
な
る
。

・
技
術
の
変
化
に
は
開
発
段
階
と
市
場
へ
の
導
入
段
階
と
が
あ
る
。

・
重
要
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
馴
染
み
の
な
い
分
野
で
起
こ
る
。

・
企
業
の
社
会
的
責
任
に
は
、「
野
獣
の
原
則
」と
「
共
通
価
値
の
原
則
」

の
両
面
が
あ
る
。

B
y　
ド
ラ
ッ
カ
ー

第
1
章
　
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
仕
事
論

第
2
章
　
知
識
労
働
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト

第
3
章
　
技
術
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1 か 月 目

第
4
章
　
製
造
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
5
章
　
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

第
6
章
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

2 か 月 目

第
7
章
　
チ
ェ
ン
ジ
・
リ
ー
ダ
ー
の
条
件

第
8
章
　
も
の
づ
く
り
の
歴
史
と
現
代
社
会

第
9
章
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
新
し
い
常
識

3 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
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/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

ち
ょ
っ
と
そ
の
行
為
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
が
わ
か
る［
自
己
診
断
］付
き
。

●
身
近
な
と
こ
ろ
に
潜
む
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
事
例
５
１
篇

を
漫
画
で
掲
載
。

●
違
反
事
例
と
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
解
説
に
よ
り
、コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
が
や
さ
し
く
学
べ
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
0
,8
0
0
円

★
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
は
法
律
だ
け
で
な
く
、就
業
規
則
や

社
内
規
定
、企
業
倫
理
、社
会
貢
献
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

違
反
事
例
を
通
じ
て
な
ぜ
そ
う
し
て
は
い
け
な
い
の
か
、ど
の

よ
う
な
考
え
方
を
持
て
ば
よ
い
の
か
を
学
び
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
を
意
識
し
た
行
動
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▶
あ
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
る
行
為
の
中
に
も
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
違
反
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。

▶
会
社
で
働
く
人
と
し
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
を
習
得
し
ま
す
。

▶
お
互
い
を
思
い
や
る
行
為
が
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
の

予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

勤
務
態
度
編

　
自
主
的
残
業
は
や
る
気
の
表
れ
？

　
実
労
働
時
間
が
同
じ
な
ら
問
題
な
い
？
 …
全
1
7
篇

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
時
間
・
休
日
編

　
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
大
騒
ぎ
　
最
初
の
一
杯
だ
け
な
ら
…
 …
全
11
篇

1 か 月 目

管
理
職
編

　
長
時
間
労
働
は
当
た
り
前
？
 叱
咤
激
励
は
パ
ワ
ハ
ラ
？
 …
全
7篇

会
社
・
労
務
編

　
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
の
情
報
開
示
を
ご
ま
か
し
た

　
商
品
の
不
具
合
情
報
の
公
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
 …
全
16
篇

【
コ
ラ
ム
】 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
時
代
の
義
理
と
人
情

2 か 月 目

主
な
項
目

違
反
事
例
で
学
ぶ
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
入
門

人
間
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
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.a
c.
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/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

★
今
年
か
ら
管
理
職
と
な
り
、ま
た
新
た
な
職
場
へ
の
異
動
も

あ
っ
た
の
で
、部
下
の
気
持
ち
を
ど
う
捉
え
、自
分
を
ど
う
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

★
私
自
身
が
身
近
に
感
じ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
く
さ
ん
の
ヒ

ン
ト
や
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★
コ
ラ
ム
の
中
で
、面
白
リ
ー
ダ
ー
の
実
例
を
載
せ
て
あ
っ
た
の

が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。最
終
ペ
ー
ジ
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
、分
析
表
等
を
添
付
し
て
い
る
の
も
良
か
っ
た
で
す
。

★
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
必
要
な
特
性
を
、具
体
的
に
学
べ
ま
し
た
。

★
改
め
て
リ
ー
ダ
ー
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
、ま
た
求

め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
像
が
わ
か
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
6
,2
0
0
円

“
心
”
を
重
視
し
、
人
に
感
動
を
与
え
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
職
場
を
つ
く
る
！

●
自
分
な
り
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
像
を
考
え
、見
つ
け
出
し
て
い

き
ま
す
。

●
危
機
を
克
服
し
た
リ
ー
ダ
ー
や
面
白
リ
ー
ダ
ー
の
事
例
か
ら

人
間
的
魅
力
を
学
び
、リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

●
職
場
に
新
風
を
吹
き
込
む“
面
白
リ
ー
ダ
ー
”と
は
何
か
を
考

え
ま
す
。

主
な
項
目

1 か 月 目

第
2
部
　
リ
ー
ダ
ー
に
要
求
さ
れ
る
能
力
と
理
性

第
1
章
　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は

第
2
章
　
組
織
運
営
の
基
本

第
3
章
　
部
下
育
成
の
ポ
イ
ン
ト

第
4
章
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
　
他

2 か 月 目

第
3
部
　
面
白
リ
ー
ダ
ー
の
す
す
め

─
人
の
心
を
動
か
す
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
─

第
1
章
　
今
な
ぜ
「
面
白
リ
ー
ダ
ー
」
な
の
か
？

第
2
章
　「
面
白
リ
ー
ダ
ー
」
と
は
？

第
3
章
　 「
面
白
い
」
と
「
や
る
気
」
に
注
目
す
る
　
他

3 か 月 目

部
下
の
心
を
動
か
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

―
面
白
リ
ー
ダ
ー
の
す
す
め
―

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

第
1
部
　
危
機
を
克
服
し
、
奇
跡
の
生
還
を
成
し
遂
げ

た
男
た
ち
の
行
動
に
学
ぶ

第
1
章
　
奇
跡
を
起
こ
し
た
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

第
2
章
　
危
機
に
直
面
し
た
と
き
の
リ
ー
ダ
ー
の
条
件

14
4

H
27

14
5

I8
9

14
6

H
04

ね
ら
い

特
色

第
1単
元
  

教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊
　
添
削
3
回

受
講
期
間
：
3
か
月

受
講
料
：
1
8
,3
6
0
円（
消
費
税
含
）

　
「
従
業
員
全
員
が
経
営
者
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
」
と
い
う
の
は
、
会
社
に
と
っ
て
理
想
の
姿

で
す
。

　
本
コ
ー
ス
は
、
 
会
社
な
ど
で
必
須
と
さ
れ
る
会
計
・
財
務
の
基
礎
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
と
の
関
連
を
知
る
こ
と
で
、
実
務
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
平
易
な
解
説
：
難
し
い
専
門
用
語
を
避
け
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
用
い
、
ど
な
た
で
も

理
解
し
や
す
い
解
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
：
第
1
 単
元
か
ら
第
3
 単
元
ま
で
、
内
容
が
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
て
、
ム
リ
な
く
読
み
進
め
ら
れ
ま
す
。

●
実
務
に
直
結
：
日
常
業
務
や
会
社
の
戦
略
な
ど
と
の
関
係
を
明
示
し
て
お
り
、
実
務
に
役

立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
お
金
の
流
れ
を
理
解
す
る

●
 会

計
の
目
的
と
し
く
み

●
 会

社
の
儲
け
が
一
目
で
わ
か
る

●
 会

社
の
利
益
と
コ
ス
ト
を
分
析
す
る

●
 会

計
の
基
礎
=
 簿

記
の
ル
ー
ル
を
知
る

●
 資

金
管
理
で
利
益
を
確
保
す
る
　
他

第
2単
元
  
収
益
を
生
み
出
す
し
く
み
を

理
解
す
る

●
 資

金
の
調
達
と
使
い
み
ち

●
 貸

借
対
照
表
を
読
み
解
く

●
 貸

借
対
照
表
を
用
い
た
分
析

●
 企

業
グ
ル
ー
プ
の
実
力
を
読
み
取
る
　
他

第
3単
元
  
利
益
と
コ
ス
ト
の
関
係
を
知
る

●
 会

社
は
ほ
ん
と
う
に
儲
か
っ
て
い
る
の
か
?

●
 儲

け
と
コ
ス
ト
の
関
係

●
コ
ス
ト
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

●
 計

数
感
覚
を
実
務
に
活
か
す
　
他

講
師
：
東
洋
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
教
授
・
中
小
企
業
診
断
士
木
下
 潔

※
教
材
改
訂
等
の
都
合
に
よ
り
、内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

会
社
の
儲
け
の
し
く
み
を
会
計
・
財
務
で
理
解
す
る

新
・
財
務
の
基
礎
コ
ー
ス

14
7

N
33
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

ビ
ジ
ネ
ス（
商
い
）の
ベ
ー
ス
と
な
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
を
学
ぶ

主
な
項
目

利
益
を
生
む
仕
組
み
入
門
～
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎

こ
ん
な
コ
ー
ス
で
す

1 か 月 目

第
1
章
　
商
品
を
売
ら
ね
ば
、
商
売
は
成
り
立
た
な
い

　
　
　
　
～
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎

第
2
章
　
お
客
様
の
心
を
「
キ
ャ
ッ
チ
」
し
よ
う

　
　
　
　
～
市
場
と
消
費
者

第
3
章
　
生
き
残
っ
て
い
く
商
売
を
考
え
る

　
　
　
　
～
自
社
と
競
合

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
基
本
知
識
と
、利
益
を
生
む
た

め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
習
し
ま
す
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
商
い
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
例
を
紹
介
し
た
コ

ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

★
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、利
益
を
生
む
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と

で
す
。よ
く
行
く
お
店
、気
に
な
る
商
品
、目
に
つ
く
広
告
な
ど

に
意
図
さ
れ
た
、儲
け
る
た
め
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

★
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
広
い
視
野
と
、多
様
な
も
の
の
と
ら
え

方
が
必
要
と
な
り
ま
す
。は
じ
め
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
学
ぶ
方
を
対
象
に
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
基
礎
知

識
を
学
ぶ
こ
と
で
、先
を
読
む
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

第
4
章
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
中
核
を
な
す

　
～
製
品
戦
略
 ─
P
ro
du
ct
─

第
5
章
　
消
費
者
の
心
理
に
大
き
く
影
響

　
～
価
格
戦
略
 ─
P
ric
e─

第
6
章
　
経
営
に
つ
な
が
る
商
売
の
本
質

　
～
流
通
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
 ─
P
la
ce
─

第
7
章
　
広
告
で
大
衆
を
刺
激
す
る

　
～
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
 ─
P
ro
m
ot
io
n─

2 か 月 目

仕
事
力
U
P!

U
R
L
 h
tt
p:
//
w
w
w
.jt
ex
.a
c.
jp
/

職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

数
字
に
強
い
人
は
仕
事
が
で
き
る
！

入
門
／
ビ
ジ
ネ
ス
数
字
の
見
方
・
考
え
方

受
講
期
間
：
3
か
月
　
　
受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円

会
社
数
字
の
読
み
方
、分
析
の
し
か
た
、数
字
の
活
用
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
！

★
会
社
経
営
の
数
字
の
見
方
に
つ
い
て
、よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

★
税
法
や
一
般
知
識
に
も
触
れ
て
い
て
、今
ま
で
あ
い
ま
い
だ
っ

た
点
が
解
決
で
き
ま
し
た
。

★
耳
な
じ
み
が
あ
る
が
、意
味
を
知
ら
な
い
言
葉
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

★
経
理
数
字
は
、業
務
上
よ
く
見
る
こ
と
が
あ
る
が
、基
本
的
な

勉
強
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
非
常
に
良
か
っ
た
で
す
。

★
内
容
が
仕
事
と
リ
ン
ク
し
て
い
て
、た
め
に
な
り
ま
し
た
。

●
会
社
数
字
の
必
要
性
を
理
解
し
ま
す
。

●
数
字
を
使
っ
た
簡
単
な
経
営
分
析
の
し
か
た
が
わ
か
り
ま
す
。

●
決
算
書
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

P
A
R
T1
　
ビ
ジ
ネ
ス
の
数
字
に
強
く
な
ろ
う

P
A
R
T2
　「
決
算
書
」
の
見
方
を
知
っ
て
お
こ
う

「
貸
借
対
照
表
」
で
会
社
の
財
政
状
態
が
わ
か
る

1 か 月 目

P
A
R
T3
　「
決
算
書
」
に
強
く
な
ろ
う

P
A
R
T4
　
会
社
の
「
経
営
分
析
」
を
し
よ
う

「
総
資
本
経
常
利
益
率
」
で
総
合
的
な
収
益
力
を
見

る
に
は
？

2 か 月 目

P
A
R
T5
　
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
た
め
の
会
社
の

　
　
　
　
　
税
務
知
識

P
A
R
T6
　
会
社
の
数
字
に
強
く
な
ろ
う

P
A
R
T7
　「
経
済
の
数
字
」
の
基
本
を
押
さ
え
よ
う

3 か 月 目

主
な
項
目

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
3
回

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

14
9

A
10

15
0

A
25ね
ら
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

講
師
：
公
認
会
計
士

教
材
構
成：
テ
キ
ス
ト
6冊
　
添
削
7回
　
C
D
-R
O
M
1枚

受
講
期
間：
6
か
月

受
講
料：

円
（
消
費
税
含
）

手
塚
仙
夫
（
元
 有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ・
パ
ー
ト
ナ
ー
）他

1単
元
　
企
業
と
会
計

2単
元
　
簿
記
と
会
計
帳
簿

3単
元
　
財
務
諸
表
の
作
成

4単
元
　
特
殊
な
企
業
会
計

5単
元
　
管
理
会
計

6単
元
　
税
務
会
計

3
0
,2
4
０ 特

色

■
補
助
教
材
「
演
習
編
」（
C
D
-R
O
M
）
…
財
務
諸
表
、
連
結
財
務
諸
表
、
税
効
果
会
計
、

■
C
D
-R
O
M
推
奨
動
作
環
境

❶
C
P
U
：
P
en
ti
um
プ
ロ
セ
ッ
サ
9
0
M
H
z以
上

❷
O
S
：
M
ic
ro
so
ft
®
 W
in
do
w
s®
V
is
ta
/7
/8
（
日
本
語
版
）

❸
メ
モ
リ
：
3
2
M
B
以
上

❹
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
：
8
0
0
×
6
0
0
ド
ッ
ト
以
上
、
10
2
4
×
7
6
8
ド
ッ
ト
以
上
推
奨
、
H
ig
h 
C
ol
or（
1
6
ビ
ッ
ト
） 以
上
推
奨
　

❺
C
D
-R
O
M
ド
ラ
イ
ブ
：
4
倍
速
以
上
推
奨

❻
ブ
ラ
ウ
ザ
：
M
ic
ro
so
ft
®
 In
te
rn
et
 E
xp
lo
re
r6
.0
以
上（
日
本
語
版
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
、
財
務
分
析

　
経
理
・
会
計
部
門
の
方
の
み
な
ら
ず
、
案
外
数
字
が

苦
手
な
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
方
々
に
、
企
業
会

計
の
基
礎
と
応
用
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
ま
す
。

　
本
コ
ー
ス
は
、
会
計
の
ポ
イ
ン
ト
を
網
羅
し
、
補
助
教

材
と
し
て
C
D
-R
O
M
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
学
習
効
果

の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
精
査
さ
れ
体
系
化
さ
れ
た
内
容
構
成

●
経
理
・
会
計
部
門
以
外
の
方
に
も

●
話
題
の
テ
ー
マ
を
詳
解

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

基
本
知
識
か
ら
応
用
ま
で
会
計
の
全
て
を
学
ぶ

企
業
会
計
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス（
CD
-R
O
M
）

文
部
科
学
省
認
定

14
8

N
27

M

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

※
教
材
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
教
材
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

民
法
の
基
本
的
な
考
え
方
を
や
さ
し
く
解
説

民
法
入
門
コ
ー
ス

〔
文
部
科
学
省
認
定
〕

学
習
期
間
：
3か
月
（
在
籍
期
間
6か
月
）

受
講
料
：
17
,2
80
円
（
消
費
税
8％
を
含
み
ま
す
）

教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3冊
／
添
削
4回
　

講
師
：
日
本
大
学
理
工
学
部
教
授
　
高
梨
俊
一

特
色ね
ら
い

第
1単
元
　
民
法
入
門
・
総
則

①
民
法
と
は
ど
ん
な
法
律
か

　
民
法
の
範
囲
と
意
味
　
民
法
の
効
力
　
民
法
効
力
の
限
界
　
他

②
民
法
総
則
に
つ
い
て

　
民
法
の
基
本
原
則
（
民
法
1条
・
2条
）
 人
（
自
然
人
）
 法
人
　
他

第
3単
元
　
債
権
Ⅱ
・
家
族
法

①
契
約
と
は
何
か

　
契
約
の
意
味
　
契
約
の
成
立
　
契
約
の
効
力
　
契
約
の
解
除
　
他

②
不
法
行
為
・
事
務
管
理
・
不
当
利
得

　
事
務
管
理
　
不
当
利
得
　
不
法
行
為

③
家
族
法

　
家
族
法
と
は
　
婚
姻
　
親
子
　
親
権
と
後
見
　
他

第
2単
元
　
物
権
・
債
権
Ⅰ

①
物
権
と
は
ど
ん
な
権
利
か

　
物
権
と
は
何
か
　
物
権
の
効
力
　
物
権
変
動
　
占
有
権
　
他

②
担
保
物
権
に
つ
い
て

　
担
保
物
権
と
は
何
か
　
留
置
権
　
先
取
特
権
　
他

③
債
権
の
基
本
的
性
質

　
債
権
と
は
　
債
権
の
目
的
　
債
権
の
効
力
　
責
任
財
産
の
保
全
　
他

　
本
コ
ー
ス
で
は
、
初
心
者
か
ら
で
も
や
さ
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
、

難
解
な
条
文
解
釈
や
学
術
的
記
述
は
避
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
必

須
の
民
法
の
基
本
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

▶
短
期
速
修
で
学
習
可
能
…
忙
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
た
め
に
、

短
期
間
に
民
法
の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
る
よ
う
な
構
成
で
す
。

▶
口
語
体
で
説
く
法
律
コ
ー
ス
…
学
術
的
・
専
門
的
記
述
を
避
け
、
普

通
の
語
り
口
で
や
さ
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
条
文
の
引
用
も
、
法

律
の
条
文
を
そ
の
ま
ま
並
べ
ず
、
普
通
の
言
葉
に
か
み
く
だ
い
た
内

容
で
す
。

▶
「
物
権
」
と
「
債
権
」
を
中
心
に
…
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
係
の
深
い
物
権

と
債
権
を
中
心
に
構
成
し
て
あ
り
ま
す
。
個
人
と
し
て
関
わ
り
の
あ

る
「
家
族
法
」
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。

15
1

N
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職
業
訓
練
法
人
 日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

受
講
期
間
：
2
か
月
　
　
受
講
料
：
1
1
,8
8
0
円

社
会
人
に
必
要
な
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
の
法
的
ル
ー
ル
を
一
か
ら
学
ぶ

★
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
法
律
や
制
度
を
、わ
か
り
や
す
く
勉
強

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
毎
日
の
業
務
の
中
に
、多
く
の
法
律
が
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
図
表
・
イ
ラ
ス
ト
が
多
く
あ
っ
て
、限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
理

解
す
る
の
に
わ
か
り
や
す
く
て
助
か
り
ま
し
た
。

★
具
体
例
を
通
し
て
、法
律
と
会
社
に
係
わ
る
様
々
な
ル
ー
ル
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
テ
キ
ス
ト
が
非
常
に
読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。ず
っ
と
保
管
し

て
読
み
直
し
た
い
で
す
。

●
社
会
人
と
し
て
必
要
と
な
る
、職
場
や
仕
事
の
中
で
の
基
本
的

な
法
的
ル
ー
ル
の
知
識
を
身
に
つ
け
ま
す
。

●
法
律
の
勉
強
は
苦
手
と
い
う
人
で
も
、身
近
な
具
体
例
と
や
さ

し
い
文
章
で
、会
社
に
ま
つ
わ
る
法
的
ル
ー
ル
を
気
楽
に
学
べ

ま
す
。

1 か 月 目

第
4
章
　
債
権
管
理
・
回
収
の
中
の
法
的
ル
ー
ル

第
5
章
　
職
場
の
中
の
法
的
ル
ー
ル

第
6
章
　
消
費
者
・
社
会
の
中
の
法
的
ル
ー
ル

お
わ
り
に
　
法
律
と
良
心

2 か 月 目

主
な
項
目

は
じ
め
に
　
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
と
法
律

第
1
章
　
会
社
を
取
り
巻
く
法
的
ル
ー
ル

第
2
章
　
会
社
の
財
産

第
3
章
　
契
約
の
中
の
法
的
ル
ー
ル

働
く
人
の
た
め
の
　
入
門
／
ビ
ジ
ネ
ス
法
務

受
講
者
の
声

ね
ら
い
と
特
色

◆
教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
1
冊

◆
レ
ポ
ー
ト
回
数
：
2
回

※
初
回
提
出
時
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か

　
W
eb
提
出
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

15
4

A
24

第
1単
元
  

講
師
：
弁
護
士
 

教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊
　
添
削
3
回

受
講
期
間
：
3
か
月

受
講
料
：
1
7
,2
8
0
円（
消
費
税
含
）

山
中
健
児
（
石
嵜・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
 代
表
パ
ー
ト
ナ
ー
）

商
法
・
会
社
法
の
基
礎
知
識

●
 商
法
の
基
礎
知
識

●
 商
法
と
営
業
の
関
係

●
 商
号
・
商
業
登
記
・
商
業
帳
簿

●
 商
行
為
法
総
則

●
 商
行
為
法
各
論

●
 会
社
法
の
基
礎
知
識

第
2単
元
  
会
社
法
（
基
礎
編
）

●
 株
式
会
社
の
設
立

●
 株
式
の
基
礎
知
識

●
 株
式
会
社
の
機
関

第
3単
元
  
会
社
法
（
応
用
編
）

●
 株
式
会
社
の
計
算

●
 株
式
会
社
の
資
金
調
達

●
 株
式
会
社
の
組
織
再
編

●
 株
式
会
社
の
解
散
・
清
算
・
倒
産

　
い
わ
ゆ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
遵
守
）経
営
の
定
着
に
よ
り
、
法
律
を
守
る
こ
と
が
企
業

と
し
て
の
信
用
を
守
る
こ
と
で
あ
る
と
の
自
覚
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に

と
っ
て
そ
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
る
、
商
法
・
会
社
法
の
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
を

マ
ス
タ
ー
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

商
法
・
会
社
法
の
基
本
を
短
期
間
で
マ
ス
タ
ー

…
商
法
・
会
社
法
の
基
本
的
事
項
を
で
き
る
だ
け
平
易
な
言
葉
で
解
説
し
、
短
期
間
で
マ
ス
タ
ー

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

会
社
法
を
中
心
に
解
説

商
法
の
中
で
最
も
重
要
と
な
る
株
式
会
社
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
会
社
法
の
内
容
を

中
心
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
基
礎
と
し
て

…
経
営
者
や
管
理
職
だ
け
で
な
く
新
入
社
員
の
方
な
ど
に
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

… 教
材
改
訂
等
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
材
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● ● ●

ね
ら
い

特
色

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

商
法
・
会
社
法
の
基
本
的
な
考
え
方
を
や
さ
し
く
解
説

商
法
・
会
社
法
入
門
コ
ー
ス

ね
ら
い

特
色

第
1単
元
  

講
師
：
関
西
外
国
語
大
学
教
授
 

弁
護
士

教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
3
冊
　
添
削
4
回

受
講
期
間
：
3
か
月

受
講
料
：
1
9
,4
4
0
円（
消
費
税
含
）

志
賀
直
人
／

井
口
寛
二

労
働
法
と
労
働
条
件

1．
労
働
法
の
あ
ら
ま
し

2．
労
働
関
係
の
当
事
者

3．
労
働
契
約
の
成
立
と
展
開

4．
労
働
条
件
の
決
定

5．
賃
金

6．
労
働
時
間
・
休
憩
・
休
日

7．
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
の
意
義

8．
年
次
有
給
休
暇

第
2単
元
  
人
事
異
動
か
ら
退
職
・
解
雇
ま
で

1．
人
事
異
動
・
出
向
等

2．
懲
戒
処
分

3．
労
働
契
約
の
終
了

4．
災
害
補
償

5．
雇
用
に
お
け
る
男
女
の
平
等

6．
育
児
休
業
と
介
護
休
業

第
3単
元
  
集
団
的
労
使
関
係
の
実
際

1．
労
働
組
合

2．
団
体
交
渉

3．
労
働
協
約

4．
団
体
行
動

5．
不
当
労
働
行
為

※
教
材
改
訂
等
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
材
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
流
れ
に
そ
っ
た
展
開
…
採
用
か
ら
解
雇
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
流

れ
に
そ
っ
て
諸
問
題
を
整
理
し
解
説
し
て
い
ま
す
。

●
労
使
双
方
に
お
勧
め
し
ま
す
…
労
使
協
調
は
ま
ず
現
状
の
正
し
い
理
解
と
基
本
知
識
の
習
得

が
必
須
で
す
。
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
内
容
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

●
労
働
組
合
の
共
通
知
識
習
得
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
労
働
環
境
を
め
ぐ
る
問
題
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、
労
使
の
安
定
や
職
場
規
律
の
確
保
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る

に
も
法
律
の
正
し
い
理
解
が
必
須
で
す
。

　
労
働
基
準
法
な
ど
主
要
な
法
律
の
内
容
を
中
心
に
、
労
働
に
関
す
る
基
本
知
識
を
効
果
的
に

学
ん
で
習
得
し
ま
す
。

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

労
働
法
に
関
す
る
必
須
知
識
を
習
得
す
る

労
働
法
入
門
コ
ー
ス

文
部
科
学
省
認
定

1
．
契
約
と
は

2
．
契
約
の
種
類
と
分
類

3
．
契
約
の
成
立
後
の
リ
ス
ク
の
分
配

4
．
契
約
の
不
履
行

5
．
契
約
の
終
了

6
．
債
権
の
消
滅
時
効

ね
ら
い

特
色

第
1単
元
  
ビ
ジ
ネ
ス
契
約
の
基
本

～
契
約
の
基
礎
知
識

1
．
契
約
書
の
作
成
実
務

2
．
印
紙
税

3
．
契
約
締
結
段
階
に
お
け
る
留
意
点

4
．
ビ
ジ
ネ
ス
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法

　
（
契
約
書
例
）

第
2単
元
  

講
師
：
弁
護
士
 原
田
崇
史
（
阿
部
・
井
窪
・
片
山
法
律
事
務
所
）

教
材
構
成
：
テ
キ
ス
ト
２
冊
　
添
削
２
回

受
講
期
間
：
2
か
月

受
講
料
：
1
4
,0
4
0
円（
消
費
税
含
）

ビ
ジ
ネ
ス
契
約
の
基
本
ス
テ
ッ
プ

　「
契
約
と
は
何
か
」と
い
っ
た
基
本
的
な
内
容
か
ら
、契
約
締
結
の
留
意
点
、「
契
約
」

に
関
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
基
礎
知
識
に
つ
い
て
事
例
を
織
り
込
み
な
が
ら
、ま
た
、法

律
実
務
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
実
例
を
多
数
取
り
入
れ
、わ
か
り
や
す
く
学
習
し
ま
す
。

　
今
ま
で
、な
ん
と
な
く
分
か
っ
て
い
る
気
に
な
っ
て
い
た
契
約
書
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、作
成
実
務
に
も
活
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
方
に
最
適
の
講
座
で
す
。

●「
契
約
」に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
を
短
期
間
で
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

民
法
の
規
定
を
中
心
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

●「
契
約
書
」の
実
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、契
約
締
結
ま
で
の
一
連
の
実
務
に
つ
い

て
学
べ
る
の
で
、実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
即
応
用
で
き
ま
す
。

●
P
oi
nt
や
コ
ラ
ム
等
、「
契
約
」に
精
通
し
た
講
師
に
よ
る
充
実
の
解
説
で
、学
習
内

容
の
理
解
が
深
ま
り
実
践
力
も
高
ま
り
ま
す
。

※
教
材
改
訂
等
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
材
な
ど

　
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

JT
E
X・
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
/

ビ
ジ
ネ
ス
契
約
の
基
本
知
識
を
学
ぶ

ビ
ジ
ネ
ス
契
約
入
門
コ
ー
ス

15
2

N
51

15
3

N
52

M

15
5

N
A
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